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(57)【要約】
【課題】水蒸気滅菌後にも優れた防曇効果を発揮する、内視鏡用コーティング組成物、そ
れを用いた内視鏡用透光性部材、それを含む内視鏡を提供する。
【解決手段】アニオン性親水基、カチオン性親水基、および水酸基から選ばれる少なくと
も１つの親水基と、重合性炭素－炭素二重結合を有する少なくとも１つの官能基とを有す
る化合物（Ｉ）（ただし親水基が水酸基の場合は、重合性炭素－炭素二重結合を有する官
能基は１つである。）、
重合性炭素－炭素二重結合を有する官能基を２つ以上有する化合物（ＩＩ）（ただし、ア
ニオン性親水基およびカチオン性親水基はいずれも有さない。）、ならびに
アニオン性親水基、カチオン性親水基、または２つ以上の水酸基を有する親水部、および
有機残基からなる疎水部を有する界面活性剤（ＩＩＩ）およびシロキサン結合を有する分
子量２００～１，０００，０００の化合物(ＩＶ)から選ばれる少なくとも１つ（ただし、
界面活性剤（ＩＩＩ)および化合物（ＩＶ）は重合性炭素－炭素二重結合を有さない。）
を含む、内視鏡用コーティング組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アニオン性親水基、カチオン性親水基、および水酸基から選ばれる少なくとも１つの親
水基と、重合性炭素－炭素二重結合を有する少なくとも１つの官能基とを有する化合物（
Ｉ）（ただし親水基が水酸基の場合は、重合性炭素－炭素二重結合を有する官能基は１つ
である。）、
　重合性炭素－炭素二重結合を有する官能基を２つ以上有する化合物（ＩＩ）（ただし、
アニオン性親水基およびカチオン性親水基はいずれも有さない。）、ならびに
　アニオン性親水基、カチオン性親水基、または２つ以上の水酸基を有する親水部、およ
び有機残基からなる疎水部を有する界面活性剤（ＩＩＩ）およびシロキサン結合を有する
分子量２００～１，０００，０００の化合物(ＩＶ)から選ばれる少なくとも１つ（ただし
、界面活性剤（ＩＩＩ）および化合物（ＩＶ）は重合性炭素－炭素二重結合を有さない。
）を含む、内視鏡用コーティング組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の内視鏡用コーティング組成物を重合することにより得られる架橋樹脂
からなる単層膜で表面の少なくとも一部が被覆された透光性基材を含む内視鏡用透光性部
材。
【請求項３】
　単層膜のアニオン性親水基、カチオン性親水基、および水酸基から選ばれる少なくとも
１つの親水基の表面濃度（Ｓａ）と単層膜膜厚１／２地点における親水基の深部濃度（Ｄ
ａ）の親水基濃度の傾斜度（Ｓａ／Ｄａ）が１．１以上である請求項２に記載の内視鏡用
透光性部材。
【請求項４】
　前記透光性部材が、レンズ、プリズム、カバー部材および観察窓部材から選ばれる少な
くとも１つである、請求項２または３に記載の内視鏡用透光性部材。
【請求項５】
　前記透光性部材が対物レンズおよび照明用レンズから選ばれる少なくとも１つのレンズ
である、請求項４に記載の内視鏡用透光部材。
【請求項６】
　内視鏡に着脱自在に取り付け可能である、請求項２～５のいずれか１項に記載の内視鏡
用透光性部材。
【請求項７】
　請求項２～６のいずれか１項に記載の内視鏡用透光性部材を少なくとも１つ含む、内視
鏡。
【請求項８】
　挿入部の先端に前記内視鏡用透光性部材が配置されており、少なくとも観察対象側の外
表面が前記単層膜で被覆されている請求項７に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡用コーティング組成物、内視鏡用透光性部材および内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療等の様々な分野において、体腔内等に挿入して内部を観察、処置などを行うために
、内視鏡が用いられている。しかし、内視鏡を体腔内等に挿入した際に、内視鏡本体とそ
の周囲との温度、湿度の差などにより、内視鏡の挿入部の先端部が結露し、内視鏡の視野
が妨げられる問題がある。
【０００３】
　そこで、例えば特許文献１には光学装置本体に装着されたレンズの内面に親水性潤滑処
理層を設けたことを特徴とする光学装置（内視鏡等）が示されている。前記親水性潤滑処
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理層は、プラスチックレンズの表面に、親水性高分子鎖（アクリルアミド系重合体、メタ
クリルアミド系重合体、ポリビニルピロリドン、ポリビニルアルコール、ポリエチレング
リコール、デキストラン等）を化学的なグラフト重合によって共有結合させたものである
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開平２－１３１７１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、特に、医療用の内視鏡の場合、挿入部の先端部分をオートクレーブ等の高温
の水蒸気中に入れて滅菌が行われる。このため、内視鏡を繰り返し使用した際にも、水蒸
気滅菌処理や、消耗に耐えて、優れた防曇効果を維持する親水潤滑処理層が期待される。
しかし、内視鏡の分野において、そのような親水潤滑処理層の提案は未だに不十分である
。
【０００６】
　本発明は、水蒸気滅菌後にも優れた防曇効果を発揮する、内視鏡用コーティング組成物
、それを用いた内視鏡用透光性部材、それを含む内視鏡を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは、上記課題を解決すべく検討を進めた結果、特定の親水基と重合性炭素－
炭素二重結合を有する官能基とを有する化合物、および２つ以上の重合性炭素－炭素二重
結合を有する官能基を有する化合物に加え、さらに特定の界面活性剤およびシロキサン結
合を有する特定の化合物から選ばれる少なくとも１つを含む組成物を重合することにより
得られる架橋樹脂からなる単層膜で透光性基材が被覆された透光性部材は水蒸気滅菌後に
も優れた防曇効果を発揮することを見い出し、本発明を完成するに至った。
【０００８】
　すなわち、本発明の内視鏡用コーティング組成物は、アニオン性親水基、カチオン性親
水基、および水酸基から選ばれる少なくとも１つの親水基と、重合性炭素－炭素二重結合
を有する少なくとも１つの官能基とを有する化合物（Ｉ）（ただし親水基が水酸基の場合
は、重合性炭素－炭素二重結合を有する官能基は１つである。）、
重合性炭素－炭素二重結合を有する官能基を２つ以上有する化合物（ＩＩ）（ただし、ア
ニオン性親水基およびカチオン性親水基はいずれも有さない。）、ならびに
アニオン性親水基、カチオン性親水基、または２つ以上の水酸基を有する親水部、および
有機残基からなる疎水部を有する界面活性剤（ＩＩＩ）およびシロキサン結合を有する分
子量２００～１，０００，０００の化合物(ＩＶ)から選ばれる少なくとも１つ（ただし、
界面活性剤（ＩＩＩ)および化合物（ＩＶ）は重合性炭素－炭素二重結合を有さない。）
を含むことを特徴とする。
【０００９】
　本発明の内視鏡用透光性部材は、上記内視鏡用コーティング組成物を重合することによ
り得られる架橋樹脂からなる単層膜で表面の少なくとも一部が被覆された透光性基材を含
むことを特徴とする。
【００１０】
　上記単層膜のアニオン性親水基、カチオン性親水基、および水酸基から選ばれる少なく
とも１つの親水基の表面濃度（Ｓａ）と単層膜膜厚１／２地点における親水基の深部濃度
（Ｄａ）の親水基濃度の傾斜度（Ｓａ／Ｄａ）は１．１以上であることが好ましい。
【００１１】
　上記透光性部材としては、レンズ、プリズム、カバー部材および観察窓部材から選ばれ
る少なくとも１つであることが好ましい。
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　上記レンズとしては、対物レンズおよび照明用レンズから選ばれる少なくとも１つであ
ることが好ましい。
【００１２】
　上記透光性部材は内視鏡に着脱自在に取り付け可能であることが好ましい。
　本発明の内視鏡は、上記透光性部材を含むことを特徴とする。
　上記内視鏡は、その挿入部の先端に前記内視鏡用透光性部材が配置されており、少なく
とも観察対象側の外表面が前記単層膜で被覆されていることが好ましい。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の内視鏡コーティング用組成物を重合することにより得られる架橋樹脂からなる
単層膜で透光性基材が被覆された透光性部材は水蒸気滅菌後にも優れた防曇効果を発揮す
る。そのため、その透光性部材は、内視鏡に好適に用いることができる。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の内視鏡用コーティング組成物は、下記化合物（Ｉ）、化合物（ＩＩ）、ならび
に下記界面活性剤（ＩＩＩ）および化合物（ＩＶ）から選ばれる少なくとも１つの化合物
を含むことを特徴とする。
【００１５】
　［化合物（Ｉ）］
　上記組成物に含まれる化合物（Ｉ）は、アニオン性親水基、カチオン性親水基、および
水酸基から選ばれる少なくとも１つの親水基と、重合性炭素－炭素二重結合を有する少な
くとも１つの官能基とを有することを特徴とする。ただし、上記親水基が水酸基の場合は
、化合物（Ｉ）に含まれる重合性炭素－炭素二重結合を有する官能基は１つである。この
ような親水基と炭素－炭素二重結合を有する官能基とを有する化合物が含まれる組成物を
重合することにより、得られる架橋樹脂に親水性が付与され得る。
【００１６】
　上記アニオン性親水基としては、例えば、スルホン酸基、カルボキシル基、リン酸基、
Ｏ－硫酸基（－Ｏ－ＳＯ3

-）、およびＮ－硫酸基（－ＮＨ－ＳＯ3
-）などが挙げられる。

これらアニオン性親水基の中でも、スルホン酸基、カルボキシル基、およびリン酸基が好
ましい。
【００１７】
　上記アニオン性親水基は塩の形になって上記化合物（Ｉ）に含まれていてもよい。
　したがって、典型的には、スルホン酸基は下記式（α）、カルボキシル基は下記式（β
）、リン酸基は、下記式（γ１）または（γ２）の形で化合物（Ｉ）に含まれていればよ
い。
－ＳＯ3Ｍ　（α）　　－ＣＯＯＭ（β）　　－ＯＰ＝Ｏ（ＯＭ）2（γ１）　　（－Ｏ）

2Ｐ＝Ｏ（ＯＭ）1（γ２）
　上記式（α）～（γ２）中、Ｍは、水素イオン、アンモニウムイオン、アルカリ金属イ
オン、および１／２原子のアルカリ土類金属選ばれる少なくとも１つの１価カチオンであ
る。
【００１８】
　なお、本発明でいうアンモニウムイオンとは、アンモニア、１級アミン、２級アミンま
たは３級アミンに水素イオンが結合してできた陽イオンである。上記アンモニウムイオン
としては、親水性の観点からは、アンモニアまたは炭素数の少ないアミンに、水素イオン
が結合した陽イオンが好ましく、アンモニウムイオン、メチルアンモニウムがより好まし
い。
【００１９】
　上記アルカリ金属としては、例えば、リチウム、ナトリウム、カリウム、ルビジウムな
どが挙げられる。
　上記アルカリ土類金属としては、例えば、ベリリウム、マグネシウム、カルシウム、ス
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トロンチウム、バリウムなどが挙げられる。
【００２０】
　上記Ｍの中でもアルカリ金属イオンが好ましく、ナトリウムイオン、カリウムイオン、
およびルビジウムイオンがより好ましい。
　上記カチオン性親水基としては、例えば、４級アンモニウム基、ベタイン基、およびア
ミンオキシド基などが挙げられる。これらカチオン性親水基の中でも、４級アンモニウム
基およびベタイン基が好ましい。
【００２１】
　上記水酸基としては、本発明の効果を奏する限り、アルコール性水酸基、フェノール性
水酸基のいずれであってもよいが、アルコール性水酸基が好ましい。
　上記化合物（Ｉ）が有する親水基としては、アニオン性親水基が好ましい。
【００２２】
　重合性炭素－炭素二重結合を有する官能基としては、その官能基がラジカル重合または
イオン重合可能であれば特に制限はないが、例えば、アクリロイル基、メタクリロイル基
、アクリロイルオキシ基、メタクリロイルオキシ基、アクリロイルチオ基、メタクリロイ
ルチオ基、アクリルアミド基、メタクリルアミド基、アリル基、ビニル基、イソプロペニ
ル基、マレイル基（－ＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯ－）、イタコニル基、およびスチリル基な
どが挙げられる。なお、本明細書中、アクリロイルとメタクリロイルとを総称して（メタ
）アクリロイル、アクリロイルオキシとメタクリロイルオキシとを総称して（メタ）アク
リロイルオキシ、アクリロイルチオとメタクリロイルチオとを総称して（メタ）アクリロ
イルチオ、アクリルアミドとメタクリルアミドとを総称して（メタ）アクリルアミドと称
することもある。
【００２３】
　上記化合物（Ｉ）としては、下記一般式（１００）で表される化合物が好ましい。
【００２４】
【化１】

【００２５】
　上記式（１００）中、Ａは重合性炭素－炭素二重結合を有する官能基を１～５個有する
炭素数２～１００の有機基を表し、ＣＤは、下記一般式（１０１）～（１１４）から選ば
れる少なくとも１つの親水基を含む基を表し、ｎはＣＤに結合するＡの数であり、１また
は２を表し、ｎ０はＡに結合するＣＤの数であり、１～５の整数を表し、（基Ａの価数）
×ｎ＝（基ＣＤの価数）×ｎ０を満足する。ただし、ＣＤが水酸基を含む基の場合、ｎは
１であり、且つＡ中に含まれるは重合性炭素－炭素二重結合を有する官能基は１個である
。
【００２６】
　上記ＣＤとなる、アニオン性親水基を含む基としては、例えば、下記一般式（１０１）
～（１０７）で表される親水基が挙げられる。
【００２７】
【化２】

【００２８】
　上記式（１０１）中、Ｍは水素原子、アルカリ金属、１／２原子のアルカリ土類金属、
またはアンモニウムイオンを表し、＃１は式（１００）のＡに含まれる炭素原子に結合す
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る結合手を表す。
【００２９】
【化３】

【００３０】
　上記式（１０２）中、Ｍは水素原子、アルカリ金属、１／２原子のアルカリ土類金属、
またはアンモニウムイオンを表し、＃１は式（１００）のＡに含まれる炭素原子に結合す
る結合手を表す。
【００３１】
【化４】

【００３２】
　上記式（１０３）中、Ｍは水素原子、アルカリ金属、１／２原子のアルカリ土類金属、
またはアンモニウムイオンを表し、＃１は式（１００）のＡに含まれる炭素原子に結合す
る結合手を表す。
【００３３】

【化５】

【００３４】
　上記式（１０４）中、Ｍは水素原子、アルカリ金属、１／２原子のアルカリ土類金属、
アンモニウムイオン、またはアミンイオンを表し、＃１は式（１００）のＡに含まれる炭
素原子に結合する結合手を表す。
【００３５】

【化６】

【００３６】
　上記式（１０５）中、ｒ5およびｒ6は、独立して水素原子、メチル基、エチル基、また
は水酸基を表し、ｎ５０は０～５の整数を表し、Ｘは、－Ｏ－，－Ｓ－，－ＮＨ－，また
は－ＮＣＨ3－を表し、Ｍは水素原子、アルカリ金属、１／２原子のアルカリ土類金属、
またはアンモニウムイオンを表し、＃１は式（１００）のＡに含まれる炭素原子に結合す
る結合手を表す。
【００３７】
【化７】

【００３８】
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　上記式（１０６）中、Ｘは、－Ｏ－，－Ｓ－，－ＮＨ－，または－ＮＣＨ3－を表し、
Ｍは水素原子、アルカリ金属、１／２原子のアルカリ土類金属、またはアンモニウムイオ
ンを表し、＃１は式（１００）のＡに含まれる炭素原子に結合する結合手を表す。
【００３９】
【化８】

【００４０】
　上記式（１０７）中、Ｍは水素原子、アルカリ金属、１／２原子のアルカリ土類金属、
またはアンモニウムイオンを表し、＃１は式（１００）のＡに含まれる炭素原子に結合す
る結合手を表す。
【００４１】
　上記ＣＤとなる、水酸基を含む基としては、例えば、下記一般式（１０８）～（１１１
）で表される親水基が挙げられる。
【００４２】
【化９】

【００４３】
　上記式（１０８）中、ｎ１は０～１００の整数を表し、ｒ1およびｒ2は、独立して水素
原子、メチル基、エチル基、または水酸基を表し、ｎ１が２以上の場合はｒ1同士および
ｒ2同士は同一でも異なってもよい。＃１は式（１００）のＡに含まれる炭素原子に結合
する結合手を表す。
【００４４】

【化１０】

【００４５】
　上記式（１０９）中、Ｘは、－Ｏ－，－Ｓ－，－ＮＨ－，または－ＮＣＨ3－を表し、
Ｘ同士は同一でも異なってもよく、ｍ１は０～１０の整数を表し、ｎ２０は２～１００の
整数を表し、ｒ1～ｒ4は、それぞれ独立して、水素原子、メチル基、エチル基、または水
酸基を表し、Ｘ同士、ｒ1同士、ｒ2同士、ｒ3同士、およびｒ4同士は同一でも異なってい
てもよい。＃１は式（１００）のＡに含まれる炭素原子に結合する結合手を表す。
【００４６】
【化１１】
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【００４７】
　上記式（１１０）中、＃１は式（１００）のＡに含まれる炭素原子に結合する結合手を
表す。
【００４８】
【化１２】

【００４９】
　上記式（１１１）中、Ｘ3およびＸ4は、独立して、－ＣＨ2－、－ＣＨ（ＯＨ）－、ま
たは－ＣＯ－を表し、ｎ３０は０～３の整数を表し、ｎ５０は０～５の整数を表し、ｎ３
０が２以上の場合、Ｘ3同士は同一でも異なっても良い。ｎ５０が２以上の場合、Ｘ4同士
は同一でも異なっても良く、＃１は式（１００）のＡに含まれる炭素原子に結合する結合
手を表す。
【００５０】
　上記ＣＤとなる、カチオン性親水基を含む基としては、例えば、下記一般式（１１２）
～（１１４）で表される親水基が挙げられる。
【００５１】

【化１３】

【００５２】
　上記式（１１２）中、ＡＡ（－）は、ハロゲンイオン、蟻酸イオン、酢酸イオン、硫酸
イオン、硫酸水素イオン、燐酸イオン、または燐酸水素イオンを表し、Ｒ6～Ｒ8は、それ
ぞれ独立して、水素原子、炭素数１～２０のアルキル基、アルキルアリール基、アルキル
ベンジル基、アルキルシクロアルキル基、アルキルシクロアルキルメチル基、シクロアル
キル基、フェニル基、またはベンジル基を表し、＃１は式（１００）のＡに含まれる炭素
原子に結合する結合手を表す。
【００５３】
【化１４】

【００５４】
　上記式（１１３）中、ＡＡ（－）は、ハロゲンイオン、蟻酸イオン、酢酸イオン、硫酸
イオン、硫酸水素イオン、燐酸イオン、または燐酸水素イオンを表し、Ｒ6～Ｒ8は、それ
ぞれ独立して、水素原子、炭素数１～２０のアルキル基、アルキルアリール基、アルキル
ベンジル基、アルキルシクロアルキル基、アルキルシクロアルキルメチル基、シクロアル
キル基、フェニル基、またはベンジル基を表し、＃１は式（１００）のＡに含まれる炭素
原子に結合する結合手を表す。
【００５５】
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【化１５】

【００５６】
　上記式（１１４）中、Ｒ6～Ｒ7は、それぞれ独立して、水素原子、炭素数１～２０のア
ルキル基、アルキルアリール基、アルキルベンジル基、アルキルシクロアルキル基、アル
キルシクロアルキルメチル基、シクロアルキル基、フェニル基、またはベンジル基を表し
、＃１は式（１００）のＡに含まれる炭素原子に結合する結合手を表す。
【００５７】
　上記式（１００）中の、Ａとしては、下記一般式（１２０）～（１３０）で表される重
合性炭素－炭素二重結合を有する官能基を１つまたは２つ有する炭素数２～１００の有機
基が好ましい。ただし、一般式（１００）中のＣＤが水酸基を有する基の場合、Ａは下記
一般式（１２０）～（１２６）から選ばれる少なくとも１つの重合性炭素－炭素二重結合
を有する官能基が好ましい。
【００５８】

【化１６】

【００５９】
　上記式（１２０）中、Ｘは、－Ｏ－，－Ｓ－，－ＮＨ－，または－ＮＣＨ3－を表し、
ｒは水素原子またはメチル基を表し、ｒ1～ｒ4は、それぞれ独立して、水素原子、メチル
基、エチル基、または水酸基を表し、ｍ１は０～１０の整数を表し、ｎ１は０～１００の
整数を表し、＃２は上記一般式（１０１）～（１１４）で表される基から選ばれる少なく
とも１つの基に含まれる＃１に結合する結合手を表す。
【００６０】
【化１７】

【００６１】
　上記式（１２１）中、Ｘは、－Ｏ－，－Ｓ－，－ＮＨ－，または－ＮＣＨ3－を表し、
ｒは水素原子またはメチル基を表し、ｒ1～ｒ6は、独立して、水素原子、メチル基、エチ
ル基、水酸基を表し、ｒ7およびｒ8は、独立して、水素原子、メチル基、エチル基、水酸
基を表し、ｒ5およびｒ6が結合する炭素原子とｒ7およびｒ8が結合する炭素原子との結合
は、単結合でも、二重結合でもよく、ｍ１およびｍ３は独立して０～１０の整数を表し、
ｎ１は０～１００の整数を表し、＃２は上記一般式（１０１）～（１１４）で表される基
から選ばれる少なくとも１つの基に含まれる＃１に結合する結合手を表す。
【００６２】
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【化１８】

【００６３】
　上記式（１２２）中、Ｘは、－Ｏ－，－Ｓ－，－ＮＨ－，または－ＮＣＨ3－を表し、
ｒは水素原子またはメチル基を表し、ｒ1～ｒ4は、独立して、水素原子、メチル基、エチ
ル基、または水酸基を表し、ｍ２は０～５の整数を表し、ｍ１は０～１０の整数を表し、
ｎ０は１～５の整数を表し、ｎ１は０～１００の整数を表し、＃２は上記一般式（１０１
）～（１１４）で表される基から選ばれる少なくとも１つの基に含まれる＃１に結合する
結合手を表す。
【００６４】

【化１９】

【００６５】
　上記式（１２３）中、ｒは水素原子またはメチル基を表し、ｒ1およびｒ2は、独立して
、水素原子、メチル基、エチル基、または水酸基を表し、ｍ１は０～１０の整数を表し、
＃２は上記一般式（１０１）～（１１４）で表される基から選ばれる少なくとも１つの基
に含まれる＃１に結合する結合手を表す。
【００６６】

【化２０】

【００６７】
　上記式（１２４）中、ｒは水素原子またはメチル基を表し、ｒ1およびｒ2は、独立して
、水素原子、メチル基、エチル基、または水酸基を表し、ｍ１は０～１０の整数、ｍ２は
、０～５の整数を表し、ｎ０は１～５の整数を表し、＃２は上記一般式（１０１）～（１
１４）で表される基から選ばれる少なくとも１つの基に含まれる＃１に結合する結合手を
表す。
【００６８】
【化２１】

【００６９】
　上記式（１２５）中、ｒ1およびｒ2は、独立して、水素原子、メチル基、エチル基、ま
たは水酸基を表し、＃２は上記一般式（１０１）～（１１４）で表される基から選ばれる
少なくとも１つの基に含まれる＃１に結合する結合手を表す。
【００７０】
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【化２２】

【００７１】
　上記式（１２６）中、ｒ1は水素原子、メチル基、エチル基、または水酸基を表し、＃
２は上記一般式（１０１）～（１１４）で表される基から選ばれる少なくとも１つの基に
含まれる＃１に結合する結合手を表す。
【００７２】

【化２３】

【００７３】
　上記式（１２７）中、Ｘは、－Ｏ－，－Ｓ－，－ＮＨ－，または－ＮＣＨ3－を表し、
ｒおよびｒ0は、独立して、水素原子またはメチル基を表し、ｒ5およびｒ6は、独立して
、水素原子、メチル基、エチル基、または水酸基を表し、Ｒ10は、水素原子、炭素数１～
１０のアルキル基、炭素数３～１０のシクロアルキル基、フェニル基、ベンジル基、水酸
基、ヒドロキシメチル、またはヒドロキシエチルを表し、ｍ０は１～１０の整数を表し、
＃２は上記一般式（１０１）～（１０７）および（１１２）～（１１４）で表される基か
ら選ばれる少なくとも１つの基に含まれる＃１に結合する結合手を表す。
【００７４】
【化２４】

【００７５】
　上記式（１２８）中、ｒは、独立して、水素原子またはメチル基を表し、ｒ5およびｒ6

は、独立して、水素原子、メチル基、エチル基、水酸基を表し、ｒ7およびｒ8は、独立し
て、水素原子、メチル基、エチル基、水酸基を表し、ｒ5およびｒ6が結合する炭素原子と
ｒ7およびｒ8が結合する炭素原子との結合は、単結合でも、二重結合でもよく、ｍ１は０
～１０の整数を表し、＃２は上記一般式（１０１）～（１０７）および（１１２）～（１
１４）で表される基から選ばれる少なくとも１つの基に含まれる＃１に結合する結合手を
表す。
【００７６】
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【化２５】

【００７７】
　上記式（１２９）中、ｒは、独立して、水素原子またはメチル基を表し、ｒ5およびｒ6

は、独立して、水素原子、メチル基、エチル基、水酸基を表し、ｒ7およびｒ8は、独立し
て、水素原子、メチル基、エチル基、水酸基を表し、ｒ5およびｒ6が結合する炭素原子と
ｒ7およびｒ8が結合する炭素原子との結合は、単結合でも、二重結合でもよく、ｍ１は０
～１０の整数を表し、＃２は上記一般式（１０１）～（１０７）および（１１２）～（１
１４）で表される基から選ばれる少なくとも１つの基に含まれる＃１に結合する結合手を
表す。
【００７８】
【化２６】

【００７９】
　上記式（１３０）中、ｒは、独立して、水素原子またはメチル基を表し、ｒ5およびｒ6

は、独立して、水素原子、メチル基、エチル基、水酸基を表し、ｒ7およびｒ8は、独立し
て、水素原子、メチル基、エチル基、水酸基を表し、ｒ5およびｒ6が結合する炭素原子と
ｒ7およびｒ8が結合する炭素原子との結合は、単結合でも、二重結合でもよく、ｍ１は０
～１０の整数を表し、＃２は上記一般式（１０１）～（１０７）および（１１２）～（１
１４）で表される基から選ばれる少なくとも１つの基に含まれる＃１に結合する結合手を
表す。
【００８０】
　上記化合物（Ｉ）となるアニオン性親水基を有する化合物としては、これらの中でも、
下記一般式（Ｉａ）～（Ｉｆ）で示される化合物が好ましい。
【００８１】

【化２７】

【００８２】
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　上記式（Ｉａ）中、ｑは０または１を表し、Ｒは芳香環、脂肪族環状基、エーテル基、
およびエステル基から選ばれる少なくとも１つの基を含んでいてもよい炭素数１～６００
の２価の脂肪族炭化水素基を表し、Ｄ1はｑが１の場合は（メタ）アクリロイルオキシ基
、（メタ）アクリロイルチオ基、（メタ）アクリルアミド基、ビニル基、アリル基、イソ
プロペニル基、またはスチリル基を表し、ｑが０の場合はビニル基、アリル基、イソプロ
ペニル基、またはスチリル基を表し、Ｍは、水素イオン、アンモニウムイオン、アルカリ
金属イオン、または１／２原子のアルカリ土類金属イオンを表す。
【００８３】
【化２８】

【００８４】
　上記式（Ｉｂ）中、Ｘは、－Ｏ－，－Ｓ－，－ＮＨ－，または－ＮＣＨ3－を表し、ｒ
およびｒ０は、独立して、水素原子またはメチル基を表し、ｒ5およびｒ6は、独立して、
水素原子、メチル基、エチル基、または水酸基を表し、Ｒ10は、水素原子、炭素数１～１
０のアルキル基、炭素数３～１０のシクロアルキル基、フェニル基、ベンジル基、水酸基
、ヒドロキシメチル、またはヒドロキシエチルを表し、ｍ０は１～１０の整数を表し、Ｍ
は、水素イオン、アンモニウムイオン、アルカリ金属イオン、または１／２原子のアルカ
リ土類金属イオンを表す。
【００８５】
　上記一般式（Ｉｂ）で表される化合物としては、例えば、２，２－ビス（（メタ）アク
リロイルオキシメチル）酢酸スルホメチルエステル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイ
ルオキシメチル）酢酸－２－スルホエチルエステル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイ
ルオキシメチル）酢酸－３－スルホプロピルエステル、２，２－ビス（（メタ）アクリロ
イルオキシメチル）酢酸－２－スルホプロピルエステル、２，２－ビス（（メタ）アクリ
ロイルオキシメチル）酢酸－４－スルホブチルエステル、２，２－ビス（（メタ）アクリ
ロイルオキシメチル）酢酸－６－スルホヘキシルエステル、２，２－ビス（（メタ）アク
リロイルオキシメチル）酢酸－１０－スルホデシルエステル、
２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）プロピオン酸スルホメチルエステル
、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）プロピオン酸－２－スルホエチル
エステル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）プロピオン酸－３－スル
ホプロピルエステル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）プロピオン酸
－２－スルホプロピルエステル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）プ
ロピオン酸－４－スルホブチルエステル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメ
チル）プロピオン酸－６－スルホヘキシルエステル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイ
ルオキシメチル）プロピオン酸－１０－スルホデシルエステル、
２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）酪酸スルホメチルエステル、２，２
－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）酪酸－２－スルホエチルエステル、２，２
－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）酪酸－３－スルホプロピルエステル、２，
２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）酪酸－２－スルホプロピルエステル、２
，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）酪酸－４－スルホブチルエステル、２
，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）酪酸－６－スルホヘキシルエステル、
２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）酪酸－１０－スルホデシルエステル
、
２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）吉草酸スルホメチルエステル、２，
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２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）吉草酸－２－スルホエチルエステル、２
，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）吉草酸－３－スルホプロピルエステル
、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）吉草酸－２－スルホプロピルエス
テル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）吉草酸－４－スルホブチルエ
ステル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）吉草酸－６－スルホヘキシ
ルエステル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）吉草酸－１０－スルホ
デシルエステル、
２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）カプロン酸スルホメチルエステル、
２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）カプロン酸－２－スルホエチルエス
テル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）カプロン酸－３－スルホプロ
ピルエステル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）カプロン酸－２－ス
ルホプロピルエステル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）カプロン酸
－４－スルホブチルエステル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）カプ
ロン酸－６－スルホヘキシルエステル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチ
ル）カプロン酸－１０－スルホデシルエステル、
２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）カプリル酸スルホメチルエステル、
２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）カプリル酸－２－スルホエチルエス
テル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）カプリル酸－３－スルホプロ
ピルエステル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）カプリル酸－２－ス
ルホプロピルエステル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）カプリル酸
－４－スルホブチルエステル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）カプ
リル酸－６－スルホヘキシルエステル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチ
ル）カプリル酸－１０－スルホデシルエステル、
およびこれら化合物のアルカリ金属塩、アンモニウム塩、アルカリ土類金属塩などが挙げ
られる。
【００８６】
【化２９】

【００８７】
　上記式（Ｉｃ）中、ｑは０または１を表し、Ｒは芳香環、脂肪族環状基、エーテル基、
およびエステル基から選ばれる少なくとも１つの基を含んでいてもよい炭素数１～６００
の２価の脂肪族炭化水素基を表し、Ｄ1はｑが１の場合は（メタ）アクリロイルオキシ基
、（メタ）アクリロイルチオ基、（メタ）アクリルアミド基、ビニル基、アリル基、イソ
プロペニル基、またはスチリル基を表し、ｑが０の場合はビニル基、アリル基、イソプロ
ペニル基、またはスチリル基を表し、Ｍは、水素イオン、アンモニウムイオン、アルカリ
金属イオン、または１／２原子のアルカリ土類金属イオンを表す。
【００８８】
【化３０】

【００８９】
　上記式（Ｉｄ）中、Ｒは芳香環、脂肪族環状基、エーテル基、およびエステル基から選
ばれる少なくとも１つの基を含んでいてもよい炭素数１～６００の２価の脂肪族炭化水素
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基を表し、Ｄ2は（メタ）アクリロイルオキシ基、（メタ）アクリロイルチオ基、（メタ
）アクリルアミド基、ビニル基、アリル基、イソプロペニル基、またはスチリル基を表し
、Ｍは、水素イオン、アンモニウムイオン、アルカリ金属イオン、または１／２原子のア
ルカリ土類金属イオンを表し、ａおよびｂは１または２の整数を表し、ａ＋ｂ＝３を満足
するが、ａが２である場合、Ｄ2同士、Ｒ同士は互いに同一でも異なっていてもよく、ｂ
が２である場合、Ｍ同士は互いに同一でも異なっていてもよい。
【００９０】
【化３１】

【００９１】
　上記式（Ｉｅ）中、Ｄ3、Ｒ3およびＳＯ3Ｍは上記式中に含まれる環上の炭素に結合す
る基であり、Ｄ3は、それぞれ独立して、ビニル基、アリル基、イソプロペニル基、また
はスチリル基を表し、Ｒ3は、それぞれ独立して、水素原子、メチル基、エチル基、メト
キシ基、エトキシ基、フッ素原子、塩素原子、臭素原子、またはヨウ素原子を表し、Ｍは
、水素イオン、アンモニウムイオン、アルカリ金属イオン、または１／２原子のアルカリ
土類金属イオンを表し、ｋは０～１０の整数を表し、ｌおよびｍは独立して１～１１の整
数を表し、ｎは０～３の整数を表し、ｋ＋ｌ＋ｍ＝２～６＋２ｎを満足するが、ｌが２以
上である場合、Ｄ3同士は互いに同一でも異なっていてもよく、ｋが２以上である場合、
Ｒ3同士は互いに同一でも異なっていてもよく、ｍが２以上である場合、Ｍ同士は互いに
同一でも異なっていてもよい。なお、便宜上、上記一般式（Ｉｅ）で表され、かつ上記一
般式（Ｉａ）でも表され得る化合物は、上記一般式（Ｉｅ）で表される化合物からは除か
れることが望ましい。
【００９２】
　また、上記式（Ｉｅ）中、ｋ、ｌ、ｍ、ｎについて言い換えると、ｎは０～３の整数で
あり、ｎ＝０のとき、ｋは０～４の整数、ｌおよびｍは独立して１～５の整数、ただしｋ
＋ｌ＋ｍは２～６の整数であり；ｎ＝１のとき、ｋは０～６の整数、ｌおよびｍは独立し
て１～７の整数、ただしｋ＋ｌ＋ｍは２～８の整数であり；ｎ＝２のとき、ｋは０～８の
整数、ｌおよびｍは独立して１～９の整数、ただしｋ＋ｌ＋ｍは２～１０の整数であり；
ｎ＝３のとき、ｋは０～１０の整数、ｌおよびｍは独立して１～１１の整数、ただしｋ＋
ｌ＋ｍは２～１２の整数である。
【００９３】
【化３２】

【００９４】
　上記式（Ｉｆ）中、Ｄ3、Ｒ3およびＳＯ3Ｍは上記式中に含まれる環上の炭素に結合す
る基であり、Ｄ3は、それぞれ独立して、ビニル基、アリル基、イソプロペニル基、また
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はスチリル基を表し、Ｒ3は、それぞれ独立して、水素原子、メチル基、エチル基、メト
キシ基、エトキシ基、フッ素原子、塩素原子、臭素原子、またはヨウ素原子を表し、Ｍは
、水素イオン、アンモニウムイオン、アルカリ金属イオン、または１／２原子のアルカリ
土類金属イオンを表し、ｒは０～６の整数を表し、ｑおよびｐは独立して１～７の整数を
表し、ｐ＋ｑ＋ｒ＝２～８の整数であることを満足するが、ｐが２以上の場合、Ｄ3同士
は互いに同一でも異なっていてもよく、ｒが２以上の場合、Ｒ3同士は互いに同一でも異
なっていてもよく、ｑが２以上の場合、Ｍ同士は互いに同一でも異なっていてもよい。
【００９５】
　上記一般式（Ｉａ）で表される化合物の中でも、下記一般式（Ｉａ－１）で表される化
合物が好ましく、また下記一般式（Ｉａ－ａ）、（Ｉａ－ｃ）および（Ｉａ－ｄ）で表さ
れる化合物も好ましい。
【００９６】
【化３３】

【００９７】
　上記式（Ｉａ－１）中、ｘは０～１０の整数を表し、ｙおよびｖは独立して０～１０の
整数を表し、ｗは０または１を表すが、ｖまたはｙのいずれかが０の場合、ｗは０であり
、Ｄ1はｘが０かつｙが０である場合はビニル基、アリル基、イソプロペニル基、または
スチリル基を表し、ｘまたはｙのいずれかが１以上である場合は（メタ）アクリロイルオ
キシ基、（メタ）アクリロイルチオ基、（メタ）アクリルアミド基、ビニル基、アリル基
、イソプロペニル基、またはスチリル基を表し、Ｒ1～Ｒ4は、それぞれ独立して、水素原
子、炭素数１～６のアルキル基、または炭素数１～６のアルコキシ基を表し、Ｍは、水素
イオン、アンモニウムイオン、アルカリ金属イオン、または１／２原子のアルカリ土類金
属イオンを表すが、ｖが２以上である場合、Ｒ1同士、Ｒ2同士は互いに同一でも異なって
いてもよく、ｙが２以上である場合、Ｒ3同士、Ｒ4同士は互いに同一でも異なっていても
よく、ｘが２以上である場合、Ｒ1同士、Ｒ2同士は互いに同一でも異なっていてもよい。
【００９８】
　上記一般式（Ｉａ－１）で表される化合物の中でも、ｖ＝ｗ＝ｘ＝０であり、かつｙ＝
１～１０の整数である化合物が好ましく、ｖ＝ｗ＝ｘ＝０であり、ｙ＝１～３の整数であ
る化合物がより好ましい。
【００９９】
　上記一般式（Ｉａ－１）で表される化合物としては、例えば、２－（メタ）アクリロイ
ルオキシエチルスルホン酸、３－（メタ）アクリロイルオキシプロピルスルホン酸、５－
（メタ）アクリロイルオキシ－３－オキサペンチルスルホン酸、２－（メタ）アクリロイ
ルチオエチルスルホン酸、２－（メタ）アクリルアミド－２－メチル－プロパンスルホン
酸（（メタ）アクリルアミド－ｔ－ブチルスルホン酸））、ビニルスルホン酸、アリルス
ルホン酸、イソプロペニルスルホン酸、スチレンスルホン酸、およびこれら化合物のアル
カリ金属塩、アンモニウム塩、アルカリ土類金属塩などが挙げられる。
【０１００】

【化３４】
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【０１０１】
　上記式（Ｉａ－ａ）中、Ｘは、－Ｏ－，－Ｓ－，－ＮＨ－，または－ＮＣＨ3－を表し
、ｒは水素原子またはメチル基を表し、ｒ1～ｒ4は、それぞれ独立して、水素原子、メチ
ル基、エチル基、または水酸基を表し、ｍ１は０～１０の整数を表し、ｎ１は０～１００
の整数を表し、Ｍは、水素イオン、アンモニウムイオン、アルカリ金属イオン、または１
／２原子のアルカリ土類金属イオンを表す。
【０１０２】
　上記一般式（Ｉａ－ａ）で表される化合物としては、例えば、１－（メタ）アクリロイ
ルオキシメチルスルホン酸、２－（メタ）アクリロイルオキシエチルスルホン酸、２－（
メタ）アクリロイルチオエチルスルホン酸、３－（メタ）アクリロイルオキシプロピルス
ルホン酸、２－（メタ）アクリロイルオキシプロピルスルホン酸、３－（メタ）アクリロ
イルオキシ－２－ヒドロキシプロピル－１－スルホン酸、４－（メタ）アクリロイルオキ
シブチルスルホン酸、５－（メタ）アクリロイルオキシ－３－オキサペンチルスルホン酸
、５－（メタ）アクリロイルオキシ－３－チアペンチルスルホン酸、６－（メタ）アクリ
ロイルオキシヘキシルスルホン酸、８－（メタ）アクリロイルオキシ－３，６－ジオキサ
オクチルスルホン酸、（メタ）アクリルアミドメチルスルホン酸、（メタ）アクリルチオ
メチルスルホン酸、２－（メタ）アクリルチオエチルスルホン酸、３－（メタ）アクリル
チオプロピルスルホン酸、２－（メタ）アクリルアミドエチルスルホン酸、２－（メタ）
アクリルアミド－Ｎ－メチル－エチルスルホン酸、３－（メタ）アクリルアミドプロピル
－１－スルホン酸、２－（メタ）アクリルアミドプロピル－１－スルホン酸、２－（メタ
）アクリルアミド－２－メチル－プロパンスルホン酸（（メタ）アクリルアミド－ｔ－ブ
チルスルホン酸）、およびこれら化合物のアルカリ金属塩、アンモニウム塩、アルカリ土
類金属塩などが挙げられる。
【０１０３】
【化３５】

【０１０４】
　上記式（Ｉａ－ｃ）中、ｒは水素原子またはメチル基を表し、ｒ1およびｒ2は、独立し
て、水素原子、メチル基、エチル基、または水酸基を表し、ｍ１は０～１０の整数を表し
、Ｍは、水素イオン、アンモニウムイオン、アルカリ金属イオン、または１／２原子のア
ルカリ土類金属イオンを表す。
【０１０５】
　上記一般式（Ｉａ－ｃ）で表される化化合物としては、例えば、ビニルスルホン酸、イ
ソプロペニルスルホン酸、アリルスルホン酸、メタリルスルホン酸、５，６－ヘキセニル
－１－スルホン酸、およびこれら化合物のアルカリ金属塩、アンモニウム塩、アルカリ土
類金属塩などが挙げられる。
【０１０６】
【化３６】

【０１０７】
　上記式（Ｉａ－ｄ）中、ｒは水素原子またはメチル基を表し、ｒ1およびｒ2は、独立し
て、水素原子、メチル基、エチル基、または水酸基を表し、ｍ１は０～１０の整数、ｍ２
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は０～５の整数を表し、ｎ０は１～５の整数を表し、Ｍは、水素イオン、アンモニウムイ
オン、アルカリ金属イオン、または１／２原子のアルカリ土類金属イオンを表す。
【０１０８】
　上記一般式（Ｉａ－ｄ）で表される化合物としては、例えば、スチレンスルホン酸、イ
ソプロペニルベンゼンスルホン酸、アリルベンゼンスルホン酸、メタリルベンゼンスルホ
ン酸、ビニルナフタレンスルホン酸、イソプロペニルナフタレンスルホン酸、アリルナフ
タレンスルホン酸、メタリルナフタレンスルホン酸、ビニルアントラセンスルホン酸、イ
ソプロペニルアントラセンスルホン酸、アリルアントラセンスルホン酸、メタリルアント
ラセンスルホン酸、ビニルフェナントレンスルホン酸、イソプロペニルフェナントレンス
ルホン酸、アリルフェナントレンスルホン酸、メタリルフェナントレンスルホン酸、スチ
レンジスルホン酸、イソプロペニルベンゼンジスルホン酸、ビニルナフタレントリスルホ
ン酸、イソプロペニルナフタレントリスルホン酸、およびこれら化合物のアルカリ金属塩
、アンモニウム塩、アルカリ土類金属塩などが挙げられる。
【０１０９】
　上記一般式（Ｉｂ）で表される化合物の中でも、下記一般式（Ｉｂ－ｂ）で表される化
合物が好ましい。
【０１１０】
【化３７】

【０１１１】
　上記式（Ｉｂ－ｂ）中、Ｒ5およびＲ6は水素原子またはメチル基を表し、Ｒ7は水素原
子または炭素数１～６のアルキル基を表し、Ｍは、水素イオン、アンモニウムイオン、ア
ルカリ金属イオン、または１／２原子のアルカリ土類金属イオンを表し、ｎ１は１～１０
の整数を表す。
【０１１２】
　上記一般式（Ｉｂ）で表される化合物としては、例えば、２，２－ビス（（メタ）アク
リロイルオキシメチル）酢酸－３－スルホプロピルエステル、２，２－ビス（（メタ）ア
クリロイルオキシメチル）酢酸－２－スルホエチルエステル、２，２－ビス（（メタ）ア
クリロイルオキシメチル）酢酸－４－スルホブチルエステル、２，２－ビス（（メタ）ア
クリロイルオキシメチル）酢酸－６－スルホヘキシルエステル、２，２－ビス（（メタ）
アクリロイルオキシメチル）酢酸－１０－スルホデシルエステル、２，２－ビス（（メタ
）アクリロイルオキシメチル）プロピオン酸－３－スルホプロピルエステル、２，２－ビ
ス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）プロピオン酸－２－スルホエチルエステル、２
，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）プロピオン酸－４－スルホブチルエス
テル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）プロピオン酸－６－スルホヘ
キシルエステル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）プロピオン酸－１
０－スルホデシルエステル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）酪酸－
３－スルホプロピルエステル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）吉草
酸－３－スルホプロピルエステル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシメチル）
カプロン酸－３－スルホプロピルエステル、２，２－ビス（（メタ）アクリロイルオキシ
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メチル）カプリル酸－３－スルホプロピルエステル、およびこれら化合物のアルカリ金属
塩、アンモニウム塩、アルカリ土類金属塩などが挙げられる。
【０１１３】
　上記一般式（Ｉｃ）で表される化合物の中でも、下記一般式（Ｉｃ－１）で表される化
合物が好ましく、また下記一般式（Ｉｃ－ｆ）、（Ｉｃ－ｇ）および（Ｉｃ－ｈ）で表さ
れる化合物も好ましい。
【０１１４】
【化３８】

【０１１５】
　上記式（Ｉｃ－１）中、ｘおよびｖは独立して０～１０の整数を表し、ｙおよびｗは独
立して０または１を表すが、ｙが０の場合はｗも０であり、Ｄ1はｘが０かつｙが０であ
る場合は、ビニル基、アリル基、イソプロペニル基、またはスチリル基を表し、ｘが０で
yが１である場合は、イソプロペニル基、またはスチリル基を表し、ｘが１以上である場
合は、（メタ）アクリロイルオキシ基、（メタ）アクリロイルチオ基、（メタ）アクリル
アミド基、ビニル基、アリル基、イソプロペニル基、またはスチリル基を表し、Ｒ1およ
びＲ2は、それぞれ独立して、水素原子、炭素数１～６のアルキル基、または炭素数１～
６のアルコキシ基を表し、Ｒ0は、メチレン基、１，１－エチレン基、１．２－エチレン
基、１，１－プロピレン基、１，２－プロピレン基、１，３－プロピレン基、２，２－プ
ロピレン基、１，１－ブチレン基、１，２－ブチレン基、１，３－ブチレン基、１，４－
ブチレン基、２，２－ブチレン基、２，３－ブチレン基、２，４－ブチレン基、３，３－
ブチレン基、３，４－ブチレン基、４，４－ブチレン基、１，２－フェニレン基、１，３
－フェニレン基、１，４－フェニレン基、１．２－ビニレン基、または１－ビニル－１．
２－エチレン基を表し、Ｍは、水素イオン、アンモニウムイオン、アルカリ金属イオン、
または１／２原子のアルカリ土類金属イオンを表すが、ｖが２以上である場合、Ｒ1同士
、Ｒ2同士は互いに同一でも異なっていてもよく、ｙが２以上である場合、Ｒ0同士は互い
に同一でも異なっていてもよく、ｘが２以上である場合、Ｒ1同士、Ｒ2同士は互いに同一
でも異なっていてもよい。
【０１１６】
　上記一般式（Ｉｃ－１）で表される化合物の中でも、ｗ＝ｙ＝０である化合物が好まし
い。
　上記一般式（Ｉｃ－１）で表される化合物として、例えば、（メタ）アクリル酸、コハ
ク酸－モノ｛（メタ）アクリロイルオキシエチル｝エステル、マレイン酸－モノ｛（メタ
）アクリロイルオキシエチル｝エステル、イタコン酸－モノ｛（メタ）アクリロイルオキ
シエチル｝エステル、フタル酸－モノ｛（メタ）アクリロイルオキシエチル｝エステル、
イソフタル酸－モノ｛（メタ）アクリロイルオキシエチル｝エステル、テレフタル酸－モ
ノ｛（メタ）アクリロイルオキシエチル｝エステル、コハク酸－モノ｛（メタ）アクリロ
イルオキシプロピル｝エステル、マレイン酸－モノ｛（メタ）アクリロイルオキシプロピ
ル｝エステル、イタコン酸－モノ｛（メタ）アクリロイルオキシプロピル｝エステル、フ
タル酸－モノ｛（メタ）アクリロイルオキシプロピル｝エステル、イソフタル酸－モノ｛
（メタ）アクリロイルオキシプロピル｝エステル、テレフタル酸－モノ｛（メタ）アクリ
ロイルオキシプロピル｝エステル、コハク酸－モノ｛（メタ）アクリロイルオキシブチル
｝エステル、マレイン酸－モノ｛（メタ）アクリロイルオキシブチル｝エステル、イタコ
ン酸－モノ｛（メタ）アクリロイルオキシブチル｝エステル、フタル酸－モノ｛（メタ）
アクリロイルオキシブチル｝エステル、イソフタル酸－モノ｛（メタ）アクリロイルオキ
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シブチル｝エステル、テレフタル酸－モノ｛（メタ）アクリロイルオキシブチル｝エステ
ル、コハク酸－モノ｛（メタ）アクリルアミドメチル｝エステル、マレイン酸－モノ｛（
メタ）アクリルアミドメチル｝エステル、イタコン酸－モノ｛（メタ）アクリルアミドメ
チル｝エステル、フタル酸－モノ｛（メタ）アクリルアミドメチル｝エステル、イソフタ
ル酸－モノ｛（メタ）アクリルアミドメチル｝エステル、テレフタル酸－モノ｛（メタ）
アクリルアミドメチル｝エステル、コハク酸－モノ｛（メタ）アクリルアミドエチル｝エ
ステル、マレイン酸－モノ｛（メタ）アクリルアミドエチル｝エステル、イタコン酸－モ
ノ｛（メタ）アクリルアミドエチル｝エステル、フタル酸－モノ｛（メタ）アクリルアミ
ドエチル｝エステル、イソフタル酸－モノ｛（メタ）アクリルアミドエチル｝エステル、
テレフタル酸－モノ｛（メタ）アクリルアミドエチル｝エステル、およびこれら化合物の
アルカリ金属塩、アンモニウム塩、アルカリ土類金属塩などが挙げられる。
【０１１７】
【化３９】

【０１１８】
　上記式（Ｉｃ－ｆ）中、Ｘは、－Ｏ－，－Ｓ－，－ＮＨ－，または－ＮＣＨ3－を表し
、ｒは水素原子またはメチル基を表し、ｒ1～ｒ4は、それぞれ独立して、水素原子、メチ
ル基、エチル基、または水酸基を表し、ｍ１は０～１０の整数を表し、ｎ１は０～１００
の整数を表し、Ｍは、水素イオン、アンモニウムイオン、アルカリ金属イオン、または１
／２原子のアルカリ土類金属イオンを表す。
【０１１９】
　上記一般式（Ｉｃ－ｆ）で表される化合物として、例えば、（メタ）アクリル酸、（メ
タ）アクリロイルオキシグリコール酸、２－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピオン酸
、３－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピオン酸、（メタ）アクリロイルオキシ－グル
コン酸、（メタ）アクリロイルチオグリコール酸、２－（メタ）アクリロイルチオ－プロ
ピオン酸、３－（メタ）アクリロイルチオ－プロピオン酸、Ｎ－（メタ）アクリロイル－
グリシン、Ｎ－（メタ）アクリロイル－アラニン、およびこれら化合物のアルカリ金属塩
、アンモニウム塩、アルカリ土類金属塩などが挙げられる。
【０１２０】
【化４０】

【０１２１】
　上記式（Ｉｃ－ｇ）中、Ｘは、－Ｏ－，－Ｓ－，－ＮＨ－，または－ＮＣＨ3－を表し
、ｒは水素原子またはメチル基を表し、ｒ1～ｒ6は、独立して、水素原子、メチル基、エ
チル基、水酸基を表し、ｒ7およびｒ8は、独立して、水素原子、メチリデン基、メチル基
、エチル基、水酸基を表し、ｒ5およびｒ6が結合する炭素原子とｒ7およびｒ8が結合する
炭素原子との結合は、単結合でも、二重結合でもよく、ｍ１およびｍ３は独立して０～１
０の整数を表し、ｎ１は０～１００の整数を表し、Ｍは、水素イオン、アンモニウムイオ
ン、アルカリ金属イオン、または１／２原子のアルカリ土類金属イオンを表す。
【０１２２】
　上記一般式（Ｉｃ－ｇ）で表される化合物としては、例えば、マロン酸－モノ｛２－（
メタ）アクリロイルオキシ－エチル｝エステル、マロン酸－モノ｛２－（メタ）アクリロ
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イルオキシ－プロピル｝エステル、マロン酸－モノ｛３－（メタ）アクリロイルオキシ－
プロピル｝エステル、マロン酸－モノ｛４－（メタ）アクリロイルオキシ－ブチル｝エス
テル、マロン酸－モノ｛６－（メタ）アクリロイルオキシ－ヘキシル｝エステル、
コハク酸－モノ｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－エチル｝エステル、コハク酸－モノ
｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル｝エステル、コハク酸－モノ｛３－（メタ
）アクリロイルオキシ－プロピル｝エステル、コハク酸－モノ｛４－（メタ）アクリロイ
ルオキシ－ブチル｝エステル、コハク酸－モノ｛６－（メタ）アクリロイルオキシ－ヘキ
シル｝エステル、
グルタン酸－モノ｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－エチル｝エステル、グルタン酸－
モノ｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル｝エステル、グルタン酸－モノ｛３－
（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル｝エステル、グルタン酸－モノ｛４－（メタ）ア
クリロイルオキシ－ブチル｝エステル、グルタン酸－モノ｛６－（メタ）アクリロイルオ
キシ－ヘキシル｝エステル、
アジピン酸－モノ｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－エチル｝エステル、アジピン酸－
モノ｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル｝エステル、アジピン酸－モノ｛３－
（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル｝エステル、アジピン酸－モノ｛４－（メタ）ア
クリロイルオキシ－ブチル｝エステル、アジピン酸－モノ｛６－（メタ）アクリロイルオ
キシ－ヘキシル｝エステル、
ピメリン酸－モノ｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－エチル｝エステル、ピメリン酸－
モノ｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル｝エステル、ピメリン酸－モノ｛３－
（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル｝エステル、ピメリン酸－モノ｛４－（メタ）ア
クリロイルオキシ－ブチル｝エステル、ピメリン酸－モノ｛６－（メタ）アクリロイルオ
キシ－ヘキシル｝エステル、
スベリン酸－モノ｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－エチル｝エステル、スベリン酸－
モノ｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル｝エステル、スベリン酸－モノ｛３－
（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル｝エステル、スベリン酸－モノ｛４－（メタ）ア
クリロイルオキシ－ブチル｝エステル、スベリン酸－モノ｛６－（メタ）アクリロイルオ
キシ－ヘキシル｝エステル、
セバシン酸－モノ｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－エチル｝エステル、セバシン酸－
モノ｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル｝エステル、セバシン酸－モノ｛３－
（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル｝エステル、セバシン酸－モノ｛４－（メタ）ア
クリロイルオキシ－ブチル｝エステル、セバシン酸－モノ｛６－（メタ）アクリロイルオ
キシ－ヘキシル｝エステル、
ドデカン二酸－モノ｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－エチル｝エステル、ドデカン二
酸－モノ｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル｝エステル、ドデカン二酸－モノ
｛３－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル｝エステル、ドデカン二酸－モノ｛４－（
メタ）アクリロイルオキシ－ブチル｝エステル、ドデカン二酸－モノ｛６－（メタ）アク
リロイルオキシ－ヘキシル｝エステル、
マレイン酸－モノ｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－エチル｝エステル、マレイン酸－
モノ｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル｝エステル、マレイン酸－モノ｛３－
（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル｝エステル、マレイン酸－モノ｛４－（メタ）ア
クリロイルオキシ－ブチル｝エステル、マレイン酸－モノ｛６－（メタ）アクリロイルオ
キシ－ヘキシル｝エステル、
イタコン酸－モノ｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－エチル｝エステル、イタコン酸－
モノ｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル｝エステル、イタコン酸－モノ｛３－
（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル｝エステル、イタコン酸－モノ｛４－（メタ）ア
クリロイルオキシ－ブチル｝エステル、イタコン酸－モノ｛６－（メタ）アクリロイルオ
キシ－ヘキシル｝エステル、
およびこれら化合物のアルカリ金属塩、アンモニウム塩、アルカリ土類金属塩などが挙げ
られる。
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【０１２３】
【化４１】

【０１２４】
　上記式（Ｉｃ－ｈ）中、Ｘは、－Ｏ－，－Ｓ－，－ＮＨ－，または－ＮＣＨ3－を表し
、ｒは水素原子またはメチル基を表し、ｒ1～ｒ4は、独立して、水素原子、メチル基、エ
チル基、または水酸基を表し、ｍ１は０～１０の整数、ｍ２は０～５の整数を表し、ｎ０
は１～５の整数を表し、ｎ１は０～１００の整数を表し、Ｍは、水素イオン、アンモニウ
ムイオン、アルカリ金属イオン、または１／２原子のアルカリ土類金属イオンを表す。
【０１２５】
　上記一般式（Ｉｃ－ｈ）で表される化合物としては、例えば、フタル酸－モノ｛２－（
メタ）アクリロイルオキシ－エチル｝エステル、フタル酸－モノ｛２－（メタ）アクリロ
イルオキシ－プロピル｝エステル、フタル酸－モノ｛３－（メタ）アクリロイルオキシ－
プロピル｝エステル、フタル酸－モノ｛４－（メタ）アクリロイルオキシ－ブチル｝エス
テル、フタル酸－モノ｛６－（メタ）アクリロイルオキシ－ヘキシル｝エステル、
イソフタル酸－モノ｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－エチル｝エステル、イソフタル
酸－モノ｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル｝エステル、イソフタル酸－モノ
｛３－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル｝エステル、イソフタル酸－モノ｛４－（
メタ）アクリロイルオキシ－ブチル｝エステル、イソフタル酸－モノ｛６－（メタ）アク
リロイルオキシ－ヘキシル｝エステル、
テレフタル酸－モノ｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－エチル｝エステル、テレフタル
酸－モノ｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル｝エステル、テレフタル酸－モノ
｛３－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル｝エステル、テレフタル酸－モノ｛４－（
メタ）アクリロイルオキシ－ブチル｝エステル、テレフタル酸－モノ｛６－（メタ）アク
リロイルオキシ－ヘキシル｝エステル、
ナフタレンジカルボン酸－モノ｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－エチル｝エステル、
ナフタレンジカルボン酸－モノ｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル｝エステル
、ナフタレンジカルボン酸－モノ｛３－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル｝エステ
ル、ナフタレンジカルボン酸－モノ｛４－（メタ）アクリロイルオキシ－ブチル｝エステ
ル、ナフタレンジカルボン酸－モノ｛６－（メタ）アクリロイルオキシ－ヘキシル｝エス
テル、
およびこれら化合物のアルカリ金属塩、アンモニウム塩、アルカリ土類金属塩などが挙げ
られる。
【０１２６】
　上記一般式（Ｉｄ）で表される化合物の中でも、下記一般式（Ｉｄ－１）で表される化
合物が好ましく、また下記一般式（Ｉｄ－ｌ）で表される化合物も好ましい。
【０１２７】
【化４２】

【０１２８】
　上記式（Ｉｄ－１）中、Ｄ1は（メタ）アクリロイルオキシ基、（メタ）アクリロイル
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チリル基を表し、Ｒ1およびＲ2は、それぞれ独立して、水素原子、炭素数１～６のアルキ
ル基、または炭素数１～６のアルコキシ基を表し、Ｍは、水素イオン、アンモニウムイオ
ン、アルカリ金属イオン、または１／２原子のアルカリ土類金属イオンを表し、ａおよび
ｂは１または２を表し、ａ＋ｂ＝３を満足し、ｃは１～２０の整数を表し、ｄは１～１０
の整数を表すが、ｃが２以上である場合、Ｒ1同士、Ｒ2同士は互いに同一でも異なってい
てもよく、ｄが２以上である場合、Ｒ1同士、Ｒ2同士は互いに同一でも異なっていてもよ
く、ａが２である場合、Ｄ1同士、Ｒ1同士、Ｒ2同士は互いに同一でも異なっていてもよ
く、ｂが２である場合、Ｍ同士は互いに同一でも異なっていてもよい。
【０１２９】
　上記一般式（Ｉｄ－１）で表される化合物としては、例えば、（メタ）アクリロイルオ
キシメチルリン酸、（メタ）アクリロイルオキシエチルリン酸、ビス｛（メタ）アクリロ
イルオキシエチル｝リン酸、５－（メタ）アクリロイルオキシ－３－オキサペンチルリン
酸、８－（メタ）アクリロイルオキシ－３，６－ジオキサオクチルリン酸、１１－（メタ
）アクリロイルオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシルリン酸、スチリルオキシエチ
ルリン酸、
およびこれら化合物のアルカリ金属塩、アンモニウム塩、アルカリ土類金属塩などが挙げ
られる。
【０１３０】
【化４３】

【０１３１】
　上記式（Ｉｄ－ｌ）中、Ｘは、－Ｏ－，－Ｓ－，－ＮＨ－，または－ＮＣＨ3－を表し
、ｒは水素原子またはメチル基を表し、ｒ1～ｒ4は、それぞれ独立して、水素原子、メチ
ル基、エチル基、または水酸基を表し、ｍ１は０～１０の整数を表し、ｎ１は０～１００
の整数を表し、Ｍは、水素イオン、アンモニウムイオン、アルカリ金属イオン、または１
／２原子のアルカリ土類金属イオンを表す。ａおよびｂは１または２の整数を表し、ａ＋
ｂ＝３を満足するが、ａが２である場合、Ｘおよびｒ同士、ｒ1～ｒ4同士は互いに同一で
も異なっていてもよく、ｂが２である場合、Ｍ同士は互いに同一でも異なっていてもよい
。
【０１３２】
　上記一般式（Ｉｄ－ｌ）で表される化合物としては、例えば、（メタ）アクリロイルオ
キシメチルリン酸、２－（メタ）アクリロイルオキシ－エチルリン酸、２－（メタ）アク
リロイルオキシ－プロピルリン酸、３－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピルリン酸、
４－（メタ）アクリロイルオキシ－ブチルリン酸、６－（メタ）アクリロイルオキシ－ヘ
キシルリン酸、５－（メタ）アクリロイルオキシ－３－オキサペンチルリン酸、８－（メ
タ）アクリロイルオキシ－３，６－ジオキサオクチルリン酸、
およびこれら化合物のアルカリ金属塩、アンモニウム塩、アルカリ土類金属塩などが挙げ
られる。
【０１３３】
　また、上記化合物（Ｉ）となるアニオン性親水基を有する化合物としては、下記一般式
（Ｉｉ）～（Ｉｋ）で表される化合物も好ましい。
【０１３４】
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【化４４】

【０１３５】
　上記式（Ｉｉ）中、ｒは水素原子またはメチル基を表し、ｒ1～ｒ6は、それぞれ独立し
て、水素原子、メチル基、エチル基、または水酸基を表し、ｎ５０は０～５の整数を表し
、ｎ１は０～１００の整数を表し、ｍ１は０～１０の整数を表し、Ｘ1およびＸ2は、独立
して、－Ｏ－，－Ｓ－，－ＮＨ－，または－ＮＣＨ3－を表し、Ｍは、水素イオン、アン
モニウムイオン、アルカリ金属イオン、または１／２原子のアルカリ土類金属イオンを表
す。なお、ｎ１が２以上の場合は、ｒ1同士～ｒ4同士、およびＸ1同士は、互いに同一で
も異なっていてもよい。
【０１３６】
　上記一般式（Ｉｉ）で表される化合物としては、例えば、（メタ）アクリロイルオキシ
マロン酸、（メタ）アクリルアミドマロン酸、（メタ）アクリロイルオキシコハク酸、（
メタ）アクリロイルチオ－コハク酸、リンゴ酸（メタ）アクリレート、酒石酸（メタ）ア
クリレート、Ｎ－（メタ）アクリロイル－アスパラギン酸、Ｎ－（メタ）アクリロイル－
グルタミン酸、およびこれら化合物のアルカリ金属塩、アンモニウム塩、アルカリ土類金
属塩などが挙げられる。
【０１３７】

【化４５】

【０１３８】
　上記式（Ｉｊ）中、Ｍ1およびＭ2は、独立して、水素イオン、アンモニウムイオン、ア
ルカリ金属イオン、または１／２原子のアルカリ土類金属イオンを表す。
【０１３９】
【化４６】

【０１４０】
　上記式（Ｉｋ）中、Ｍ1およびＭ2は、独立して、水素イオン、アンモニウムイオン、ア
ルカリ金属イオン、または１／２原子のアルカリ土類金属イオンを表す。
　また、上記化合物（Ｉ）となるアニオン性親水基を有する化合物であり、重合性炭素―
炭素二重結合を有する官能基を２つ以上有する化合物としては、下記一般式（Ｉｕ）～（
Ｉｗ）で表される化合物が挙げられる。
【０１４１】
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【化４７】

【０１４２】
　上記式（Ｉｕ）中、ｒは、独立して、水素原子またはメチル基を表し、ｒ5およびｒ6は
、独立して、水素原子、メチル基、エチル基、水酸基を表し、ｒ7およびｒ8は、独立して
、水素原子、メチル基、エチル基、水酸基を表し、ｒ5およびｒ6が結合する炭素原子とｒ

7およびｒ8が結合する炭素原子との結合は、単結合でも、二重結合でもよく、ｍ１は０～
１０の整数を表し、Ｍは、水素イオン、アンモニウムイオン、アルカリ金属イオン、また
は１／２原子のアルカリ土類金属イオンを表す。
【０１４３】
　上記一般式（Ｉｕ）で表される化合物としては、例えば、１，３－（メタ）アクリロイ
ルオキシ－プロピル－２－マロン酸エステル、１，３－（メタ）アクリロイルオキシ－プ
ロピル－２－グルタミン酸エステル、１，３－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル－
２－アジピン酸エステル、１，３－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル－２－ピメリ
ン酸エステル、１，３－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル－２－スベリン酸エステ
ル、１，３－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル－２－セバシン酸エステル、１，３
－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル－２－ドデカン二酸エステル、１，３－（メタ
）アクリロイルオキシ－プロピル－２－マレイン酸エステル、１，３－（メタ）アクリロ
イルオキシ－プロピル－２－イタコン酸エステル、およびこれら化合物のアルカリ金属塩
、アンモニウム塩、アルカリ土類金属塩などが挙げられる。
【０１４４】

【化４８】

【０１４５】
　上記式（Ｉｖ）中、ｒは、独立して、水素原子またはメチル基を表し、ｒ5およびｒ6は
、独立して、水素原子、メチル基、エチル基、水酸基を表し、ｒ7およびｒ8は、独立して
、水素原子、メチル基、エチル基、水酸基を表し、ｒ5およびｒ6が結合する炭素原子とｒ

7およびｒ8が結合する炭素原子との結合は、単結合でも、二重結合でもよく、ｍ１は０～
１０の整数を表し、Ｍは、水素イオン、アンモニウムイオン、アルカリ金属イオン、また
は１／２原子のアルカリ土類金属イオンを表す。
【０１４６】
　上記一般式（Ｉｖ）で表される化合物としては、例えば、ペンタエリスリトールトリ（
メタ）アクリレート－マロン酸エステル、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレー
ト－グルタミン酸エステル、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート－アジピン
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酸エステル、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート－ピメリン酸エステル、ペ
ンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート－スベリン酸エステル、ペンタエリスリト
ールトリ（メタ）アクリレート－セバシン酸エステル、ペンタエリスリトールトリ（メタ
）アクリレート－ドデカン二酸エステル、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレー
ト－マレイン酸エステル、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート－イタコン酸
エステル、およびこれら化合物のアルカリ金属塩、アンモニウム塩、アルカリ土類金属塩
などが挙げられる。
【０１４７】
【化４９】

【０１４８】
　上記式（Ｉｗ）中、ｒは、独立して、水素原子またはメチル基を表し、ｒ5およびｒ6は
、独立して、水素原子、メチル基、エチル基、水酸基を表し、ｒ7およびｒ8は、独立して
、水素原子、メチル基、エチル基、水酸基を表し、ｒ5およびｒ6が結合する炭素原子とｒ

7およびｒ8が結合する炭素原子との結合は、単結合でも、二重結合でもよく、ｍ１は０～
１０の整数を表し、Ｍは、水素イオン、アンモニウムイオン、アルカリ金属イオン、また
は１／２原子のアルカリ土類金属イオンを表す。
【０１４９】
　上記一般式（Ｉｕ）で表される化合物としては、例えば、ジペンタエリスリトールペン
タ（メタ）アクリレート－マロン酸エステル、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）ア
クリレート－グルタミン酸エステル、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレー
ト－アジピン酸エステル、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート－ピメリ
ン酸エステル、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート－スベリン酸エステ
ル、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート－セバシン酸エステル、ジペン
タエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート－ドデカン二酸エステル、ジペンタエリス
リトールペンタ（メタ）アクリレート－マレイン酸エステル、ジペンタエリスリトールペ
ンタ（メタ）アクリレート－イタコン酸エステル、およびこれら化合物のアルカリ金属塩
、アンモニウム塩、アルカリ土類金属塩などが挙げられる。
【０１５０】
　上記化合物（Ｉ）となる水酸基を有する化合物としては、下記一般式（Ｉｍ）～（Ｉｑ
）で表される化合物が好ましい。
【０１５１】
【化５０】

【０１５２】
　上記式（Ｉｍ）中、Ｘは、－Ｏ－，－Ｓ－，－ＮＨ－，または－ＮＣＨ3－を表し、ｒ
は水素原子またはメチル基を表し、ｒ1およびｒ2は、それぞれ独立して、水素原子、メチ
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ル基、エチル基、または水酸基を表し、ｎ１は０～１００の整数を表し、ｎ１が２以上で
ある場合、ｒ1同士およびｒ2同士は同一でも異なっていてもよい。
【０１５３】
　上記一般式（Ｉｍ）で表される化合物としては、例えば、ヒドロキシメチル（メタ）ア
クリレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メ
タ）アクリレート、３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、４－ヒドロキシブチ
ル（メタ）アクリレート、３－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、３－ヒドロキシ
ブチル－２－（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、５－
ヒドロキシペンチル（メタ）アクリレート、４－メチル－４－ヒドロキシペンチル－２－
（メタ）アクリレート、６－ヒドロキシヘキシル（メタ）アクリレート、７－ヒドロキシ
ヘプチル（メタ）アクリレート、８－ヒドロキシオクチル（メタ）アクリレート、１２－
ヒドロキシラウリル（メタ）アクリレート、１８－ヒドロキシステアリル（メタ）アクリ
レート、（メタ）アクリロイルチオ－メタノール、（メタ）アクリロイルチオ－２－エタ
ノール、（メタ）アクリロイルチオ－２－プロパノール、（メタ）アクリロイルチオ－３
－プロパノール、（メタ）アクリロイルチオ－４－ブタノール、（メタ）アクリロイルチ
オ－３－ブタノール、２－（メタ）アクリロイルチオ－３－ブタノール、（メタ）アクリ
ロイルチオ－２－ブタノール、（メタ）アクリロイルチオ－６－ヘキサノール、（メタ）
アクリロイルチオ－８－オクタノール、（メタ）アクリロイルチオ－１２－ラウリルアル
コール、（メタ）アクリロイルチオ－１８－ステアリルアルコール、ヒドロキシメチル（
メタ）アクリルアミド、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリルアミド、２－ヒドロキシ
プロピル（メタ）アクリルアミド、３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリルアミド、４
－ヒドロキシブチル（メタ）アクリルアミド、４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリルア
ミド、３－ヒドロキシブチル（メタ）アクリルアミド、３－ヒドロキシブチル－２－（メ
タ）アクリルアミド、２－ヒドロキシブチル（メタ）アクリルアミド、５－ヒドロキシペ
ンチル（メタ）アクリルアミド、４－メチル－４－ヒドロキシペンチル－２－（メタ）ア
クリルアミド、６－ヒドロキシヘキシル（メタ）アクリルアミド、７－ヒドロキシヘプチ
ル（メタ）アクリルアミド、８－ヒドロキシオクチル（メタ）アクリルアミド、１２－ヒ
ドロキシラウリル（メタ）アクリルアミド、１８－ヒドロキシステアリル（メタ）アクリ
ルアミドなどが挙げられる。
【０１５４】
　上記一般式（Ｉｍ）で表される化合物の中では、下記一般式（Ｉｍ－２）で表される化
合物がより好ましい。
【０１５５】
【化５１】

【０１５６】
　上記式（Ｉｍ－２）中、Ｘは、－Ｏ－，－Ｓ－，－ＮＨ－，または－ＮＣＨ3－を表し
、ｒは水素原子またはメチル基を表し、ｒ1およびｒ2は、それぞれ独立して、水素原子、
メチル基、エチル基、または水酸基を表し、ｍ１は０～１０の整数を表し、ｍ１が２以上
である場合、ｒ1同士およびｒ2同士は同一でも異なっていてもよい。
【０１５７】
　上記一般式（Ｉｍ－２）で表される化合物としては、例えば、１－（メタ）アクリロイ
ルオキシ－２，３－ジヒドロキシプロパン、１－（メタ）アクリロイルチオ－２，３－ジ
ヒドロキシプロパン、１－（メタ）アクリルアミド－２，３－ジヒドロキシプロパン、１
－（メタ）アクリルアミド－３，４－ジヒドロキシブタン、Ｎ－(メタ)アクリロイル－グ
ルカミン、１－（メタ）アクリロイルオキシ－３，４－ジヒドロキシブタン、１－（メタ
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）アクリロイルオキシ－４，５－ジヒドロキシヘプタン、１－（メタ）アクリロイルオキ
シ－５，６－ジヒドロキシヘキサン、１－（メタ）アクリロイルオキシ－６，７－ジヒド
ロキシヘプタン、１－（メタ）アクリロイルオキシ－７，８－ジヒドロキシオクタン、１
－（メタ）アクリロイルオキシ－７，８－ジヒドロキシオクタン、１－（メタ）アクリロ
イルオキシ－８，９－ジヒドロキシノナン、１－（メタ）アクリロイルオキシ－９，１０
－ジヒドロキシデカン、Ｌ－トレイトール（メタ）アクリル酸エステル｛１－（メタ）ア
クリロイルオキシ－２，３，４－トリヒドロキシブタン他｝、キシリトール（メタ）アク
リル酸エステル｛１－（メタ）アクリロイルオキシ－２，３，４，５－テトラヒドロキシ
ペンタン他｝、ソルビトール（メタ）アクリル酸エステル｛１－（メタ）アクリロイルオ
キシ－２，３，４，５，６－ペンタヒドロキシヘキサン他｝などが挙げられる。
【０１５８】
【化５２】

【０１５９】
　上記式（Ｉｎ）中、ｍ１は０～１０の整数を表し、ｎ２０は２～１００の整数を表し、
ｒは水素原子またはメチル基を表し、Ｘは、－Ｏ－，－Ｓ－，－ＮＨ－，または－ＮＣＨ

3－を表し、Ｘ同士は同一でも異なってもよく、ｒ1～ｒ4は、それぞれ独立して、水素原
子、メチル基、エチル基、または水酸基を表し、Ｘ同士、ｒ1同士、ｒ2同士、ｒ3同士、
およびｒ4同士は同一でも異なっていてもよい。
【０１６０】
　上記一般式（Ｉｎ）で表される化合物としては、例えば、ジ（エチレングリコール）モ
ノ｛（メタ）アクリレート｝、トリ（エチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート
｝、テトラ（エチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ペンタ（エチレング
リコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ヘキサ（エチレングリコール）モノ｛（メタ
）アクリレート｝、オクタ（エチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、デカ
（エチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、テトラデカ（エチレングリコー
ル）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ドデカ（エチレングリコール）モノ｛（メタ）アク
リレート｝、オクタデカ（エチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ジ（１
，３－プロピレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、トリ（１，３－プロピレ
ングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、テトラ（１，３－プロピレングリコール
）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ペンタ（１，３－プロピレングリコール）モノ｛（メ
タ）アクリレート｝、ヘキサ（１，３－プロピレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレ
ート｝、オクタ（１，３－プロピレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、デカ
（１，３－プロピレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、テトラデカ（１，３
－プロピレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ドデカ（１，３－プロピレン
グリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、オクタデカ（１，３－プロピレングリコー
ル）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ジ（１，２－プロピレングリコール）モノ｛（メタ
）アクリレート｝、トリ（１，２－プロピレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート
｝、テトラ（１，２－プロピレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ペンタ（
１，２－プロピレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ヘキサ（１，２－プロ
ピレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、オクタ（１，２－プロピレングリコ
ール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、デカ（１，２－プロピレングリコール）モノ｛（
メタ）アクリレート｝、テトラデカ（１，２－プロピレングリコール）モノ｛（メタ）ア
クリレート｝、ドデカ（１，２－プロピレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝
、オクタデカ（１，２－プロピレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ジ（１
，４－ブチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、トリ（１，４－ブチレング
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リコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、テトラ（１，４－ブチレングリコール）モノ
｛（メタ）アクリレート｝、ペンタ（１，４－ブチレングリコール）モノ｛（メタ）アク
リレート｝、ヘキサ（１，４－ブチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、オ
クタ（１，４－ブチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、デカ（１，４－ブ
チレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、テトラデカ（１，４－ブチレングリ
コール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ドデカ（１，４－ブチレングリコール）モノ｛
（メタ）アクリレート｝、オクタデカ（１，４－ブチレングリコール）モノ｛（メタ）ア
クリレート｝、ジ（１，２－ブチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、トリ
（１，２－ブチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、テトラ（１，２－ブチ
レングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ペンタ（１，２－ブチレングリコール
）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ヘキサ（１，２－ブチレングリコール）モノ｛（メタ
）アクリレート｝、オクタ（１，２－ブチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート
｝、デカ（１，２－ブチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、テトラデカ（
１，２－ブチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ドデカ（１，２－ブチレ
ングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、オクタデカ（１，２－ブチレングリコー
ル）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ジ（１，３－ブチレングリコール）モノ｛（メタ）
アクリレート｝、トリ（１，３－ブチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、
テトラ（１，３－ブチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ペンタ（１，３
－ブチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ヘキサ（１，３－ブチレングリ
コール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、オクタ（１，３－ブチレングリコール）モノ｛
（メタ）アクリレート｝、デカ（１，３－ブチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレ
ート｝、テトラデカ（１，３－ブチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ド
デカ（１，３－ブチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、オクタデカ（１，
３－ブチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ジ（２，３－ブチレングリコ
ール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、トリ（２，３－ブチレングリコール）モノ｛（メ
タ）アクリレート｝、テトラ（２，３－ブチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレー
ト｝、ペンタ（２，３－ブチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ヘキサ（
２，３－ブチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、オクタ（２，３－ブチレ
ングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、デカ（２，３－ブチレングリコール）モ
ノ｛（メタ）アクリレート｝、テトラデカ（２，３－ブチレングリコール）モノ｛（メタ
）アクリレート｝、ドデカ（２，３－ブチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート
｝、オクタデカ（２，３－ブチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ジ（１
，５－ペンチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、トリ（１，５－ペンチレ
ングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、テトラ（１，５－ペンチレングリコール
）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ペンタ（１，５－ペンチレングリコール）モノ｛（メ
タ）アクリレート｝、ヘキサ（１，５－ペンチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレ
ート｝、オクタ（１，５－ペンチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、デカ
（１，５－ペンチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、テトラデカ（１，５
－ペンチレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ドデカ（１，５－ペンチレン
グリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、オクタデカ（１，５－ペンチレングリコー
ル）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ジ（１，６－ヘキシレングリコール）モノ｛（メタ
）アクリレート｝、トリ（１，６－ヘキシレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート
｝、テトラ（１，６－ヘキシレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ペンタ（
１，６－ヘキシレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、ヘキサ（１，６－ヘキ
シレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、オクタ（１，６－ヘキシレングリコ
ール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、デカ（１，６－ヘキシレングリコール）モノ｛（
メタ）アクリレート｝、ドデカ（１，６－ヘキシレングリコール）モノ｛（メタ）アクリ
レート｝、テトラデカ（１，６－ヘキシレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝
、オクタデカ（１，６－ヘキシレングリコール）モノ｛（メタ）アクリレート｝、モノ｛
（メタ）アクリロイルチオエチル｝エチレングリコール、モノ｛（メタ）アクリロイルチ
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オエチル｝－ジ（エチレングリコール）、モノ｛（メタ）アクリロイルチオエチル｝－ト
リ（エチレングリコール）、モノ｛（メタ）アクリロイルチオエチル｝－テトラ（エチレ
ングリコール）、モノ｛（メタ）アクリロイルチオエチル｝－ペンタ（エチレングリコー
ル）、モノ｛（メタ）アクリロイルチオエチル｝－ヘキサ（エチレングリコール）、モノ
｛（メタ）アクリロイルチオエチル｝－オクタ（エチレングリコール）、モノ｛（メタ）
アクリロイルチオエチル｝－デカ（エチレングリコール）、モノ｛（メタ）アクリロイル
チオエチル｝－ドデカ（エチレングリコール）、モノ｛（メタ）アクリロイルチオエチル
｝－テトラデカ（エチレングリコール）、モノ｛（メタ）アクリロイルチオエチル｝－オ
クタデカ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリロイルチオ－２－プロピル
エチル｝エチレングリコール、モノ｛１－（メタ）アクリロイルチオ－２－プロピルエチ
ル｝－ジ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリロイルチオ－２－プロピル
エチル｝－トリ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリロイルチオ－２－プ
ロピルエチル｝－テトラ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリロイルチオ
－２－プロピルエチル｝－ペンタ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリロ
イルチオ－２－プロピルエチル｝－ヘキサ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）
アクリロイルチオ－２－プロピルエチル｝－オクタ（エチレングリコール）、モノ｛１－
（メタ）アクリロイルチオ－２－プロピルエチル｝－デカ（エチレングリコール）、モノ
｛１－（メタ）アクリロイルチオ－２－プロピルエチル｝－ドデカ（エチレングリコール
）、モノ｛１－（メタ）アクリロイルチオ－２－プロピルエチル｝－テトラデカ（エチレ
ングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリロイルチオ－２－プロピルエチル｝－オクタ
デカ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリロイルチオ－３－プロピルエチ
ル｝エチレングリコール、モノ｛１－（メタ）アクリロイルチオ－３－プロピルエチル｝
－ジ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリロイルチオ－３－プロピルエチ
ル｝－トリ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリロイルチオ－３－プロピ
ルエチル｝－テトラ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリロイルチオ－３
－プロピルエチル｝－ペンタ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリロイル
チオ－３－プロピルエチル｝－ヘキサ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アク
リロイルチオ－３－プロピルエチル｝－オクタ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メ
タ）アクリロイルチオ－３－プロピルエチル｝－デカ（エチレングリコール）、モノ｛１
－（メタ）アクリロイルチオ－３－プロピルエチル｝－ドデカ（エチレングリコール）、
モノ｛１－（メタ）アクリロイルチオ－３－プロピルエチル｝－テトラデカ（エチレング
リコール）、モノ｛１－（メタ）アクリロイルチオ－３－プロピルエチル｝－オクタデカ
（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリロイルチオ－４－ブチルエチル｝エ
チレングリコール、モノ｛１－（メタ）アクリロイルチオ－４－ブチルエチル｝－ジ（エ
チレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリロイルチオ－４－ブチルエチル｝－トリ
（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリロイルチオ－４－ブチルエチル｝－
テトラ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリロイルチオ－４－ブチルエチ
ル｝－ペンタ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリロイルチオ－４－ブチ
ルエチル｝－ヘキサ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリロイルチオ－４
－ブチルエチル｝－オクタ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリロイルチ
オ－４－ブチルエチル｝－デカ（エチレングリコール）、
モノ｛１－（メタ）アクリロイルチオ－４－ブチルエチル｝－ドデカ（エチレングリコー
ル）、モノ｛１－（メタ）アクリロイルチオ－４－ブチルエチル｝－テトラデカ（エチレ
ングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリロイルチオ－４－ブチルエチル｝－オクタデ
カ（エチレングリコール）、モノ｛（メタ）アクリルアミドエチル｝エチレングリコール
、モノ｛（メタ）アクリルアミドエチル｝－ジ（エチレングリコール）、モノ｛（メタ）
アクリルアミドエチル｝－トリ（エチレングリコール）、モノ｛（メタ）アクリルアミド
エチル｝－テトラ（エチレングリコール）、モノ｛（メタ）アクリルアミドエチル｝－ペ
ンタ（エチレングリコール）、モノ｛（メタ）アクリルアミドエチル｝－ヘキサ（エチレ
ングリコール）、モノ｛（メタ）アクリルアミドエチル｝－オクタ（エチレングリコール
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）、モノ｛（メタ）アクリルアミドエチル｝－デカ（エチレングリコール）、モノ｛（メ
タ）アクリルアミドエチル｝－ドデカ（エチレングリコール）、モノ｛（メタ）アクリル
アミドエチル｝－テトラデカ（エチレングリコール）、モノ｛（メタ）アクリルアミドエ
チル｝－オクタデカ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリルアミド２－プ
ロピルエチル｝エチレングリコール、モノ｛１－（メタ）アクリルアミド２－プロピルエ
チル｝－ジ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリルアミド２－プロピルエ
チル｝－トリ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリルアミド２－プロピル
エチル｝－テトラ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリルアミド２－プロ
ピルエチル｝－ペンタ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリルアミド２－
プロピルエチル｝－ヘキサ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリルアミド
２－プロピルエチル｝－オクタ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリルア
ミド２－プロピルエチル｝－デカ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリル
アミド２－プロピルエチル｝－ドデカ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アク
リルアミド２－プロピルエチル｝－テトラデカ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メ
タ）アクリルアミド２－プロピルエチル｝－オクタデカ（エチレングリコール）、モノ｛
１－（メタ）アクリルアミド３－プロピルエチル｝エチレングリコール、モノ｛１－（メ
タ）アクリルアミド３－プロピルエチル｝－ジ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メ
タ）アクリルアミド３－プロピルエチル｝－トリ（エチレングリコール）、モノ｛１－（
メタ）アクリルアミド３－プロピルエチル｝－テトラ（エチレングリコール）、モノ｛１
－（メタ）アクリルアミド３－プロピルエチル｝－ペンタ（エチレングリコール）、モノ
｛１－（メタ）アクリルアミド３－プロピルエチル｝－ヘキサ（エチレングリコール）、
モノ｛１－（メタ）アクリルアミド３－プロピルエチル｝－オクタ（エチレングリコール
）、モノ｛１－（メタ）アクリルアミド３－プロピルエチル｝－デカ（エチレングリコー
ル）、モノ｛１－（メタ）アクリルアミド３－プロピルエチル｝－ドデカ（エチレングリ
コール）、モノ｛１－（メタ）アクリルアミド３－プロピルエチル｝－テトラデカ（エチ
レングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリルアミド３－プロピルエチル｝－オクタデ
カ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリルアミド４－ブチルエチル｝エチ
レングリコール、モノ｛１－（メタ）アクリルアミド４－ブチルエチル｝－ジ（エチレン
グリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリルアミド４－ブチルエチル｝－トリ（エチレン
グリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリルアミド４－ブチルエチル｝－テトラ（エチレ
ングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリルアミド４－ブチルエチル｝－ペンタ（エチ
レングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリルアミド４－ブチルエチル｝－ヘキサ（エ
チレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリルアミド４－ブチルエチル｝－オクタ（
エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリルアミド４－ブチルエチル｝－デカ（
エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリルアミド４－ブチルエチル｝－ドデカ
（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリルアミド４－ブチルエチル｝－テト
ラデカ（エチレングリコール）、モノ｛１－（メタ）アクリルアミド４－ブチルエチル｝
－オクタデカ（エチレングリコール）、５－｛（メタ）アクリロイルオキシ｝－３－チア
ペンチルアルコール、８－｛（メタ）アクリロイルオキシ｝－３，６－ジチアオクチルア
ルコール、５－｛（メタ）アクリロイルチオ｝－３－チアペンチルアルコール、８－｛（
メタ）アクリロイルチオ｝－３，６－ジチアオクチルアルコール、５－｛（メタ）アクリ
ルアミド｝－３－チアペンチルアルコール、８－｛（メタ）アクリルアミド｝－３，６－
ジチアオクチルアルコールなど挙げられる。
【０１６１】
【化５３】
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【０１６２】
　上記式（Ｉｐ）中、ｒは水素原子またはメチル基を表す。
【０１６３】
【化５４】

【０１６４】
　上記式（Ｉｑ）中、Ｘ1は、－Ｏ－，－Ｓ－，－ＮＨ－，または－ＮＣＨ3－を表し、Ｘ

3およびＸ4は－ＣＨ2－、－ＣＨ（ＯＨ）－、または－ＣＯ－を表し、ｒは水素原子また
はメチル基を表し、ｒ1～ｒ4は、それぞれ独立して、水素原子、メチル基、エチル基、ま
たは水酸基を表し、ｍ１は０～１０の整数を表し、ｎ１は０～１００の整数を表し、ｎ３
０は０～３の整数を表し、ｎ５０は０～５の整数を表す。なお、ｎ１が２以上の場合は、
ｒ1同士～ｒ4同士、およびＸ1同士は、互いに同一でも異なってもよく、ｎ３０が２以上
の場合、Ｘ3同士は同一でも異なっていてもよく、ｎ５０が２以上の場合、Ｘ4同士は同一
でも異なってもよい。
【０１６５】
　上記一般式（Ｉｐ）で表される化合物としては、例えば、リボース（メタ）アクリレー
ト、アスコルビン酸－（メタ）アクリレート、キシロース－（メタ）アクリレート、ソル
ビタン－（メタ）アクリレート、グルコース－（メタ）アクリレート、グルコノ－１，５
－ラクトン－（メタ）アクリレート、リボース（メタ）アクリロイルオキシエチル、アス
コルビン酸－（メタ）アクリロイルオキシエチル、キシロース－（メタ）アクリロイルオ
キシエチル、ソルビタン－（メタ）アクリロイルオキシエチル、グルコース－（メタ）ア
クリロイルオキシエチル、グルコノ－１，５－ラクトン－（メタ）アクリロイルオキシエ
チル、リボース（メタ）アクリロイルオキシ－１，２－プロピル、アスコルビン酸－（メ
タ）アクリロイルオキシ－１，２－プロピル、キシロース－（メタ）アクリロイルオキシ
－１，２－プロピル、ソルビタン－（メタ）アクリロイルオキシ－１，２－プロピル、グ
ルコース－（メタ）アクリロイルオキシ－１，２－プロピル、グルコノ－１，５－ラクト
ン－（メタ）アクリロイルオキシ－１，２－プロピル、リボース（メタ）アクリロイルオ
キシ－２－ヒドロキシ－１，３－プロピル、アスコルビン酸－（メタ）アクリロイルオキ
シ－２－ヒドロキシ－１，３－プロピル、キシロース－（メタ）アクリロイルオキシ－２
－ヒドロキシ－１，３－プロピル、ソルビタン－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒド
ロキシ－１，３－プロピル、グルコース－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシ
－１，３－プロピル、グルコノ－１，５－ラクトン－（メタ）アクリロイルオキシ－２－
ヒドロキシ－１，３－プロピル、リボース（メタ）アクリロイルオキシ－３－オキサペン
チル、アスコルビン酸－（メタ）アクリロイルオキシ－３－オキサペンチル、キシロース
－（メタ）アクリロイルオキシ－３－オキサペンチル、ソルビタン－（メタ）アクリロイ
ルオキシ－３－オキサペンチル、グルコース－（メタ）アクリロイルオキシ－３－オキサ
ペンチル、グルコノ－１，５－ラクトン－（メタ）アクリロイルオキシ－３－オキサペン
チル、およびそれらのエチレンオキサイド付加物、プロピレンオキサイド付加物、および
ブチロラクトン付加物などが挙げられる。
【０１６６】
　上記水酸基を有する化合物の中でも、一般式（Ｉｍ）～（Ｉｎ）で表される化合物がよ
り好ましく、一般式（Ｉｍ）で表される化合物がさらに好ましく、一般式（Ｉｍ－２）で
表される化合物が特に好ましい。
【０１６７】
　上記化合物（Ｉ）となるカチオン性親水基を有する化合物としては、下記一般式（Ｉｒ
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）～（Ｉｔ）で表される化合物が好ましい。
【０１６８】
【化５５】

【０１６９】
　上記式（Ｉｒ）中、ｒは水素原子またはメチル基を表し、Ｘは、－Ｏ－，－Ｓ－，－Ｎ
Ｈ－，または－ＮＣＨ3－を表し、ｒ1～ｒ4は、それぞれ独立して、水素原子、メチル基
、エチル基、または水酸基を表す。ｍ１は０～１０の整数を表し、ｎ１は０～１００の整
数を表し、ｎ１が２以上の場合は、ｒ1同士～ｒ4同士、およびＸ同士は、互いに同一でも
異なってもよく、ＡＡ（－）は、ハロゲンイオン、蟻酸イオン、酢酸イオン、硫酸イオン
、硫酸水素イオン、燐酸イオン、または燐酸水素イオンを表し、Ｒ6～Ｒ8は、それぞれ独
立して、水素原子、炭素数１～２０のアルキル基、アルキルアリール基、アルキルベンジ
ル基、アルキルシクロアルキル基、アルキルシクロアルキルメチル基、シクロアルキル基
、フェニル基、またはベンジル基を表す。
【０１７０】
　上記一般式（Ｉｒ）で表される化合物としては、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチ
ル（メタ）アクリレート・塩酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート
・臭化水素塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート・硫酸塩、Ｎ，Ｎ－
ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート・蟻酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル（
メタ）アクリレート・酢酸塩、Ｎ－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート・リン酸
塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－プロピル－２－（メタ）アクリレート・塩酸塩、Ｎ，Ｎ－
ジメチルアミノ－プロピル－２－（メタ）アクリレート・臭化水素塩、Ｎ，Ｎ－ジメチル
アミノ－プロピル－２－（メタ）アクリレート・硫酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－プロ
ピル－２－（メタ）アクリレート・酢酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－プロピル－２－（
メタ）アクリレート・リン酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－プロピル－３－（メタ）アク
リレート・塩酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－プロピル－３－（メタ）アクリレート・臭
化水素塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－プロピル－３－（メタ）アクリレート・硫酸塩、Ｎ
，Ｎ－ジメチルアミノ－プロピル－３－（メタ）アクリレート・酢酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチ
ルアミノ－プロピル－３－（メタ）アクリレート・リン酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－
ブチル－４－（メタ）アクリレート・塩酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－ブチル－４－（
メタ）アクリレート・臭化水素塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－ブチル－４－（メタ）アク
リレート・硫酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－ブチル－４－（メタ）アクリレート・酢酸
塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－ブチル－４－（メタ）アクリレート・リン酸塩、Ｎ，Ｎ－
ジメチルアミノ－ヘキシル－６－（メタ）アクリレート・塩酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミ
ノ－ヘキシル－６－（メタ）アクリレート・臭化水素塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－ヘキ
シル－６－（メタ）アクリレート・硫酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－ヘキシル－６－（
メタ）アクリレート・酢酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－ヘキシル－６－（メタ）アクリ
レート・リン酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－オクチル－８－（メタ）アクリレート・塩
酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－オクチル－８－（メタ）アクリレート・臭化水素塩、Ｎ
，Ｎ－ジメチルアミノ－オクチル－８－（メタ）アクリレート・硫酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチ
ルアミノ－オクチル－８－（メタ）アクリレート・酢酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－オ
クチル－８－（メタ）アクリレート・リン酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－３－オキサペ
ンチル－５－（メタ）アクリレート・塩酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－３－オキサペン
チル－５－（メタ）アクリレート・臭化水素塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－３－オキサペ
ンチル－５－（メタ）アクリレート・硫酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－３－オキサペン
チル－５－（メタ）アクリレート・酢酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－３－オキサペンチ
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ル－５－（メタ）アクリレート・リン酸塩、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチル（メタ）アク
リレート・塩酸塩、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチル（メタ）アクリレート・臭化水素塩、
Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチル（メタ）アクリレート・硫酸塩、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノ
エチル（メタ）アクリレート・蟻酸塩、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチル（メタ）アクリレ
ート・酢酸塩、Ｎ－ジエチルアミノエチル（メタ）アクリレート・リン酸塩、Ｎ，Ｎ－ジ
プロピルアミノエチル（メタ）アクリレート・塩酸塩、Ｎ，Ｎ－ジプロピルアミノエチル
（メタ）アクリレート・臭化水素塩、Ｎ，Ｎ－ジプロピルアミノエチル（メタ）アクリレ
ート・硫酸塩、Ｎ，Ｎ－ジプロピルアミノエチル（メタ）アクリレート・蟻酸塩、Ｎ，Ｎ
－ジプロピルアミノエチル（メタ）アクリレート・酢酸塩、Ｎ－ジプロピルアミノエチル
（メタ）アクリレート・リン酸塩、３－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシプ
ロピル－１－トリエチルアンモニウムクロライド、３－（メタ）アクリロイルオキシ－２
－ヒドロキシプロピル－１－トリエチルアンモニウムブロマイド、３－（メタ）アクリロ
イルオキシ－２－ヒドロキシプロピル－１－トリエチルアンモニウムスルホマイド、３－
（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシプロピル－１－トリエチルアンモニウムフ
ォスホマイド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド・塩酸塩、Ｎ，Ｎ
－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド・臭化水素塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ
エチル（メタ）アクリルアミド・硫酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリ
ルアミド・蟻酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド・酢酸塩、Ｎ
－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド・リン酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－
プロピル－２－（メタ）アクリルアミド・塩酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－プロピル－
２－（メタ）アクリルアミド・臭化水素塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－プロピル－２－（
メタ）アクリルアミド・硫酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－プロピル－２－（メタ）アク
リルアミド・酢酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－プロピル－２－（メタ）アクリルアミド
・リン酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－プロピル－３－（メタ）アクリルアミド・塩酸塩
、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－プロピル－３－（メタ）アクリルアミド・臭化水素塩、Ｎ，
Ｎ－ジメチルアミノ－プロピル－３－（メタ）アクリルアミド・硫酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチ
ルアミノ－プロピル－３－（メタ）アクリルアミド・酢酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－
プロピル－３－（メタ）アクリルアミド・リン酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－ブチル－
４－（メタ）アクリルアミド・塩酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－ブチル－４－（メタ）
アクリルアミド・臭化水素塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－ブチル－４－（メタ）アクリル
アミド・硫酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－ブチル－４－（メタ）アクリルアミド・酢酸
塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－ブチル－４－（メタ）アクリルアミド・リン酸塩などが挙
げられる。
【０１７１】
【化５６】

【０１７２】
　上記式（Ｉｓ）中、ｒは水素原子またはメチル基を表し、Ｘは、－Ｏ－，－Ｓ－，－Ｎ
Ｈ－，または－ＮＣＨ3－を表し、ｒ1～ｒ4は、それぞれ独立して、水素原子、メチル基
、エチル基、または水酸基を表し、ｍ１は０～１０の整数を表し、ｎ１は０～１００の整
数を表し、ｎ１が２以上の場合は、ｒ1同士～ｒ4同士、およびＸ同士は、互いに同一でも
異なっていてもよく、ＡＡ（－）は、ハロゲンイオン、蟻酸イオン、酢酸イオン、硫酸イ
オン、硫酸水素イオン、燐酸イオン、または燐酸水素イオンを表し、Ｒ6～Ｒ8は、それぞ
れ独立して、水素原子、炭素数１～２０のアルキル基、アルキルアリール基、アルキルベ
ンジル基、アルキルシクロアルキル基、アルキルシクロアルキルメチル基、シクロアルキ
ル基、フェニル基、またはベンジル基を表す。
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【０１７３】
　上記一般式（Ｉｓ）で表される化合物としては、例えば、３－（メタ）アクリロイルオ
キシ－２－ヒドロキシプロピル－１－トリメチルアンモニウムクロライド、３－（メタ）
アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシプロピル－１－トリメチルアンモニウムブロマイド
、３－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシプロピル－１－トリメチルアンモニ
ウムスルホマイド、３－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシプロピル－１－ト
リメチルアンモニウムフォスホマイド、４－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキ
シブチル－１－トリメチルアンモニウムクロライド、４－（メタ）アクリロイルオキシ－
２－ヒドロキシブチル－１－トリメチルアンモニウムブロマイド、４－（メタ）アクリロ
イルオキシ－２－ヒドロキシブチル－１－トリメチルアンモニウムスルホマイド、４－（
メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシブチル－１－トリメチルアンモニウムフォス
ホマイド、５－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシペンチル－１－トリメチル
アンモニウムクロライド、５－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシペンチル－
１－トリメチルアンモニウムブロマイド、５－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロ
キシペンチル－１－トリメチルアンモニウムスルホマイド、５－（メタ）アクリロイルオ
キシ－２－ヒドロキシペンチル－１－トリメチルアンモニウムフォスホマイド、６－（メ
タ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシヘキシル－１－トリメチルアンモニウムクロラ
イド、６－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシヘキシル－１－トリメチルアン
モニウムブロマイド、６－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシヘキシル－１－
トリメチルアンモニウムスルホマイド、６－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキ
シヘキシル－１－トリメチルアンモニウムフォスホマイド、８－（メタ）アクリロイルオ
キシ－２－ヒドロキシオクチル－１－トリメチルアンモニウムクロライド、８－（メタ）
アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシオクチル－１－トリメチルアンモニウムブロマイド
、８－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシオクチル－１－トリメチルアンモニ
ウムスルホマイド、８－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシオクチル－１－ト
リメチルアンモニウムフォスホマイド、１０－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロ
キシデシル－１－トリメチルアンモニウムクロライド、１０－（メタ）アクリロイルオキ
シ－２－ヒドロキシデシル－１－トリメチルアンモニウムブロマイド、１０－（メタ）ア
クリロイルオキシ－２－ヒドロキシデシル－１－トリメチルアンモニウムスルホマイド、
１０－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシデシル－１－トリメチルアンモニウ
ムフォスホマイド、３－（メタ）アクリロイルチオ２－ヒドロキシプロピル－１－トリメ
チルアンモニウムクロライド、３－（メタ）アクリロイルチオ２－ヒドロキシプロピル－
１－トリメチルアンモニウムブロマイド、３－（メタ）アクリロイルチオ２－ヒドロキシ
プロピル－１－トリメチルアンモニウムスルホマイド、３－（メタ）アクリロイルチオ２
－ヒドロキシプロピル－１－トリメチルアンモニウムフォスホマイド、３－（メタ）アク
リルアミド２－ヒドロキシプロピル－１－トリメチルアンモニウムクロライド、３－（メ
タ）アクリルアミド２－ヒドロキシプロピル－１－トリメチルアンモニウムブロマイド、
３－（メタ）アクリルアミド２－ヒドロキシプロピル－１－トリメチルアンモニウムスル
ホマイド、３－（メタ）アクリルアミド２－ヒドロキシプロピル－１－トリメチルアンモ
ニウムフォスホマイドなどが挙げられる。
【０１７４】
【化５７】

【０１７５】
　上記式（Ｉｔ）中、ｒは水素原子またはメチル基を表し、Ｘは、－Ｏ－，－Ｓ－，－Ｎ
Ｈ－，または－ＮＣＨ3－を表しｒ1～ｒ4は、それぞれ独立して、水素原子、メチル基、
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エチル基、または水酸基を表し、ｍ１は０～１０の整数を表し、ｎ１は０～１００の整数
を表し、ｎ１が２以上の場合は、ｒ1同士～ｒ4同士、およびＸ同士は、互いに同一でも異
なっていてもよく、Ｒ6～Ｒ7は、それぞれ独立して、水素原子、炭素数１～２０のアルキ
ル基、アルキルアリール基、アルキルベンジル基、アルキルシクロアルキル基、アルキル
シクロアルキルメチル基、シクロアルキル基、フェニル基、またはベンジル基を表す。
【０１７６】
　上記一般式（Ｉｔ）で表される化合物としては、例えば、（メタ）アクリロイルオキシ
－メチルベタイン、２－（メタ）アクリロイルオキシ－エチルベタイン、２－（メタ）ア
クリロイルオキシ－プロピルベタイン、３－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピルベタ
イン、４－（メタ）アクリロイルオキシ－ブチルベタイン、５－（メタ）アクリロイルオ
キシ－ペンチルベタイン、６－（メタ）アクリロイルオキシ－ヘキシルベタイン、７－（
メタ）アクリロイルオキシ－ヘプチルベタイン、８－（メタ）アクリロイルオキシ－オク
チルベタイン、１０－（メタ）アクリロイルオキシ－デシルベタイン、１１－（メタ）ア
クリロイルオキシ－ウンデシルベタイン、５－（メタ）アクリロイルオキシ－３－オキサ
ペンチルベタイン、５－（メタ）アクリロイルオキシ－２，５－ジメチル－３－オキサペ
ンチルベタイン、８－（メタ）アクリロイルオキシ－２，５，８－トリメチル－３，６－
ジオキサオクチルベタインなどが挙げられる。
【０１７７】
　上記カチオン性親水基を有する化合物の中でも、一般式（Ｉｒ）～（Ｉｓ）で表される
化合物がより好ましく、一般式（Ｉｓ）で表される化合物がさらに好ましい。
　上記化合物（Ｉ）の分子量は、通常７２～１８,０００、好ましくは７２～３，０００
、より好ましくは７２～１０００である。
【０１７８】
　上記化合物（Ｉ）は１種単独で用いてもよいし、２種以上混合して用いてもよい。
　なお、本発明の組成物には上記化合物（Ｉ）が含まれるが、上記化合物（Ｉ）の少なく
とも一部が反応してオリゴマーの形になって上記組成物に含まれていてもよい。なお、こ
こでいうオリゴマーとは上記化合物（Ｉ）から形成される繰り返し単位を通常２～２０含
むものである。
【０１７９】
　上記化合物（Ｉ）は公知の方法または公知に準ずる方法により製造できる。また、上記
化合物（Ｉ）は市販品としても入手できる。
　［化合物（ＩＩ）］
　本発明の組成物に含まれる化合物（ＩＩ）は、重合性炭素－炭素二重結合を有する官能
基である（メタ）アクリロイル基を２個以上有することを特徴とする。ただし、化合物（
ＩＩ）は化合物（Ｉ）とは異なり、スルホン酸基、カルボキシル基、およびリン酸基等の
アニオン性親水基を有さず、好ましくは、水酸基を有していてもよいが、アニオン性親水
基、およびカチオン性親水基はいずれも有さない。このような化合物が含まれた組成物を
重合することにより、十分に架橋した架橋樹脂が得られ得る。なお、（メタ）アクリロイ
ルは、アクリロイルとメタクリロイルの総称である。
【０１８０】
　上記（メタ）アクリロイル基としては、（メタ）アクリロイルオキシ基、（メタ）アク
リロイルチオ基、および（メタ）アクリルアミド基等が挙げられる。これら（メタ）アク
リロイル基の中でも、（メタ）アクリロイルオキシ基および（メタ）アクリロイルチオ基
が好ましい。
【０１８１】
　上記化合物（ＩＩ）の中でも、１個以上の水酸基と２個以上の（メタ）アクリロイル基
とを有する化合物、エーテル結合およびチオエーテル結合から選ばれる１個以上の結合と
２個以上の（メタ）アクリロイル基とを有する化合物、１個以上のエステル結合（ただし
、（メタ）アクリロイル基と直接結合した部分のエステル結合を除く。）と２個以上の（
メタ）アクリロイル基とを有する化合物、脂環族基および芳香族基から選ばれる１個以上
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の基と２個以上の（メタ）アクリロイル基とを有する化合物、１個以上のヘテロ環と２個
以上の（メタ）アクリロイル基とを有する化合物が好ましい。
【０１８２】
　上記化合物（ＩＩ）としては、例えば、エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、
１，２－プロパンジオールジ（メタ）アクリレート、１，３－プロパンジオールジ（メタ
）アクリレート、１，４－ブタンジオールジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジ
オールジ（メタ）アクリレート、１，９－ノナンジオールジ（メタ）アクリレート、１，
１０－デカンジオールジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジ（メタ）アク
リレート、２－メチル－１，８－オクタンジオールジ（メタ）アクリレート、２－ブチル
－２－エチル－１，３－プロパンジオールジ（メタ）アクリレート、１，２－ビス｛３－
（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシ－プロピルオキシ｝エタン、１，２－ビス
｛３－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシ－プロピルオキシ｝プロパン、１，
３－ビス｛３－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシ－プロピルオキシ｝プロパ
ン、１，４－ビス｛３－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシ－プロピルオキシ
｝へプタン、１，６－ビス｛３－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシ－プロピ
ルオキシ｝ヘキサン；
ネオペンチルグリコールヒドロキシピバリン酸ジ（メタ）アクリレート；
ポリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，２－ポリプロピレングリコールジ
（メタ）アクリレート、１，３－ポリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、１
，４－ポリブチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコール－ビス
｛３－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシ－プロピル｝エーテル、１，２－ポ
リプロピレングリコール－ビス｛３－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシ－プ
ロピル｝エーテル；
１，２－ポリプロピレングリコール－ビス｛（メタ）アクリロイル－ポリ（オキシエチレ
ン）｝エーテル；
１，３－ポリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，４－ポリブチレングリ
コールジ（メタ）アクリレート、１，４－ポリブチレングリコール－ビス｛３－（メタ）
アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシ－プロピル｝エーテルなどが挙げられる。
【０１８３】
　また上記化合物（ＩＩ）のとしては、例えば、ビス｛２－（メタ）アクリロイルチオ－
エチル｝スルフィド、ビス｛５－（メタ）アクリロイルチオ－３－チアペンチル｝スルフ
ィド；
シクロヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、ビス｛（メタ）アクリロイルオキシ－
メチル｝シクロヘキサン、ビス｛７－（メタ）アクリロイルオキシ－２，５－ジオキサヘ
プチル｝シクロヘキサン、ビス｛（メタ）アクリロイルオキシ－ポリ（エチレンオキシ）
－メチル｝シクロヘキサン；
トリシクロデカンジメタノールジ（メタ）アクリレート；
２－プロペノイックアシッド｛２－（１，１，－ジメチル－２－｛（１－オキソ－２－プ
ロペニル）オキシ｝エチル）－５－エチル－１，３－ジオキサン－５－イル｝メチルエス
テル（日本化薬社製，商品名「ＫＡＹＡＲＡＤ Ｒ－６０４」）；
Ｎ，Ｎ'，Ｎ"－トリス｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－エチル｝イソシアヌレート；
キシリレンジオールジ（メタ）アクリレート、ビス｛７－（メタ）アクリロイルオキシ－
２，５－ジオキサヘプチル｝ベンゼン、ビス｛（メタ）アクリロイルオキシ－ポリ（エチ
レンオキシ）－メチル｝ベンゼン；
ビスフェノールＡジ（メタ）アクリレート、ビス｛（メタ）アクリロイル－オキシエチル
｝ビスフェノールＡ、ビス｛（メタ）アクリロイル－オキシプロピル｝ビスフェノールＡ
、ビス｛（メタ）アクリロイル－ポリ（オキシエチレン）｝ビスフェノールＡ、ビス｛（
メタ）アクリロイル－ポリ（オキシ－１，２－プロピレン）｝ビスフェノールＡ、ビス｛
３－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシ－プロピル｝ビスフェノールＡ、ビス
｛３－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシ－プロピルーオキシエチル｝ビスフ
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ェノールＡ、ビス｛３－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシ－プロピル－オキ
シプロピル｝ビスフェノールＡ、ビス｛３－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキ
シ－プロピル－ポリ（オキシエチレン）｝ビスフェノールＡ、ビス｛３－（メタ）アクリ
ロイルオキシ－２－ヒドロキシ－プロピル－ポリ（オキシ－１，２－プロピレン）｝ビス
フェノールＡ；
ビス｛（メタ）アクリロイル－オキシエチル－オキシプロピル｝ビスフェノールＡ、ビス
｛（メタ）アクリロイルポリ（オキシエチレン）－ポリ（オキシ－１，２－プロピレン）
｝ビスフェノールＡ；
ナフタレンジオールジ（メタ）アクリレート、ビス｛３－（メタ）アクリロイルオキシ－
２－ヒドロキシ－プロピル－オキシ｝ナフタレン；
９，９－フルオレンジオールジ（メタ）アクリレート、９，９－ビス｛４－（２－（メタ
）アクリロイルオキシ－エチル－オキシ）｝フルオレン、９，９－ビス｛３－フェニル－
４－（メタ）アクリロイルオキシ－ポリ（エチレンオキシ）｝フルオレン；などが挙げら
れる。
【０１８４】
　さらに上記化合物（ＩＩ）のとしては、例えば、フェノールノボラック型エポキシ（メ
タ）アクリレート（新中村化学製，商品名「ＮＫオリゴ ＥＡ－６３２０，ＥＡ－７１２
０，ＥＡ－７４２０」）；
グリセリン－１，３－ジ（メタ）アクリレート、１－アクリロイルオキシ－２－ヒドロキ
シ－３－メタクリロイルオキシ－プロパン、２，６，１０－トリヒドロキシ－４，８－ジ
オキサウンデカン－１，１１－ジ（メタ）アクリレート、１，３－ビス｛３－（メタ）ア
クリロイルオキシ－２－ヒドロキシ－プロピル－オキシ｝－２－ヒドロキシプロパン、１
，２，３－トリス｛３－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシ－プロピル－オキ
シ｝プロパン、１，２，３－トリス｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－エチル－オキシ
｝プロパン、１，２，３－トリス｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル－オキシ
｝プロパン、１，２，３－トリス｛（メタ）アクリロイルオキシ－ポリ（１，２－エチレ
ンオキシ）｝プロパン、１，２，３－トリス｛（メタ）アクリロイルオキシ－ポリ（１，
２－プロピレンオキシ）｝プロパン、１，２，３－トリス｛（メタ）アクリロイルオキシ
－ポリ（１，３－プロピレンオキシ）｝プロパン；
トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパン－トリス｛
（メタ）アクリロイルオキシ－エチル－オキシ｝エーテル、トリメチロールプロパン－ト
リス｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル－オキシ｝エーテル、トリメチロール
プロパン－トリス｛（メタ）アクリロイルオキシ－ポリ（エチレンオキシ）｝エーテル、
トリメチロールプロパン－トリス｛（メタ）アクリロイルオキシ－ポリ（１，２－プロピ
レンオキシ）｝エーテル、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、ペンタエリ
スリトールテトラ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトール－テトラキス｛（メタ）
アクリロイルオキシ－エチル－オキシ｝エーテル、ペンタエリスリトール－テトラキス｛
２－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル－オキシ｝エーテル、ペンタエリスリトール
－テトラキス｛（メタ）アクリロイルオキシ－ポリ（エチレンオキシ）｝エーテル、ペン
タエリスリトール－テトラキス｛（メタ）アクリロイルオキシ－ポリ（１，２－プロピレ
ンオキシ）｝エーテル；
ジトリメチロールプロパンテトラ（メタ）アクリレート、ジトリメチロールプロパン－テ
トラキス｛（メタ）アクリロイルオキシ－エチル－オキシ｝エーテル、ジトリメチロール
プロパン－テトラキス｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル－オキシ｝エーテル
、ジトリメチロールプロパン－テトラキス｛（メタ）アクリロイルオキシ－ポリ（エチレ
ンオキシ）｝エーテル、ジトリメチロールプロパン－テトラキス｛（メタ）アクリロイル
オキシ－ポリ（１，２－プロピレンオキシ）｝エーテル、ジペンタエリスリトールペンタ
（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、ジペンタ
エリスリトール－ヘキサ｛（メタ）アクリロイルオキシ－エチル－オキシ｝エーテル、ジ
ペンタエリスリトール－ヘキサ｛２－（メタ）アクリロイルオキシ－プロピル－オキシ｝
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エーテル、ジペンタエリスリトール－ヘキサ｛（メタ）アクリロイルオキシ－ポリ（エチ
レンオキシ）｝エーテル、ジペンタエリスリトール－ヘキサ｛（メタ）アクリロイルオキ
シ－ポリ（１，２－プロピレンオキシ）｝エーテル；等が挙げられる。
【０１８５】
　加えて、上記化合物（ＩＩ）のとしては、例えば、２－ヒドロキシエチル（メタ）アク
リレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、３－ヒドロキシプロピル（メ
タ）アクリレート、または４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレートとヘキサメチレン
ジイソシアナートとのウレタン反応物；
２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレ
ート、３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、または４－ヒドロキシブチル（メ
タ）アクリレートとイソホロンジイソシアナートとのウレタン反応物；
２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレ
ート、３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、または４－ヒドロキシブチル（メ
タ）アクリレートとビス（イソシアナトメチル）ノルボルナンとのウレタン反応物；
２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレ
ート、３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、または４－ヒドロキシブチル（メ
タ）アクリレートとノルビス（４－イソシアナトシクロヘキシル）メタンとのウレタン反
応物；
２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレ
ート、３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、または４－ヒドロキシブチル（メ
タ）アクリレートと１，３－ビス（イソシアナトメチル）シクロヘキサンとのウレタン反
応物；
２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレ
ート、３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、または４－ヒドロキシブチル（メ
タ）アクリレートとｍ－キシリレンジイソシアナートとのウレタン反応物；等が挙げられ
る。
【０１８６】
　上記化合物（ＩＩ）は１種単独で用いてもよいし、２種以上混合して用いてもよい。ま
た、これら化合物（ＩＩ）は、公知の方法、または公知の方法に準ずる方法により製造で
きるが、市販品として入手することもできる。
【０１８７】
　化合物（Ｉ）および化合物（ＩＩ）の配合比率は、化合物（Ｉ）および化合物（ＩＩ）
の重量に対して、化合物（Ｉ）が０．１～５０重量％、化合物（ＩＩ）が９９．９～５０
重量％含まれていることが好ましく、化合物（Ｉ）が０．３～３０重量％、化合物（ＩＩ
）が９９．７～７０重量％含まれていることがより好ましく、化合物（Ｉ）が０．５～２
０重量％、化合物（ＩＩ）が９９．５～８０重量％含まれていることがさらに好ましい。
【０１８８】
　［界面活性剤（ＩＩＩ）および化合物（ＩＶ）］
　本発明の組成物には、上記化合物（Ｉ）および化合物（ＩＩ）に加えて、アニオン性親
水基、カチオン性親水基、または２つ以上の水酸基を有する親水部、および有機残基から
なる疎水部を有する界面活性剤（ＩＩＩ）、およびシロキサン結合を有する分子量２００
～１，０００，０００の化合物(ＩＶ)から選ばれる少なくとも１種の化合物が含まれる。
ただし、これら界面活性剤（ＩＩＩ)および化合物(ＩＶ)は、重合性炭素－炭素二重結合
を有さない。
【０１８９】
　界面活性剤（ＩＩＩ）を含む組成物を重合することにより、上記化合物（Ｉ）に由来す
る親水基が架橋樹脂の表面に濃縮されやすくなり、架橋樹脂からなる単層膜である場合に
は、その表面に親水基が傾斜しやすくなる。
【０１９０】
　また、界面活性剤（ＩＩＩ）、望ましくは、スルホン酸基を有し、さらにその分子量が
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ない）または（ＩＶ）が含まれる組成物を重合することにより、親水性が高いだけでなく
、親水性の耐久性が高くしかも表面平滑性も高い架橋樹脂が得られ得る。
【０１９１】
　組成物中にこのような化合物（ＩＩＩ’）が含まれることにより、組成物の外気に接す
る表面における表面エネルギーが低下し、組成物から得られる架橋樹脂の親水性を低下さ
せることなくレベリング性（表面平滑性）を向上させることができる。
【０１９２】
　その詳細なメカニズムは明らかではないが、本発明の組成物を基材等に塗布した場合に
は、以下のような現象が起きているものと推定される。すなわち、化合物（ＩＩＩ’）に
含まれるスルホン酸基以外の有機残基は、スルホン酸と比較して、凝集エネルギーが小さ
く疎水性が高いため、本発明の組成物を基材等に塗布すると、化合物（ＩＩＩ’）に含ま
れる有機残基を中心とする部分が、外気に接する表面に移動し、何らかの秩序構造を形成
しているものと推定される。その結果、塗布された組成物の外気の接する表面における表
面張力が低下し、外気に接する表面のレベリング性（表面平滑性）が向上する。また、上
記化合物（ＩＩＩ’）中に含まれるスルホン酸基を中心とする部分は、組成物表面とは反
対側（内部方向）を向いているものと推定される。その結果、このスルホン酸基を中心と
する部分は、化合物（Ｉ）に含まれる親水基、好ましくはアニオン性親水基を中心とする
部分と相互作用し、化合物（Ｉ）に由来する親水基、好ましくはアニオン性親水基が、組
成物の外気に接する表面の近傍により集中しやすくなり、親水基、好ましくはアニオン性
親水基が表面に傾斜した構造が形成される。そしてこのような構造を有する本発明の組成
物を重合することによりこの構造が固定され、外気に接する表面に親水基、好ましくはア
ニオン性親水基が偏析した架橋樹脂が得られる。
【０１９３】
　上記化合物（ＩＩＩ’）としては、親水性を向上させるには、スルホン酸基数がより多
い化合物が好ましい傾向にあるが、レベリング性を向上させるためには、スルホン酸基数
が比較的少なくかつ有機残基部分の分子量が大きい化合物が好ましい傾向にある。そのた
め、化合物（ＩＩＩ’）の分子量は、通常２００～１，０００，０００の範囲、好ましく
は２５０～１００，０００の範囲、より好ましくは３００～１０，０００の範囲である。
分子量が上記範囲にあることにより、親水性が高くレベリング性に優れるコーティング膜
が得られる。
【０１９４】
　上記界面活性剤の中でも、下記一般式（３００）で表される化合物が好ましい。
【０１９５】
【化５８】

【０１９６】
　上記式（３００）中、Ｒは炭素数４～１００の有機残基を表し、ＦＧはアニオン性親水
基、カチオン性親水基、および水酸基から選ばれる少なくとも１つの基を含む親水基を表
し、ｎはＦＧに結合するＲの数であり、１または２を表し、ｎ０はＲに結合するＦＧの数
であり、１～５の整数を表し、（基Ｒの価数）×ｎ＝（基ＦＧの価数）×ｎ０を満足し、
ＦＧが水酸基を１つ含む基である場合にはｎ０は２～５の整数を表す。
【０１９７】
　上記ＦＧとなる、アニオン性親水基を含む基としては、例えば、下記一般式（３０１）
～（３０８）で表される親水基が挙げられる。
【０１９８】
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【化５９】

【０１９９】
　上記式（３０１）中、Ｍは水素原子、アルカリ金属、１／２原子のアルカリ土類金属、
またはアンモニウムイオンを表し、＃３は式（３００）のＲに含まれる炭素原子に結合す
る結合手を表す。
【０２００】

【化６０】

【０２０１】
　上記式（３０２）中、Ｍは水素原子、アルカリ金属、１／２原子のアルカリ土類金属、
またはアンモニウムイオンを表し、＃３は式（３００）のＲに含まれる炭素原子に結合す
る結合手を表す。
【０２０２】
【化６１】

【０２０３】
　上記式（３０３）中、Ｍは水素原子、アルカリ金属、１／２原子のアルカリ土類金属、
またはアンモニウムイオンを表し、＃３は式（３００）のＲに含まれる炭素原子に結合す
る結合手を表す。
【０２０４】

【化６２】

【０２０５】
　上記式（３０４）中、Ｍは水素原子、アルカリ金属、１／２原子のアルカリ土類金属、
またはアンモニウムイオンを表し、＃３は式（３００）のＲに含まれる炭素原子に結合す
る結合手を表す。
【０２０６】

【化６３】

【０２０７】
　上記式（３０５）中、Ｍは水素原子、アルカリ金属、１／２原子のアルカリ土類金属、
またはアンモニウムイオンを表し、＃３は式（３００）のＲに含まれる炭素原子に結合す
る結合手を表す。
【０２０８】
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【化６４】

【０２０９】
　上記式（３０６）中、ｒ5およびｒ6は、独立して水素原子、メチル基、エチル基、また
は水酸基を表し、ｎ５０は０～５の整数を表し、Ｘは、－Ｏ－，－Ｓ－，－ＮＨ－，また
は－ＮＣＨ3－を表し、Ｍは水素原子、アルカリ金属、１／２原子のアルカリ土類金属、
またはアンモニウムイオンを表し、＃３は式（３００）のＲに含まれる炭素原子に結合す
る結合手を表す。
【０２１０】
【化６５】

【０２１１】
　上記式（３０７）中、Ｘは、－Ｏ－，－Ｓ－，－ＮＨ－，または－ＮＣＨ3－を表し、
Ｍは水素原子、アルカリ金属、１／２原子のアルカリ土類金属、またはアンモニウムイオ
ンを表し、＃３は式（３００）のＲに含まれる炭素原子に結合する結合手を表す。
【０２１２】

【化６６】

【０２１３】
　上記式（３０８）中、Ｍは水素原子、アルカリ金属、１／２原子のアルカリ土類金属、
またはアンモニウムイオンを表し、＃３は式（３００）のＲに含まれる炭素原子に結合す
る結合手を表す。
【０２１４】
　ＦＧが上記一般式（３０１）で表される界面活性剤としては、例えば、アルキルスルホ
ン酸系界面活性剤、アルケニルスルホン酸系界面活性剤（ただし、その界面活性剤に含ま
れるアルケニル基は重合性ではない。）、アルキル酢酸スルホン酸系界面活性剤、Ｎ－ア
シル化スルホン酸系界面活性剤、ヒドロキシアルカンスルホン酸系界面活性剤、アリール
スルホン酸系界面活性剤、スルホコハク酸エステル系界面活性剤などが挙げられる。
【０２１５】
　アルキルスルホン酸系界面活性剤としては、例えば、ブチルスルホン酸、ペンチルスル
ホン酸、ヘキシルスルホン酸、ヘプチルスルホン酸、オクチルスルホン酸、ノニルスルホ
ン酸、デシルスルホン酸、ウンデシルスルホン酸、ドデシルスルホン酸、トリデシルスル
ホン酸、テトラデシルスルホン酸、ペンタデシルスルホン酸ナトリウム、ヘキサデシルス
ルホン酸、ヘプタデシルスルホン酸、オクタデシルスルホン酸、ノナデシルスルホン酸、
イコサニルスルホン酸およびこれら化合物のアルカリ金属塩、アンモニウム塩、アルカリ
土類金属塩などが挙げられる。
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【０２１６】
　アルケニルスルホン酸系界面活性剤としては、例えば、ブチニルスルホン酸、ヘキシニ
ルスルホン酸、オクチニルスルホン酸、デシニルスルホン酸、ドデシニルスルホン酸、テ
トラデシニルスルホン酸、ヘキサデシニルスルホン酸、オクタデシニルスルホン酸、イコ
サニルスルホン酸、
ブチニルオキシスルホン酸、ヘキシニルオキシスルホン酸、オクチニルオキシスルホン酸
、デシニルオキシスルホン酸、ドデシニルオキシスルホン酸、テトラデシニルオキシスル
ホン酸、ヘキサデシニルオキシスルホン酸、オクタデシニルオキシスルホン酸、イコサニ
ルオキシスルホン酸、
ブチニルオキシ－３－オキサペンチルスルホン酸、ヘキシニルオキシ－３－オキサペンチ
ルスルホン酸、オクチニルオキシ－３－オキサペンチルスルホン酸、デシニルオキシ－３
－オキサペンチルスルホン酸、ドデシニルオキシ－３－オキサペンチルスルホン酸、テト
ラデシニルオキシ－３－オキサペンチルスルホン酸、ヘキサデシニルオキシ－３－オキサ
ペンチルスルホン酸、オクタデシニルオキシ－３－オキサペンチルスルホン酸、イコサニ
ルオキシ－３－オキサペンチルスルホン酸、
ブチニルオキシ－３，６－ジオキサオクチルスルホン酸、ヘキシニルオキシ－３，６－ジ
オキサオクチルスルホン酸、オクチニルオキシ－３，６－ジオキサオクチルスルホン酸、
デシニルオキシ－３，６－ジオキサオクチルスルホン酸、ドデシニルオキシ－３，６－ジ
オキサオクチルスルホン酸、テトラデシニルオキシ－３，６－ジオキサオクチルスルホン
酸、ヘキサデシニルオキシ－３，６－ジオキサオクチルスルホン酸、オクタデシニルオキ
シ－３，６－ジオキサオクチルスルホン酸、イコサニルオキシ－３，６－ジオキサオクチ
ルスルホン酸、
ブチニルオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシルスルホン酸、ヘキシニルオキシ－３
，６，９－トリオキサウンデシルスルホン酸、オクチニルオキシ－３，６，９－トリオキ
サウンデシルスルホン酸、デシニルオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシルスルホン
酸、ドデシニルオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシルスルホン酸、テトラデシニル
オキシ－３，６，９－トリオキサウンデシルスルホン酸、ヘキサデシニルオキシ－３，６
，９－トリオキサウンデシルスルホン酸、オクタデシニルオキシ－３，６，９－トリオキ
サウンデシルスルホン酸、イコサニルオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシルスルホ
ン酸、およびこれら化合物のアルカリ金属塩、アンモニウム塩、アルカリ土類金属塩など
が挙げられる。
【０２１７】
　アルキル酢酸スルホン酸系界面活性剤としては、例えば、α－スルホ酢酸エチル、α－
スルホ酢酸プロピル、α－スルホ酢酸ブチル、α－スルホ酢酸ペンチル、α－スルホ酢酸
ヘキシル、α－スルホ酢酸ヘプチル、α－スルホ酢酸オクチル、α－スルホ酢酸ノニル、
α－スルホ酢酸デシル、α－スルホ酢酸ドデシル、α－スルホ酢酸テトラデシル、α－ス
ルホ酢酸ヘキサデシル、α－スルホ酢酸オクタデシル、α－スルホ酢酸イコシル、および
これら化合物のアルカリ金属塩、アンモニウム塩、アルカリ土類金属塩などが挙げられる
。
【０２１８】
　Ｎ－アシル化スルホン酸系界面活性剤としては例えば、２－ヘキシル酸アミド－エタン
スルホン酸、２－オクチル酸アミド－エタンスルホン酸、２－ラウリン酸アミド－エタン
スルホン酸、２－ミリスチン酸アミド－エタンスルホン酸、２－パルミチン酸アミド－エ
タンスルホン酸、２－ステアリン酸アミド－エタンスルホン酸、２－オレイン酸アミド－
エタンスルホン酸、２－ベヘニン酸アミド－エタンスルホン酸、
Ｎ－メチル－２－ヘキシル酸アミド－エタンスルホン酸、Ｎ－メチル－２－オクチル酸ア
ミド－エタンスルホン酸、Ｎ－メチル－２－ラウリン酸アミド－エタンスルホン酸、Ｎ－
メチル－２－ミリスチン酸アミド－エタンスルホン酸、Ｎ－メチル－２－パルミチン酸ア
ミド－エタンスルホン酸、Ｎ－メチル－２－ステアリン酸アミド－エタンスルホン酸、Ｎ
－メチル－２－オレイン酸アミド－エタンスルホン酸、Ｎ－メチル－２－ベヘニン酸アミ
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ド－エタンスルホン酸、３－ヘキシル酸アミド－プロパンスルホン酸、３－オクチル酸ア
ミド－プロパンスルホン酸、３－ラウリン酸アミド－プロパンスルホン酸、３－ミリスチ
ン酸アミド－プロパンスルホン酸、３－パルミチン酸アミド－プロパンスルホン酸、３－
ステアリン酸アミド－プロパンスルホン酸、３－オレイン酸アミド－プロパンスルホン酸
、３－ベヘニン酸アミド－プロパンスルホン酸、およびこれら化合物のアルカリ金属塩、
アンモニウム塩、アルカリ土類金属塩などが挙げられる。
【０２１９】
　ヒドロキシアルカンスルホン酸系界面活性剤としては、例えば、２－ヒドロキシブチル
スルホン酸ナトリウム、２－ヒドロキシペンチルスルホン酸ナトリウム、２－ヒドロキシ
ヘキシルスルホン酸ナトリウム、２－ヒドロキシヘプチルスルホン酸ナトリウム、２－ヒ
ドロキシオクチルスルホン酸ナトリウム、２－ヒドロキシノニルスルホン酸ナトリウム、
２－ヒドロキシデシルスルホン酸ナトリウム、２－ヒドロキシウンデシルスルホン酸ナト
リウム、２－ヒドロキシドデシルスルホン酸ナトリウム、２－ヒドロキシトリデシルスル
ホン酸ナトリウム、２－ヒドロキシテトラデシルスルホン酸ナトリウム、２－ヒドロキシ
ペンタデシルスルホン酸ナトリウム、２－ヒドロキシヘキサデシルスルホン酸ナトリウム
、２－ヒドロキシヘプタデシルスルホン酸ナトリウム、２－ヒドロキシオクタデシルスル
ホン酸、２－ヒドロキシオクタデシルスルホン酸ナトリウム、２－ヒドロキシオクタデシ
ルスルホン酸カリウム、２－ヒドロキシオクタデシルスルホン酸アンモニウム、２－ヒド
ロキシオクタデシルスルホン酸マグネシウム、２－ヒドロキシオクタデシルスルホン酸カ
ルシウム、２－ヒドロキシノナデシルスルホン酸ナトリウム、２－ヒドロキシイコサニル
スルホン酸ナトリウム、
３－ヒドロキシブチルスルホン酸ナトリウム、３－ヒドロキシペンチルスルホン酸ナトリ
ウム、３－ヒドロキシヘキシルスルホン酸ナトリウム、３－ヒドロキシヘプチルスルホン
酸ナトリウム、３－ヒドロキシオクチルスルホン酸ナトリウム、３－ヒドロキシノニルス
ルホン酸ナトリウム、３－ヒドロキシデシルスルホン酸ナトリウム、３－ヒドロキシウン
デシルスルホン酸ナトリウム、３－ヒドロキシドデシルスルホン酸ナトリウム、３－ヒド
ロキシトリデシルスルホン酸ナトリウム、３－ヒドロキシテトラデシルスルホン酸ナトリ
ウム、３－ヒドロキシペンタデシルスルホン酸ナトリウム、３－ヒドロキシヘキサデシル
スルホン酸ナトリウム、３－ヒドロキシヘプタデシルスルホン酸ナトリウム、３－ヒドロ
キシオクタデシルスルホン酸、３－ヒドロキシオクタデシルスルホン酸ナトリウム、３－
ヒドロキシオクタデシルスルホン酸カリウム、３－ヒドロキシオクタデシルスルホン酸ア
ンモニウム、３－ヒドロキシオクタデシルスルホン酸マグネシウム、３－ヒドロキシオク
タデシルスルホン酸カルシウム、３－ヒドロキシノナデシルスルホン酸ナトリウム、３－
ヒドロキシイコサニルスルホン酸ナトリウム、
４－ヒドロキシブチルスルホン酸ナトリウム、４－ヒドロキシペンチルスルホン酸ナトリ
ウム、４－ヒドロキシヘキシルスルホン酸ナトリウム、４－ヒドロキシヘプチルスルホン
酸ナトリウム、４－ヒドロキシオクチルスルホン酸ナトリウム、４－ヒドロキシノニルス
ルホン酸ナトリウム、４－ヒドロキシデシルスルホン酸ナトリウム、４－ヒドロキシウン
デシルスルホン酸ナトリウム、４－ヒドロキシドデシルスルホン酸ナトリウム、４－ヒド
ロキシトリデシルスルホン酸ナトリウム、４－ヒドロキシテトラデシルスルホン酸ナトリ
ウム、４－ヒドロキシペンタデシルスルホン酸ナトリウム、４－ヒドロキシヘキサデシル
スルホン酸ナトリウム、４－ヒドロキシヘプタデシルスルホン酸ナトリウム、４－ヒドロ
キシオクタデシルスルホン酸、４－ヒドロキシオクタデシルスルホン酸ナトリウム、４－
ヒドロキシオクタデシルスルホン酸カリウム、４－ヒドロキシオクタデシルスルホン酸ア
ンモニウム、４－ヒドロキシオクタデシルスルホン酸マグネシウム、４－ヒドロキシオク
タデシルスルホン酸カルシウム、４－ヒドロキシノナデシルスルホン酸ナトリウム、４－
ヒドロキシイコサニルスルホン酸ナトリウムなどが挙げられる。
【０２２０】
　アリールスルホン酸系界面活性剤としては、例えば、フェニルスルホン酸ナトリウム、
メチルベンゼンスルホン酸ナトリウム、エチルベンゼンスルホン酸ナトリウム、プロピル
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ベンゼンスルホン酸ナトリウム、ブチルベンゼンスルホン酸ナトリウム、ペンチルベンゼ
ンスルホン酸ナトリウム、ヘキシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、ヘプチルベンゼンス
ルホン酸ナトリウム、オクチルベンゼンスルホン酸ナトリウム、ノニルベンゼンスルホン
酸、ノニルベンゼンスルホン酸ナトリウム、ノニルベンゼンスルホン酸カリウム、ノニル
ベンゼンスルホン酸アンモニウム、ノニルベンゼンスルホン酸マグネシウム、ノニルベン
ゼンスルホン酸カルシウム、デシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、ウンデシルベンゼン
スルホン酸ナトリウム、ドデシルベンゼンスルホン酸、ドデシルベンゼンスルホン酸ナト
リウム、ドデシルベンゼンスルホン酸カリウム、ドデシルベンゼンスルホン酸アンモニウ
ム、ドデシルベンゼンスルホン酸マグネシウム、ドデシルベンゼンスルホン酸カルシウム
、トリデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、テトラデシルベンゼンスルホン酸ナトリウ
ム、ペンタデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、ヘキサデシルベンゼンスルホン酸ナト
リウム、ヘプタデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、オクタデシルベンゼンスルホン酸
ナトリウム、ノナデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、イコサニルベンゼンスルホン酸
ナトリウム、
ジ（メチル）ベンゼンスルホン酸ナトリウム、ジ（エチル）ベンゼンスルホン酸ナトリウ
ム、ジ（プロピル）ベンゼンスルホン酸ナトリウム、ジ（ブチル）ベンゼンスルホン酸ナ
トリウム、ジ（ペンチル）ベンゼンスルホン酸ナトリウム、ジ（ヘキシル）ベンゼンスル
ホン酸ナトリウム、ジ（ヘプチル）ベンゼンスルホン酸ナトリウム、ジ（オクチル）ベン
ゼンスルホン酸ナトリウム、ジ（ノニル）ベンゼンスルホン酸ナトリウム、ジ（デシル）
ベンゼンスルホン酸ナトリウム、ジ（ウンデシル）ベンゼンスルホン酸ナトリウム、ジ（
ドデシル）ベンゼンスルホン酸ナトリウム、ジ（トリデシル）ベンゼンスルホン酸ナトリ
ウム、ジ（テトラデシル）ベンゼンスルホン酸ナトリウム、ジ（ペンタデシル）ベンゼン
スルホン酸ナトリウム、ジ（ヘキサデシル）ベンゼンスルホン酸ナトリウム、ジ（ヘプタ
デシル）ベンゼンスルホン酸ナトリウム、ジ（オクタデシル）ベンゼンスルホン酸ナトリ
ウム、ジ（ノナデシル）ベンゼンスルホン酸ナトリウム、ジ（イコサニル）ベンゼンスル
ホン酸ナトリウム、
トリ（メチル）ベンゼンスルホン酸ナトリウム、トリ（エチル）ベンゼンスルホン酸ナト
リウム、トリ（プロピル）ベンゼンスルホン酸ナトリウム、トリ（ブチル）ベンゼンスル
ホン酸ナトリウム、トリ（ペンチル）ベンゼンスルホン酸ナトリウム、トリ（ヘキシル）
ベンゼンスルホン酸ナトリウム、トリ（ヘプチル）ベンゼンスルホン酸ナトリウム、トリ
（オクチル）ベンゼンスルホン酸ナトリウム、トリ（ノニル）ベンゼンスルホン酸ナトリ
ウム、トリ（デシル）ベンゼンスルホン酸ナトリウム、トリ（ウンデシル）ベンゼンスル
ホン酸ナトリウム、トリ（ドデシル）ベンゼンスルホン酸ナトリウム、トリ（トリデシル
）ベンゼンスルホン酸ナトリウム、トリ（テトラデシル）ベンゼンスルホン酸ナトリウム
、トリ（ペンタデシル）ベンゼンスルホン酸ナトリウム、トリ（ヘキサデシル）ベンゼン
スルホン酸ナトリウム、トリ（ヘプタデシル）ベンゼンスルホン酸ナトリウム、トリ（オ
クタデシル）ベンゼンスルホン酸ナトリウム、トリ（ノナデシル）ベンゼンスルホン酸ナ
トリウム、トリ（イコサニル）ベンゼンスルホン酸ナトリウム、ナフタレンスルホン酸ナ
トリウム、メチルナフタレンスルホン酸ナトリウム、エチルナフタレンスルホン酸ナトリ
ウム、プロピルナフタレンスルホン酸ナトリウム、ブチルナフタレンスルホン酸ナトリウ
ム、ペンチルナフタレンスルホン酸ナトリウム、ヘキシルナフタレンスルホン酸ナトリウ
ム、ヘプチルナフタレンスルホン酸ナトリウム、オクチルナフタレンスルホン酸ナトリウ
ム、ノニルナフタレンスルホン酸ナトリウム、デシルナフタレンスルホン酸ナトリウム、
ウンデシルナフタレンスルホン酸ナトリウム、ドデシルナフタレンスルホン酸ナトリウム
、トリデシルナフタレンスルホン酸ナトリウム、テトラデシルナフタレンスルホン酸ナト
リウム、ペンタデシルナフタレンスルホン酸ナトリウム、ヘキサデシルナフタレンスルホ
ン酸ナトリウム、ヘプタデシルナフタレンスルホン酸ナトリウム、オクタデシルナフタレ
ンスルホン酸（ステアリルナフタレンスルホン酸）、オクタデシルナフタレンスルホン酸
（ステアリルナフタレンスルホン酸）ナトリウム、オクタデシルナフタレンスルホン酸（
ステアリルナフタレンスルホン酸）カリウム、オクタデシルナフタレンスルホン酸（ステ
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アリルナフタレンスルホン酸）アンモニウム、オクタデシルナフタレンスルホン酸（ステ
アリルナフタレンスルホン酸）マグネシウム、オクタデシルナフタレンスルホン酸（ステ
アリルナフタレンスルホン酸）カルシウム、ノナデシルナフタレンスルホン酸ナトリウム
、イコサニルナフタレンスルホン酸ナトリウム、
ジ（メチル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム、ジ（エチル）ナフタレンスルホン酸ナト
リウム、ジ（プロピル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム、ジ（ブチル）ナフタレンスル
ホン酸ナトリウム、ジ（ペンチル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム、ジ（ヘキシル）ナ
フタレンスルホン酸ナトリウム、ジ（ヘプチル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム、ジ（
オクチル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム、ジ（ノニル）ナフタレンスルホン酸ナトリ
ウム、ジ（デシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム、ジ（ウンデシル）ナフタレンスル
ホン酸ナトリウム、ジ（ドデシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム、ジ（トリデシル）
ナフタレンスルホン酸ナトリウム、ジ（テトラデシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム
、ジ（ペンタデシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム、ジ（ヘキサデシル）ナフタレン
スルホン酸ナトリウム、ジ（ヘプタデシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム、ジ（オク
タデシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム、ジ（ノナデシル）ナフタレンスルホン酸ナ
トリウム、ジ（イコサニル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム、
トリ（メチル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム、トリ（エチル）ナフタレンスルホン酸
ナトリウム、トリ（プロピル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム、トリ（ブチル）ナフタ
レンスルホン酸ナトリウム、トリ（ペンチル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム、トリ（
ヘキシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム、トリ（ヘプチル）ナフタレンスルホン酸ナ
トリウム、トリ（オクチル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム、トリ（ノニル）ナフタレ
ンスルホン酸ナトリウム、トリ（デシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム、トリ（ウン
デシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム、トリ（ドデシル）ナフタレンスルホン酸ナト
リウム、トリ（トリデシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム、トリ（テトラデシル）ナ
フタレンスルホン酸ナトリウム、トリ（ペンタデシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム
、トリ（ヘキサデシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム、トリ（ヘプタデシル）ナフタ
レンスルホン酸ナトリウム、トリ（オクタデシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム、ト
リ（ノナデシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム、トリ（イコサニル）ナフタレンスル
ホン酸ナトリウム、
ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、メチルナフタレンスルホン酸ナトリ
ウムホルマリン縮合物、エチルナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、プロ
ピルナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、ブチルナフタレンスルホン酸ナ
トリウムホルマリン縮合物、ペンチルナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物
、ヘキシルナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、ヘプチルナフタレンスル
ホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、オクチルナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリ
ン縮合物、ノニルナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、デシルナフタレン
スルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、ウンデシルナフタレンスルホン酸ナトリウムホ
ルマリン縮合物、ドデシルナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、トリデシ
ルナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、テトラデシルナフタレンスルホン
酸ナトリウムホルマリン縮合物、ペンタデシルナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリ
ン縮合物、ヘキサデシルナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、ヘプタデシ
ルナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、オクタデシルナフタレンスルホン
酸（ステアリルナフタレンスルホン酸）ホルマリン縮合物、オクタデシルナフタレンスル
ホン酸（ステアリルナフタレンスルホン酸）ナトリウムホルマリン縮合物、オクタデシル
ナフタレンスルホン酸（ステアリルナフタレンスルホン酸）カリウムホルマリン縮合物、
オクタデシルナフタレンスルホン酸（ステアリルナフタレンスルホン酸）アンモニウムホ
ルマリン縮合物、オクタデシルナフタレンスルホン酸（ステアリルナフタレンスルホン酸
）マグネシウムホルマリン縮合物、オクタデシルナフタレンスルホン酸（ステアリルナフ
タレンスルホン酸）カルシウムホルマリン縮合物、ノナデシルナフタレンスルホン酸ナト
リウムホルマリン縮合物、イコサニルナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物
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、
ジ（メチル）ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、ジ（エチル）ナフタレ
ンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、ジ（プロピル）ナフタレンスルホン酸ナトリ
ウムホルマリン縮合物、ジ（ブチル）ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物
、ジ（ペンチル）ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、ジ（ヘキシル）ナ
フタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、ジ（ヘプチル）ナフタレンスルホン酸
ナトリウムホルマリン縮合物、ジ（オクチル）ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリ
ン縮合物、ジ（ノニル）ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、ジ（デシル
）ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、ジ（ウンデシル）ナフタレンスル
ホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、ジ（ドデシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウムホ
ルマリン縮合物、ジ（トリデシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、
ジ（テトラデシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、ジ（ペンタデシ
ル）ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、ジ（ヘキサデシル）ナフタレン
スルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、ジ（ヘプタデシル）ナフタレンスルホン酸ナト
リウムホルマリン縮合物、ジ（オクタデシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリ
ン縮合物、ジ（ノナデシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、ジ（イ
コサニル）ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、
トリ（メチル）ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、トリ（エチル）ナフ
タレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、トリ（プロピル）ナフタレンスルホン酸
ナトリウムホルマリン縮合物、トリ（ブチル）ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリ
ン縮合物、トリ（ペンチル）ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、トリ（
ヘキシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、トリ（ヘプチル）ナフタ
レンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、トリ（オクチル）ナフタレンスルホン酸ナ
トリウムホルマリン縮合物、トリ（ノニル）ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン
縮合物、トリ（デシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、トリ（ウン
デシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、トリ（ドデシル）ナフタレ
ンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、トリ（トリデシル）ナフタレンスルホン酸ナ
トリウムホルマリン縮合物、トリ（テトラデシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウムホル
マリン縮合物、トリ（ペンタデシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物
、トリ（ヘキサデシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、トリ（ヘプ
タデシル）ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、トリ（オクタデシル）ナ
フタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、トリ（ノナデシル）ナフタレンスルホ
ン酸ナトリウムホルマリン縮合物、トリ（イコサニル）ナフタレンスルホン酸ナトリウム
ホルマリン縮合物、
ジフェニルエーテルスルホン酸ナトリウム、メチルジフェニルエーテルスルホン酸ナトリ
ウム、エチルジフェニルエーテルスルホン酸ナトリウム、プロピルジフェニルエーテルス
ルホン酸ナトリウム、ブチルジフェニルエーテルスルホン酸ナトリウム、ペンチルジフェ
ニルエーテルスルホン酸ナトリウム、ヘキシルジフェニルエーテルスルホン酸ナトリウム
、ヘプチルジフェニルエーテルスルホン酸ナトリウム、オクチルジフェニルエーテルスル
ホン酸ナトリウム、ノニルジフェニルエーテルスルホン酸、ノニルジフェニルエーテルス
ルホン酸ナトリウム、ノニルジフェニルエーテルスルホン酸カリウム、ノニルジフェニル
エーテルスルホン酸アンモニウム、ノニルジフェニルエーテルスルホン酸マグネシウム、
ノニルジフェニルエーテルスルホン酸カルシウム、デシルジフェニルエーテルスルホン酸
ナトリウム、ウンデシルジフェニルエーテルスルホン酸ナトリウム、ドデシルジフェニル
エーテルスルホン酸、ドデシルジフェニルエーテルスルホン酸ナトリウム、ドデシルジフ
ェニルエーテルスルホン酸カリウム、ドデシルジフェニルエーテルスルホン酸アンモニウ
ム、ドデシルジフェニルエーテルスルホン酸マグネシウム、ドデシルジフェニルエーテル
スルホン酸カルシウム、トリデシルジフェニルエーテルスルホン酸ナトリウム、テトラデ
シルジフェニルエーテルスルホン酸ナトリウム、ペンタデシルジフェニルエーテルスルホ
ン酸ナトリウム、ヘキサデシルジフェニルエーテルスルホン酸ナトリウム、ヘプタデシル
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ジフェニルエーテルスルホン酸ナトリウム、オクタデシルジフェニルエーテルスルホン酸
ナトリウム、ノナデシルジフェニルエーテルスルホン酸ナトリウム、イコサニルジフェニ
ルエーテルスルホン酸ナトリウム、
ジフェニルエーテルジスルホン酸ナトリウム、メチルジフェニルエーテルジスルホン酸ナ
トリウム、エチルジフェニルエーテルジスルホン酸ナトリウム、プロピルジフェニルエー
テルジスルホン酸ナトリウム、ブチルジフェニルエーテルジスルホン酸ナトリウム、ペン
チルジフェニルエーテルジスルホン酸ナトリウム、ヘキシルジフェニルエーテルジスルホ
ン酸ナトリウム、ヘプチルジフェニルエーテルジスルホン酸ナトリウム、オクチルジフェ
ニルエーテルジスルホン酸ナトリウム、ノニルジフェニルエーテルジスルホン酸、ノニル
ジフェニルエーテルジスルホン酸ナトリウム、ノニルジフェニルエーテルジスルホン酸カ
リウム、ノニルジフェニルエーテルジスルホン酸アンモニウム、ノニルジフェニルエーテ
ルジスルホン酸マグネシウム、ノニルジフェニルエーテルジスルホン酸カルシウム、デシ
ルジフェニルエーテルジスルホン酸ナトリウム、ウンデシルジフェニルエーテルジスルホ
ン酸ナトリウム、ドデシルジフェニルエーテルジスルホン酸、ドデシルジフェニルエーテ
ルジスルホン酸ナトリウム、ドデシルジフェニルエーテルジスルホン酸カリウム、ドデシ
ルジフェニルエーテルジスルホン酸アンモニウム、ドデシルジフェニルエーテルジスルホ
ン酸マグネシウム、ドデシルジフェニルエーテルジスルホン酸カルシウム、トリデシルジ
フェニルエーテルジスルホン酸ナトリウム、テトラデシルジフェニルエーテルジスルホン
酸ナトリウム、ペンタデシルジフェニルエーテルジスルホン酸ナトリウム、ヘキサデシル
ジフェニルエーテルジスルホン酸ナトリウム、ヘプタデシルジフェニルエーテルジスルホ
ン酸ナトリウム、オクタデシルジフェニルエーテルジスルホン酸ナトリウム、ノナデシル
ジフェニルエーテルジスルホン酸ナトリウム、イコサニルジフェニルエーテルジスルホン
酸ナトリウムなどが挙げられる。
【０２２１】
　スルホコハク酸エステル系界面活性剤としては、例えば、モノ（メチル）スルホコハク
酸エステル・ジナトリウム、モノ（エチル）スルホコハク酸エステル・ジナトリウム、モ
ノ（プロピル）スルホコハク酸エステル・ジナトリウム、モノ（ブチル）スルホコハク酸
エステル、モノ（ブチル）スルホコハク酸エステル・ジナトリウム、モノ（ブチル）スル
ホコハク酸エステル・ジカリウム、モノ（ブチル）スルホコハク酸エステル・ジアンモニ
ウム、モノ（ブチル）スルホコハク酸エステル・マグネシウム、モノ（ブチル）スルホコ
ハク酸エステル・カルシウム、モノ（ペンチル）スルホコハク酸エステル・ジナトリウム
、モノ（ヘキシル）スルホコハク酸エステル・ジナトリウム、モノ（ヘプチル）スルホコ
ハク酸エステル・ジナトリウム、モノ（オクチル）スルホコハク酸エステル、モノ（オク
チル）スルホコハク酸エステル・ジナトリウム、モノ（オクチル）スルホコハク酸エステ
ル・ジカリウム、モノ（オクチル）スルホコハク酸エステル・ジアンモニウム、モノ（オ
クチル）スルホコハク酸エステル・マグネシウム、モノ（オクチル）スルホコハク酸エス
テル・カルシウム、（ノニル）スルホコハク酸エステル、モノ（ノニル）スルホコハク酸
エステル・ジナトリウム、モノ（ノニル）スルホコハク酸エステル・ジカリウム、モノ（
ノニル）スルホコハク酸エステル・ジアンモニウム、モノ（ノニル）スルホコハク酸エス
テル・マグネシウム、モノ（ノニル）スルホコハク酸エステル・カルシウム、モノ（デシ
ル）スルホコハク酸エステル・ジナトリウム、モノ（ウンデシル）スルホコハク酸エステ
ル・ジナトリウム、モノ（ドデシル）スルホコハク酸エステル、モノ（ドデシル）スルホ
コハク酸エステル・ジナトリウム、モノ（ドデシル）スルホコハク酸エステル・ジカリウ
ム、モノ（ドデシル）スルホコハク酸エステル・ジアンモニウム、モノ（ドデシル）スル
ホコハク酸エステル・マグネシウム、モノ（ドデシル）スルホコハク酸エステル・カルシ
ウム、モノ（トリデシル）スルホコハク酸エステル、モノ（トリデシル）スルホコハク酸
エステル・ジナトリウム、モノ（トリデシル）スルホコハク酸エステル・ジカリウム、モ
ノ（トリデシル）スルホコハク酸エステル・ジアンモニウム、モノ（トリデシル）スルホ
コハク酸エステル・マグネシウム、モノ（トリデシル）スルホコハク酸エステル・カルシ
ウム、モノ（テトラデシル）スルホコハク酸エステル、モノ（テトラデシル）スルホコハ
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ク酸エステル・ジナトリウム、モノ（テトラデシル）スルホコハク酸エステル・ジカリウ
ム、モノ（テトラデシル）スルホコハク酸エステル・ジアンモニウム、モノ（テトラデシ
ル）スルホコハク酸エステル・マグネシウム、モノ（テトラデシル）スルホコハク酸エス
テル・カルシウム、モノ（ペンタデシル）スルホコハク酸エステル・ジナトリウム、モノ
（ヘキサデシル）スルホコハク酸エステル、モノ（ヘキサデシル）スルホコハク酸エステ
ル・ジナトリウム、モノ（ヘキサデシル）スルホコハク酸エステル・ジカリウム、モノ（
ヘキサデシル）スルホコハク酸エステル・ジアンモニウム、モノ（ヘキサデシル）スルホ
コハク酸エステル・マグネシウム、モノ（ヘキサデシル）スルホコハク酸エステル・カル
シウム、モノ（ヘプタデシル）スルホコハク酸エステル・ジナトリウム、モノ（オクタデ
シル）スルホコハク酸エステル、モノ（オクタデシル）スルホコハク酸エステル・ジナト
リウム、モノ（オクタデシル）スルホコハク酸エステル・ジカリウム、モノ（オクタデシ
ル）スルホコハク酸エステル・ジアンモニウム、モノ（オクタデシル）スルホコハク酸エ
ステル・マグネシウム、モノ（オクタデシル）スルホコハク酸エステル・カルシウム、モ
ノ（ノナデシル）スルホコハク酸エステル・ジナトリウム、モノ（イコサニル）スルホコ
ハク酸エステル・ジナトリウム、モノ（ベンジル）スルホコハク酸エステル・ジナトリウ
ム、
モノ（ブトキシエチル）スルホコハク酸エステル・ジナトリウム、モノ（ヘキシロキシエ
チル）スルホコハク酸エステル・ジナトリウム、モノ（オクチロキシエチル）スルホコハ
ク酸エステル・ジナトリウム、モノ（ノニロキシエチル）スルホコハク酸エステル・ジナ
トリウム、モノ（デシロキシエチル）スルホコハク酸エステル・ジナトリウム、モノ（ウ
ンデシロキシエチル）スルホコハク酸エステル・ジナトリウム、モノ（ドデシロキシエチ
ル）スルホコハク酸エステル・ジナトリウム、モノ（トリデシロキシエチル）スルホコハ
ク酸エステル・ジナトリウム、モノ（テトラデシロキシエチル）スルホコハク酸エステル
・ジナトリウム、モノ（ペンタデシロキシエチル）スルホコハク酸エステル・ジナトリウ
ム、モノ（ヘキサデシロキシエチル）スルホコハク酸エステル・ジナトリウム、モノ（へ
プタデシロキシエチル）スルホコハク酸エステル・ジナトリウム、モノ（オクタデシロキ
シエチル）スルホコハク酸エステル・ナトリウム、モノ（オクタデシロキシエチル）スル
ホコハク酸エステル・ジナトリウム、モノ（オクタデシロキシエチル）スルホコハク酸エ
ステル・カリウム、モノ（オクタデシロキシエチル）スルホコハク酸エステル・ジカリウ
ム、モノ（オクタデシロキシエチル）スルホコハク酸エステル・アンモニウム、モノ（オ
クタデシロキシエチル）スルホコハク酸エステル・ジアンモニウム、モノ（オクタデシロ
キシエチル）スルホコハク酸エステル・カルシウム、モノ（ノナデシロキシエチル）スル
ホコハク酸エステル・ジナトリウム、モノ（イコサノロキシエチル）スルホコハク酸エス
テル・ジナトリウム、
ジ（メチル）スルホコハク酸エステル・ナトリウム、ジ（エチル）スルホコハク酸エステ
ル・ナトリウム、ジ（プロピル）スルホコハク酸エステル・ナトリウム、ジ（ブチル）ス
ルホコハク酸エステル、ジ（ブチル）スルホコハク酸エステル・ナトリウム、ジ（ブチル
）スルホコハク酸エステル・カリウム、ジ（ブチル）スルホコハク酸エステル・アンモニ
ウム、ジ（ブチル）スルホコハク酸エステル・マグネシウム、ジ（ブチル）スルホコハク
酸エステル・カルシウム、ジ（ペンチル）スルホコハク酸エステル・ナトリウム、ジ（ヘ
キシル）スルホコハク酸エステル・ナトリウム、ジ（ヘプチル）スルホコハク酸エステル
・ナトリウム、ジ（オクチル）スルホコハク酸エステル、ジ（オクチル）スルホコハク酸
エステル・ナトリウム、ジ（オクチル）スルホコハク酸エステル・カリウム、ジ（オクチ
ル）スルホコハク酸エステル・アンモニウム、ジ（オクチル）スルホコハク酸エステル・
マグネシウム、ジ（オクチル）スルホコハク酸エステル・カルシウム、（ノニル）スルホ
コハク酸エステル、ジ（ノニル）スルホコハク酸エステル・ナトリウム、ジ（ノニル）ス
ルホコハク酸エステル・カリウム、ジ（ノニル）スルホコハク酸エステル・アンモニウム
、ジ（ノニル）スルホコハク酸エステル・マグネシウム、ジ（ノニル）スルホコハク酸エ
ステル・カルシウム、ジ（デシル）スルホコハク酸エステル・ナトリウム、ジ（ウンデシ
ル）スルホコハク酸エステル・ナトリウム、ジ（ドデシル）スルホコハク酸エステル、ジ
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（ドデシル）スルホコハク酸エステル・ナトリウム、ジ（ドデシル）スルホコハク酸エス
テル・カリウム、ジ（ドデシル）スルホコハク酸エステル・アンモニウム、ジ（ドデシル
）スルホコハク酸エステル・マグネシウム、ジ（ドデシル）スルホコハク酸エステル・カ
ルシウム、ジ（トリデシル）スルホコハク酸エステル、ジ（トリデシル）スルホコハク酸
エステル・ナトリウム、ジ（トリデシル）スルホコハク酸エステル・カリウム、ジ（トリ
デシル）スルホコハク酸エステル・アンモニウム、ジ（トリデシル）スルホコハク酸エス
テル・マグネシウム、ジ（トリデシル）スルホコハク酸エステル・カルシウム、ジ（テト
ラデシル）スルホコハク酸エステル、ジ（テトラデシル）スルホコハク酸エステル・ナト
リウム、ジ（テトラデシル）スルホコハク酸エステル・カリウム、ジ（テトラデシル）ス
ルホコハク酸エステル・アンモニウム、ジ（テトラデシル）スルホコハク酸エステル・マ
グネシウム、ジ（テトラデシル）スルホコハク酸エステル・カルシウム、ジ（ペンタデシ
ル）スルホコハク酸エステル・ナトリウム、ジ（ヘキサデシル）スルホコハク酸エステル
、ジ（ヘキサデシル）スルホコハク酸エステル・ナトリウム、ジ（ヘキサデシル）スルホ
コハク酸エステル・カリウム、ジ（ヘキサデシル）スルホコハク酸エステル・アンモニウ
ム、ジ（ヘキサデシル）スルホコハク酸エステル・マグネシウム、ジ（ヘキサデシル）ス
ルホコハク酸エステル・カルシウム、ジ（ヘプタデシル）スルホコハク酸エステル・ナト
リウム、ジ（オクタデシル）スルホコハク酸エステル、ジ（オクタデシル）スルホコハク
酸エステル・ナトリウム、ジ（オクタデシル）スルホコハク酸エステル・カリウム、ジ（
オクタデシル）スルホコハク酸エステル・アンモニウム、ジ（オクタデシル）スルホコハ
ク酸エステル・マグネシウム、ジ（オクタデシル）スルホコハク酸エステル・カルシウム
、ジ（ノナデシル）スルホコハク酸エステル・ナトリウム、ジ（イコサニル）スルホコハ
ク酸エステル・ナトリウム、ジベンジルスルホコハク酸エステル・ナトリウム、
ジ（ブトキシエチル）スルホコハク酸エステル・ナトリウム、ジ（ヘキシロキシエチル）
スルホコハク酸エステル・ナトリウム、ジ（オクチロキシエチル）スルホコハク酸エステ
ル・ナトリウム、ジ（ノニロキシエチル）スルホコハク酸エステル・ナトリウム、ジ（デ
シロキシエチル）スルホコハク酸エステル・ナトリウム、ジ（ウンデシロキシエチル）ス
ルホコハク酸エステル・ナトリウム、ジ（ドデシロキシエチル）スルホコハク酸エステル
・ナトリウム、ジ（トリデシロキシエチル）スルホコハク酸エステル・ナトリウム、ジ（
テトラデシロキシエチル）スルホコハク酸エステル・ナトリウム、ジ（ペンタデシロキシ
エチル）スルホコハク酸エステル・ナトリウム、ジ（ヘキサデシロキシエチル）スルホコ
ハク酸エステル・ナトリウム、ジ（オクタデシロキシエチル）スルホコハク酸エステル・
ナトリウム、ジ（オクタデシロキシエチル）スルホコハク酸エステル・カリウム、ジ（オ
クタデシロキシエチル）スルホコハク酸エステル・アンモニウム、ジ（オクタデシロキシ
エチル）スルホコハク酸エステル・マグネシウム、ジ（オクタデシロキシエチル）スルホ
コハク酸エステル・カルシウム、（ノナデシロキシエチル）スルホコハク酸エステル・ナ
トリウム、（イコサノロキシエチル）スルホコハク酸エステル・ナトリウムなどが挙げら
れる。
【０２２２】
　ＦＧが一般式（３０１）で表される界面活性剤の中では、炭素数６～１００の有機残基
を有する化合物が好ましく、炭素数８～６０の有機残基を有する化合物であればより好ま
しく、炭素数１０～４０の有機残基を有する化合物であればさらに好ましい。また、上記
界面活性剤の中では、スルホコハク酸エステル系界面活性剤が比較的好ましい。
【０２２３】
　上記化合物（ＩＩＩ’）の中では、スルホコハク酸エステル系界面活性剤である下記一
般式（３０１－Ａ）で示される化合物が好ましい一態様である。該化合物は、スルホン酸
基が有機残基の比較的中心付近に存在し、かつ有機残基全体の分子量が比較的大きい。そ
のため、該化合物を含む組成物を基材等に塗布した際には、その化合物が外気に接する表
面に均一に分散して表面張力が低下させやすい傾向にあり、レベリング性も向上すること
が期待できる。
【０２２４】
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【化６７】

【０２２５】
　上記式（３０１－Ａ）中、Ｚは、水素イオン、アンモニウムイオン、アルカリ金属イオ
ン、または１／２原子のアルカリ土類金属イオンを表す。これらＺの中では、アルカリ金
属イオンが好ましく、ナトリウムイオン、カリウムイオンがより好ましい。
【０２２６】
　上記式（３０１－Ａ）中、Ｒ1およびＲ2は、それぞれ独立して、炭素数１～１００のエ
ステル残基を表す。これらＲ1およびＲ2の中では、炭素数４～５０のエステル残基が好ま
しく、炭素数６～３０のエステル残基がより好ましい。エステル残基としては、アルキル
エステル、アルキルアリールエステル、アルキルエーテルアルキレンエステル、およびア
ルキルアリールエーテルアルキルエステルなどが好ましい傾向にある。
【０２２７】
　エステル残基がアルキルエステルである一般式（３０１－Ａ）で示される化合物として
は、例えば、スルホコハク酸メチル、スルホコハク酸エチル、スルホコハク酸プロピル、
スルホコハク酸ブチル、スルホコハク酸ペンチル、スルホコハク酸ヘキシル、スルホコハ
ク酸オクチル、スルホコハク酸ノニル、スルホコハク酸デシル、スルホコハク酸ウンデシ
ル、スルホコハク酸ラウリル、スルホコハク酸ミリスチル、スルホコハク酸セチル、スル
ホコハク酸ステアリル、スルホコハク酸オレイル、スルホコハク酸リノリル、およびこれ
ら化合物のナトリウム塩、カリウム塩などが挙げられる。
【０２２８】
　エステル残基がアルキルアリールエステルである一般式（３０１－Ａ）で示される化合
物としては、例えば、スルホコハク酸フェニル、スルホコハク酸メチルフェニル、スルホ
コハク酸エチルフェニル、スルホコハク酸プロピルフェニル、スルホコハク酸ブチルフェ
ニル、スルホコハク酸ヘキシルフェニル、スルホコハク酸オクチルフェニル、スルホコハ
ク酸ノニルフェニル、スルホコハク酸デシルフェニル、スルホコハク酸ラウリルフェニル
、スルホコハク酸ミリスチルフェニル、スルホコハク酸セチルフェニル、スルホコハク酸
ステアリルフェニル、およびこれら化合物のナトリウム塩、カリウム塩などが挙げられる
。
【０２２９】
　エステル残基がアルキルエーテルアルキレンエステルである一般式（３０１－Ａ）で示
される化合物としては、例えば、スルホコハク酸ブトキシエチル、スルホコハク酸ヘキシ
ロキシエチル、スルホコハク酸オクチロキシエチル、スルホコハク酸ノニルオキシエチル
、スルホコハク酸デシルオキシエチル、スルホコハク酸ラウリルオキシエチル、スルホコ
ハク酸ミリスチルオキシエチル、スルホコハク酸セチルオキシエチル、スルホコハク酸ス
テアリルオキシエチル、
スルホコハク酸ブトキシプロピル、スルホコハク酸ヘキシロキシプロピル、スルホコハク
酸オクチロキシプロピル、スルホコハク酸ノニルオキシプロピル、スルホコハク酸デシル
オキシプロピル、スルホコハク酸ラウリルオキシプロピル、スルホコハク酸ミリスチルオ
キシプロピル、スルホコハク酸セチルオキシプロピル、スルホコハク酸ステアリルオキシ
プロピル、およびこれら化合物のナトリウム塩、カリウム塩などが挙げられる。
【０２３０】
　エステル残基がアルキルアリールエーテルアルキルエステルである一般式（３０１－Ａ
）で示される化合物としては、例えば、スルホコハク酸ブチルフェニルオキシプロピル、
スルホコハク酸オクチルフェニルオキシプロピル、スルホコハク酸ノニルフェニルオキシ
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プロピル、スルホコハク酸ラウリルフェニルオキシプロピル、スルホコハク酸ミリスチル
フェニルオキシプロピル、スルホコハク酸セチルフェニルオキシプロピル、スルホコハク
酸ステアリルフェニルオキシプロピル、およびこれら化合物のナトリウム塩、カリウム塩
などが挙げられる。
【０２３１】
　ＦＧが上記一般式（３０２）で表される界面活性剤としては、例えば、アルコール硫酸
エステル塩系界面活性剤、アリール硫酸エステル塩系界面活性剤、アルケニル硫酸塩系界
面活性剤（ただし、その界面活性剤に含まれるアルケニル基は重合性ではない。）などが
挙げられる。
【０２３２】
　アルコール硫酸エステル塩系界面活性剤としては、例えば、ブチル硫酸エステル・ナト
リウム、ペンチル硫酸エステル・ナトリウム、ヘキシル硫酸エステル・ナトリウム、ヘプ
チル硫酸エステル・ナトリウム、オクチル硫酸エステル・ナトリウム、ノニル硫酸エステ
ル・ナトリウム、デシル硫酸エステル・ナトリウム、ウンデシル硫酸エステル・ナトリウ
ム、ドデシル硫酸エステル・トリエタノールアミン塩、ドデシル硫酸エステル・ナトリウ
ム、ドデシル硫酸エステル・カリウム、ドデシル硫酸エステル・アンモニウム、ドデシル
硫酸エステル・マグネシウム、ドデシル硫酸エステル・カルシウム、トリデシル硫酸エス
テル・ナトリウム、テトラデシル硫酸エステル・ナトリウム、ペンタデシル硫酸エステル
・ナトリウム、ヘキサデシル硫酸エステル・ナトリウム、ヘプタデシル硫酸エステル・ナ
トリウム、オクタデシル硫酸エステル・ナトリウム、ノナデシル硫酸エステル・ナトリウ
ム、イコサニル硫酸エステル・ナトリウム、
３－ラウリン酸－２－ヒドロキシ－プロピル硫酸エステル・ナトリウム、３－ラウリン酸
－２－ヒドロキシ－プロピル硫酸エステル・カリウム、３－ラウリン酸－２－ヒドロキシ
－プロピル硫酸エステル・アンモニウム、３－ラウリン酸－２－ヒドロキシ－プロピル硫
酸エステル・マグネシウム、３－ラウリン酸－２－ヒドロキシ－プロピル硫酸エステル・
カルシウム、
３－ミリスチン酸－２－ヒドロキシ－プロピル硫酸エステル・ナトリウム、３－ミリスチ
ン酸－２－ヒドロキシ－プロピル硫酸エステル・カリウム、３－ミリスチン酸－２－ヒド
ロキシ－プロピル硫酸エステル・アンモニウム、３－ミリスチン酸－２－ヒドロキシ－プ
ロピル硫酸エステル・マグネシウム、３－ミリスチン酸－２－ヒドロキシ－プロピル硫酸
エステル・カルシウム、
３－パルミチン酸－２－ヒドロキシ－プロピル硫酸エステル・ナトリウム、３－パルミチ
ン酸－２－ヒドロキシ－プロピル硫酸エステル・カリウム、３－パルミチン酸－２－ヒド
ロキシ－プロピル硫酸エステル・アンモニウム、３－パルミチン酸－２－ヒドロキシ－プ
ロピル硫酸エステル・マグネシウム、３－パルミチン酸－２－ヒドロキシ－プロピル硫酸
エステル・カルシウム、
３－ステアリン酸－２－ヒドロキシ－プロピル硫酸エステル・ナトリウム、３－ステアリ
ン酸－２－ヒドロキシ－プロピル硫酸エステル・カリウム、３－ステアリン酸－２－ヒド
ロキシ－プロピル硫酸エステル・アンモニウム、３－ステアリン酸－２－ヒドロキシ－プ
ロピル硫酸エステル・マグネシウム、３－ステアリン酸－２－ヒドロキシ－プロピル硫酸
エステル・カルシウム、
３－オレイン酸－２－ヒドロキシ－プロピル硫酸エステル・ナトリウム、３－オレイン酸
－２－ヒドロキシ－プロピル硫酸エステル・カリウム、３－オレイン酸－２－ヒドロキシ
－プロピル硫酸エステル・アンモニウム、３－オレイン酸－２－ヒドロキシ－プロピル硫
酸エステル・マグネシウム、３－オレイン酸－２－ヒドロキシ－プロピル硫酸エステル・
カルシウム、
３－ベヘニン酸－２－ヒドロキシ－プロピル硫酸エステル・ナトリウム、３－ベヘニン酸
－２－ヒドロキシ－プロピル硫酸エステル・カリウム、３－ベヘニン酸－２－ヒドロキシ
－プロピル硫酸エステル・アンモニウム、３－ベヘニン酸－２－ヒドロキシ－プロピル硫
酸エステル・マグネシウム、３－ベヘニン酸－２－ヒドロキシ－プロピル硫酸エステル・
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カルシウム、
エチレングリコールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・ナトリウム、エチ
レングリコールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・カリウム、エチレング
リコールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・アンモニウム、エチレングリ
コールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・マグネシウム、エチレングリコ
ールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・カルシウム、
ジエチレングリコールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・ナトリウム、ジ
エチレングリコールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・カリウム、ジエチ
レングリコールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・アンモニウム、ジエチ
レングリコールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・マグネシウム、ジエチ
レングリコールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・カルシウム、
トリエチレングリコールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・ナトリウム、
トリエチレングリコールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・カリウム、ト
リエチレングリコールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・アンモニウム、
トリエチレングリコールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・マグネシウム
、トリエチレングリコールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・カルシウム
、
テトラエチレングリコールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・ナトリウム
、テトラエチレングリコールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・カリウム
、テトラエチレングリコールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・アンモニ
ウム、テトラエチレングリコールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・マグ
ネシウム、テトラエチレングリコールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・
カルシウム、
ポリエチレングリコールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・ナトリウム、
ポリエチレングリコールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・カリウム、ポ
リエチレングリコールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・アンモニウム、
ポリエチレングリコールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・マグネシウム
、ポリエチレングリコールモノ（オクチルフェニル）エーテル硫酸エステル・カルシウム
、
エチレングリコールモノ（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・ナトリウム、エチレ
ングリコールモノ（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・カリウム、エチレングリコ
ールモノ（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・アンモニウム、エチレングリコール
モノ（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・マグネシウム、エチレングリコールモノ
（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・カルシウム、
ジエチレングリコールモノ（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・ナトリウム、ジエ
チレングリコールモノ（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・カリウム、ジエチレン
グリコールモノ（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・アンモニウム、ジエチレング
リコールモノ（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・マグネシウム、ジエチレングリ
コールモノ（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・カルシウム、
トリエチレングリコールモノ（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・ナトリウム、ト
リエチレングリコールモノ（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・カリウム、トリエ
チレングリコールモノ（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・アンモニウム、トリエ
チレングリコールモノ（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・マグネシウム、トリエ
チレングリコールモノ（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・カルシウム、
テトラエチレングリコールモノ（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・ナトリウム、
テトラエチレングリコールモノ（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・カリウム、テ
トラエチレングリコールモノ（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・アンモニウム、
テトラエチレングリコールモノ（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・マグネシウム
、テトラエチレングリコールモノ（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・カルシウム
、
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ポリエチレングリコールモノ（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・ナトリウム、ポ
リエチレングリコールモノ（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・カリウム、ポリエ
チレングリコールモノ（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・アンモニウム、ポリエ
チレングリコールモノ（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・マグネシウム、ポリエ
チレングリコールモノ（ノニルフェニル）エーテル硫酸エステル・カルシウム、
ブチルオキシエチル硫酸エステル・ナトリウム、イソブチルオキシエチル硫酸エステル・
ナトリウム、ｔ－ブチルオキシエチル硫酸エステル・ナトリウム、ペンチルオキシエチル
硫酸エステル・ナトリウム、ヘキシルオキシエチル硫酸エステル・ナトリウム、ヘプチル
オキシエチル硫酸エステル・ナトリウム、オクチルオキシエチル硫酸エステル・ナトリウ
ム、ノニルオキシエチル硫酸エステル・ナトリウム、デシルオキシエチル硫酸エステル・
ナトリウム、ウンデシルオキシエチル硫酸エステル・ナトリウム、ドデシルオキシエチル
硫酸エステル・（ラウリルオキシエチル硫酸エステル・）トリエタノールアミン、ドデシ
ルオキシエチル硫酸エステル・（ラウリルオキシエチル硫酸エステル・）ナトリウム、ド
デシルオキシエチル硫酸エステル・（ラウリルオキシエチル硫酸エステル・）カリウム、
ドデシルオキシエチル硫酸エステル・（ラウリルオキシエチル硫酸エステル・）アンモニ
ウム、ドデシルオキシエチル硫酸エステル・（ラウリルオキシエチル硫酸エステル・）マ
グネシウム、ドデシルオキシエチル硫酸エステル・（ラウリルオキシエチル硫酸エステル
・）カルシウム、トリデシルオキシエチル硫酸エステル・ナトリウム、テトラデシルオキ
シエチル硫酸エステル・ナトリウム、ペンタデシルオキシエチル硫酸エステル・ナトリウ
ム、ヘキサデシルオキシエチル硫酸エステル・ナトリウム、ヘプタデシルオキシエチル硫
酸エステル・ナトリウム、オクタデシルオキシエチル硫酸エステル・ナトリウム、ノナデ
シルオキシエチル硫酸エステル・ナトリウム、イコサニルオキシエチル硫酸エステル・ナ
トリウム、
ブチルオキシプロピル－２－硫酸エステル・ナトリウム、イソブチルオキシプロピル－２
－硫酸エステル・ナトリウム、ｔ－ブチルオキシプロピル－２－硫酸エステル・ナトリウ
ム、ペンチルオキシプロピル－２－硫酸エステル・ナトリウム、ヘキシルオキシプロピル
－２－硫酸エステル・ナトリウム、ヘプチルオキシプロピル－２－硫酸エステル・ナトリ
ウム、オクチルオキシプロピル－２－硫酸エステル・ナトリウム、ノニルオキシプロピル
－２－硫酸エステル・ナトリウム、デシルオキシプロピル－２－硫酸エステル・ナトリウ
ム、ウンデシルオキシプロピル－２－硫酸エステル・ナトリウム、ドデシルオキシプロピ
ル－２－硫酸エステル・（ラウリルオキシプロピル－２－硫酸エステル・）、ドデシルオ
キシプロピル－２－硫酸エステル・（ラウリルオキシプロピル－２－硫酸エステル・）ナ
トリウム、ドデシルオキシプロピル－２－硫酸エステル・（ラウリルオキシプロピル－２
－硫酸エステル・）カリウム、ドデシルオキシプロピル－２－硫酸エステル・（ラウリル
オキシプロピル－２－硫酸エステル・）アンモニウム、ドデシルオキシプロピル－２－硫
酸エステル・（ラウリルオキシプロピル－２－硫酸エステル・）マグネシウム、ドデシル
オキシプロピル－２－硫酸エステル・（ラウリルオキシプロピル－２－硫酸エステル・）
カルシウム、トリデシルオキシプロピル－２－硫酸エステル・ナトリウム、テトラデシル
オキシプロピル－２－硫酸エステル・ナトリウム、ペンタデシルオキシプロピル－２－硫
酸エステル・ナトリウム、ヘキサデシルオキシプロピル－２－硫酸エステル・ナトリウム
、ヘプタデシルオキシプロピル－２－硫酸エステル・ナトリウム、オクタデシルオキシプ
ロピル－２－硫酸エステル・ナトリウム、ノナデシルオキシプロピル－２－硫酸エステル
・ナトリウム、イコサニルオキシプロピル－２－硫酸エステル・ナトリウム、
ブチルオキシ－３－オキサペンチル硫酸エステル・ナトリウム、イソブチルオキシ－３－
オキサペンチル硫酸エステル・ナトリウム、ｔ－ブチルオキシ－３－オキサペンチル硫酸
エステル・ナトリウム、ペンチルオキシ－３－オキサペンチル硫酸エステル・ナトリウム
、ヘキシルオキシ－３－オキサペンチル硫酸エステル・ナトリウム、ヘプチルオキシ－３
－オキサペンチル硫酸エステル・ナトリウム、オクチルオキシ－３－オキサペンチル硫酸
エステル・ナトリウム、ノニルオキシ－３－オキサペンチル硫酸エステル・ナトリウム、
デシルオキシ－３－オキサペンチル硫酸エステル・ナトリウム、ウンデシルオキシ－３－
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オキサペンチル硫酸エステル・ナトリウム、ドデシルオキシ－３－オキサペンチル硫酸エ
ステル・（ラウリルオキシ－３－オキサペンチル硫酸エステル・）トリエタノールアミン
、ドデシルオキシ－３－オキサペンチル硫酸エステル・（ラウリルオキシ－３－オキサペ
ンチル硫酸エステル・）ナトリウム、ドデシルオキシ－３－オキサペンチル硫酸エステル
・（ラウリルオキシ－３－オキサペンチル硫酸エステル・）カリウム、ドデシルオキシ－
３－オキサペンチル硫酸エステル・（ラウリルオキシ－３－オキサペンチル硫酸エステル
・）アンモニウム、ドデシルオキシ－３－オキサペンチル硫酸エステル・（ラウリルオキ
シ－３－オキサペンチル硫酸エステル・）マグネシウム、ドデシルオキシ－３－オキサペ
ンチル硫酸エステル・（ラウリルオキシ－３－オキサペンチル硫酸エステル・）カルシウ
ム、トリデシルオキシ－３－オキサペンチル硫酸エステル・ナトリウム、テトラデシルオ
キシ－３－オキサペンチル硫酸エステル・ナトリウム、ペンタデシルオキシ－３－オキサ
ペンチル硫酸エステル・ナトリウム、ヘキサデシルオキシ－３－オキサペンチル硫酸エス
テル・ナトリウム、ヘプタデシルオキシ－３－オキサペンチル硫酸エステル・ナトリウム
、オクタデシルオキシ－３－オキサペンチル硫酸エステル・ナトリウム、ノナデシルオキ
シ－３－オキサペンチル硫酸エステル・ナトリウム、イコサニルオキシ－３－オキサペン
チル硫酸エステル・ナトリウム、
ブチルオキシ－３，６－ジオキサオクチル硫酸エステル・ナトリウム、イソブチルオキシ
－３，６－ジオキサオクチル硫酸エステル・ナトリウム、ｔ－ブチルオキシ－３，６－ジ
オキサオクチル硫酸エステル・ナトリウム、ペンチルオキシ－３，６－ジオキサオクチル
硫酸エステル・ナトリウム、ヘキシルオキシ－３，６－ジオキサオクチル硫酸エステル・
ナトリウム、ヘプチルオキシ－３，６－ジオキサオクチル硫酸エステル・ナトリウム、オ
クチルオキシ－３，６－ジオキサオクチル硫酸エステル・ナトリウム、ノニルオキシ－３
，６－ジオキサオクチル硫酸エステル・ナトリウム、デシルオキシ－３，６－ジオキサオ
クチル硫酸エステル・ナトリウム、ウンデシルオキシ－３，６－ジオキサオクチル硫酸エ
ステル・ナトリウム、ドデシルオキシ－３，６－ジオキサオクチル硫酸エステル・（ラウ
リルオキシ－３，６－ジオキサオクチル硫酸エステル・）、ドデシルオキシ－３，６－ジ
オキサオクチル硫酸エステル・（ラウリルオキシ－３，６－ジオキサオクチル硫酸エステ
ル・）ナトリウム、ドデシルオキシ－３，６－ジオキサオクチル硫酸エステル・（ラウリ
ルオキシ－３，６－ジオキサオクチル硫酸エステル・）カリウム、ドデシルオキシ－３，
６－ジオキサオクチル硫酸エステル・（ラウリルオキシ－３，６－ジオキサオクチル硫酸
エステル・）アンモニウム、ドデシルオキシ－３，６－ジオキサオクチル硫酸エステル・
（ラウリルオキシ－３，６－ジオキサオクチル硫酸エステル・）マグネシウム、トリデシ
ルオキシ－３，６－ジオキサオクチル硫酸エステル・ナトリウム、テトラデシルオキシ－
３，６－ジオキサオクチル硫酸エステル・ナトリウム、ペンタデシルオキシ－３，６－ジ
オキサオクチル硫酸エステル・ナトリウム、ヘキサデシルオキシ－３，６－ジオキサオク
チル硫酸エステル・ナトリウム、ヘプタデシルオキシ－３，６－ジオキサオクチル硫酸エ
ステル・ナトリウム、オクタデシルオキシ－３，６－ジオキサオクチル硫酸エステル・ナ
トリウム、ノナデシルオキシ－３，６－ジオキサオクチル硫酸エステル・ナトリウム、イ
コサニルオキシ－３，６－ジオキサオクチル硫酸エステル・ナトリウムなどが挙げられる
。
【０２３３】
　アリール硫酸エステル塩系界面活性剤としては、例えば、フェニル硫酸エステル・ナト
リウム、メチルベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、エチルベンゼン硫酸エステル・ナト
リウム、プロピルベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、ブチルベンゼン硫酸エステル・ナ
トリウム、ペンチルベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、ヘキシルベンゼン硫酸エステル
・ナトリウム、ヘプチルベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、オクチルベンゼン硫酸エス
テル・ナトリウム、ノニルベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、デシルベンゼン硫酸エス
テル・ナトリウム、ウンデシルベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、ドデシルベンゼン硫
酸エステル・ナトリウム、トリデシルベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、テトラデシル
ベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、ペンタデシルベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、
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ヘキサデシルベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、ヘプタデシルベンゼン硫酸エステル・
ナトリウム、オクタデシルベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、ノナデシルベンゼン硫酸
エステル・ナトリウム、イコサニルベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、７－エチル－２
－メチル－ウンデカン－４－硫酸エステル・ナトリウム、
ジ（メチル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、ジ（エチル）ベンゼン硫酸エステル・
ナトリウム、ジ（プロピル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、ジ（ブチル）ベンゼン
硫酸エステル・ナトリウム、ジ（ペンチル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、ジ（ヘ
キシル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、ジ（ヘプチル）ベンゼン硫酸エステル・ナ
トリウム、ジ（オクチル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、ジ（ノニル）ベンゼン硫
酸エステル・ナトリウム、ジ（デシル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、ジ（ウンデ
シル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、ジ（ドデシル）ベンゼン硫酸エステル・ナト
リウム、ジ（トリデシル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、ジ（テトラデシル）ベン
ゼン硫酸エステル・ナトリウム、ジ（ペンタデシル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリウム
、ジ（ヘキサデシル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、ジ（ヘプタデシル）ベンゼン
硫酸エステル・ナトリウム、ジ（オクタデシル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、ジ
（ノナデシル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、ジ（イコサニル）ベンゼン硫酸エス
テル・ナトリウム、
トリ（メチル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（エチル）ベンゼン硫酸エステ
ル・ナトリウム、トリ（プロピル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（ブチル）
ベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（ペンチル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリウ
ム、トリ（ヘキシル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（ヘプチル）ベンゼン硫
酸エステル・ナトリウム、トリ（オクチル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（
ノニル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（デシル）ベンゼン硫酸エステル・ナ
トリウム、トリ（ウンデシル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（ドデシル）ベ
ンゼン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（トリデシル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリウ
ム、トリ（テトラデシル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（ペンタデシル）ベ
ンゼン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（ヘキサデシル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリ
ウム、トリ（ヘプタデシル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（オクタデシル）
ベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（ノナデシル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリ
ウム、トリ（イコサニル）ベンゼン硫酸エステル・ナトリウム、
ナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、メチルナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、エ
チルナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、プロピルナフタレン硫酸エステル・ナトリウ
ム、ブチルナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、ペンチルナフタレン硫酸エステル・ナ
トリウム、ヘキシルナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、ヘプチルナフタレン硫酸エス
テル・ナトリウム、オクチルナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、ノニルナフタレン硫
酸エステル・ナトリウム、デシルナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、ウンデシルナフ
タレン硫酸エステル・ナトリウム、ドデシルナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、トリ
デシルナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、テトラデシルナフタレン硫酸エステル・ナ
トリウム、ペンタデシルナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、ヘキサデシルナフタレン
硫酸エステル・ナトリウム、ヘプタデシルナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、オクタ
デシルナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、ノナデシルナフタレン硫酸エステル・ナト
リウム、イコサニルナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、
ジ（メチル）ナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、ジ（エチル）ナフタレン硫酸エステ
ル・ナトリウム、ジ（プロピル）ナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、ジ（ブチル）ナ
フタレン硫酸エステル・ナトリウム、ジ（ペンチル）ナフタレン硫酸エステル・ナトリウ
ム、ジ（ヘキシル）ナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、ジ（ヘプチル）ナフタレン硫
酸エステル・ナトリウム、ジ（オクチル）ナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、ジ（ノ
ニル）ナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、ジ（デシル）ナフタレン硫酸エステル・ナ
トリウム、ジ（ウンデシル）ナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、ジ（ドデシル）ナフ
タレン硫酸エステル・ナトリウム、ジ（トリデシル）ナフタレン硫酸エステル・ナトリウ
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ム、ジ（テトラデシル）ナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、ジ（ペンタデシル）ナフ
タレン硫酸エステル・ナトリウム、ジ（ヘキサデシル）ナフタレン硫酸エステル・ナトリ
ウム、ジ（ヘプタデシル）ナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、ジ（オクタデシル）ナ
フタレン硫酸エステル・ナトリウム、ジ（ノナデシル）ナフタレン硫酸エステル・ナトリ
ウム、ジ（イコサニル）ナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、
トリ（メチル）ナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（エチル）ナフタレン硫酸エ
ステル・ナトリウム、トリ（プロピル）ナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（ブ
チル）ナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（ペンチル）ナフタレン硫酸エステル
・ナトリウム、トリ（ヘキシル）ナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（ヘプチル
）ナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（オクチル）ナフタレン硫酸エステル・ナ
トリウム、トリ（ノニル）ナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（デシル）ナフタ
レン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（ウンデシル）ナフタレン硫酸エステル・ナトリウ
ム、トリ（ドデシル）ナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（トリデシル）ナフタ
レン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（テトラデシル）ナフタレン硫酸エステル・ナトリ
ウム、トリ（ペンタデシル）ナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（ヘキサデシル
）ナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（ヘプタデシル）ナフタレン硫酸エステル
・ナトリウム、トリ（オクタデシル）ナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（ノナ
デシル）ナフタレン硫酸エステル・ナトリウム、トリ（イコサニル）ナフタレン硫酸エス
テル・ナトリウムなどが挙げられる。
【０２３４】
　アルケニル硫酸塩系界面活性剤としては、例えば、ブチニル硫酸エステル、ヘキシニル
硫酸エステル、オクチニル硫酸エステル、デシニル硫酸エステル、ドデシニル硫酸エステ
ル、テトラデシニル硫酸エステル、ヘキサデシニル硫酸エステル、オクタデシニル硫酸エ
ステル、イコサニル硫酸エステル、
ブチニルオキシ硫酸エステル、ヘキシニルオキシ硫酸エステル、オクチニルオキシ硫酸エ
ステル、デシニルオキシ硫酸エステル、ドデシニルオキシ硫酸エステル、テトラデシニル
オキシ硫酸エステル、ヘキサデシニルオキシ硫酸エステル、オクタデシニルオキシ硫酸エ
ステル、イコサニルオキシ硫酸エステル、
ブチニルオキシ－３－オキサペンチル硫酸エステル、ヘキシニルオキシ－３－オキサペン
チル硫酸エステル、オクチニルオキシ－３－オキサペンチル硫酸エステル、デシニルオキ
シ－３－オキサペンチル硫酸エステル、ドデシニルオキシ－３－オキサペンチル硫酸エス
テル、テトラデシニルオキシ－３－オキサペンチル硫酸エステル、ヘキサデシニルオキシ
－３－オキサペンチル硫酸エステル、オクタデシニルオキシ－３－オキサペンチル硫酸エ
ステル、イコサニルオキシ－３－オキサペンチル硫酸エステル、
ブチニルオキシ－３，６－ジオキサオクチル硫酸エステル、ヘキシニルオキシ－３，６－
ジオキサオクチル硫酸エステル、オクチニルオキシ－３，６－ジオキサオクチル硫酸エス
テル、デシニルオキシ－３，６－ジオキサオクチル硫酸エステル、ドデシニルオキシ－３
，６－ジオキサオクチル硫酸エステル、テトラデシニルオキシ－３，６－ジオキサオクチ
ル硫酸エステル、ヘキサデシニルオキシ－３，６－ジオキサオクチル硫酸エステル、オク
タデシニルオキシ－３，６－ジオキサオクチル硫酸エステル、イコサニルオキシ－３，６
－ジオキサオクチル硫酸エステル、
ブチニルオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル硫酸エステル、ヘキシニルオキシ－
３，６，９－トリオキサウンデシル硫酸エステル、オクチニルオキシ－３，６，９－トリ
オキサウンデシル硫酸エステル、デシニルオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル硫
酸エステル、ドデシニルオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル硫酸エステル、テト
ラデシニルオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル硫酸エステル、ヘキサデシニルオ
キシ－３，６，９－トリオキサウンデシル硫酸エステル、オクタデシニルオキシ－３，６
，９－トリオキサウンデシル硫酸エステル、イコサニルオキシ－３，６，９－トリオキサ
ウンデシル硫酸エステル、ならびにこれらのナトリウム塩、カリウム塩、アンモニウム塩
、トリエタノールアミン塩、マグネシウム塩、およびカルシウム塩などが挙げられる。
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【０２３５】
　ＦＧが一般式（３０２）で表される界面活性剤の中では、炭素数６～１００の有機残基
を有する化合物が好ましく、炭素数８～６０の有機残基を有する化合物であればより好ま
しく、炭素数１０～４０の有機残基を有する化合物であればさらに好ましい。また上記界
面活性剤の中では、アルコール硫酸エステル塩系界面活性剤が比較的好ましい。
【０２３６】
　ＦＧが上記一般式（３０３）で表される界面活性剤としては、例えば、アルキル燐酸系
界面活性剤、アルコキシアルキル燐酸系界面活性剤、アリール燐酸系界面活性剤、アリー
ルオキシアルキル燐酸系界面活性剤などが挙げられる。
【０２３７】
　アルキル燐酸系界面活性剤としては、例えば、ブチル燐酸モノエステル、ペンチル燐酸
モノエステル、ヘキシル燐酸モノエステル、ヘプチル燐酸モノエステル、オクチル燐酸モ
ノエステル、ノニル燐酸モノエステル、デシル燐酸モノエステル、ウンデシル燐酸モノエ
ステル、ドデシル燐酸モノエステル（ラウリル燐酸モノエステル）、トリデシル燐酸モノ
エステル、テトラデシル燐酸モノエステル、ペンタデシル燐酸モノエステル、ヘキサデシ
ル燐酸モノエステル、ヘプタデシル燐酸モノエステル、オクタデシル燐酸モノエステル、
ノナデシル燐酸モノエステル、イコサニル燐酸モノエステル、ならびにこれらのナトリウ
ム塩、カリウム塩、アンモニウム塩、マグネシウム塩、およびカルシウム塩などが挙げら
れる。
【０２３８】
　アルコキシアルキル燐酸系界面活性剤としては、例えば、ブチルオキシエチル燐酸モノ
エステル、ペンチルオキシエチル燐酸モノエステル、ヘキシルオキシエチル燐酸モノエス
テル、ヘプチルオキシエチル燐酸モノエステル、オクチルオキシエチル燐酸モノエステル
、ノニルオキシエチル燐酸モノエステル、デシルオキシエチル燐酸モノエステル、ウンデ
シルオキシエチル燐酸モノエステル、ドデシルオキシエチル燐酸モノエステル（ラウリル
オキシエチル燐酸モノエステル）、トリデシルオキシエチル燐酸モノエステル、テトラデ
シルオキシエチル燐酸モノエステル、ペンタデシルオキシエチル燐酸モノエステル、ヘキ
サデシルオキシエチル燐酸モノエステル、ヘプタデシルオキシエチル燐酸モノエステル、
オクタデシルオキシエチル燐酸モノエステル、ノナデシルオキシエチル燐酸モノエステル
、イコサニルオキシエチル燐酸モノエステル、
ブチルオキシ－３－オキサペンチル燐酸モノエステル、ペンチルオキシ－３－オキサペン
チル燐酸モノエステル、ヘキシルオキシ－３－オキサペンチル燐酸モノエステル、ヘプチ
ルオキシ－３－オキサペンチル燐酸モノエステル、オクチルオキシ－３－オキサペンチル
燐酸モノエステル、ノニルオキシ－３－オキサペンチル燐酸モノエステル、デシルオキシ
－３－オキサペンチル燐酸モノエステル、ウンデシルオキシ－３－オキサペンチル燐酸モ
ノエステル、ドデシルオキシ－３－オキサペンチル燐酸モノエステル（ラウリルオキシ－
３－オキサペンチル燐酸モノエステル）、トリデシルオキシ－３－オキサペンチル燐酸モ
ノエステル、テトラデシルオキシ－３－オキサペンチル燐酸モノエステル、ペンタデシル
オキシ－３－オキサペンチル燐酸モノエステル、ヘキサデシルオキシ－３－オキサペンチ
ル燐酸モノエステル、ヘプタデシルオキシ－３－オキサペンチル燐酸モノエステル、オク
タデシルオキシ－３－オキサペンチル燐酸モノエステル、ノナデシルオキシ－３－オキサ
ペンチル燐酸モノエステル、イコサニルオキシ－３－オキサペンチル燐酸モノエステル、
ブチルオキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、ペンチルオキシ－３，６－
ジオキサオクチル燐酸モノエステル、ヘキシルオキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸モ
ノエステル、ヘプチルオキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、オクチルオ
キシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、ノニルオキシ－３，６－ジオキサオ
クチル燐酸モノエステル、デシルオキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、
ウンデシルオキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、ドデシルオキシ－３，
６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル（ラウリルオキシ－３，６－ジオキサオクチル燐
酸モノエステル）、トリデシルオキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、テ
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トラデシルオキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、ペンタデシルオキシ－
３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、ヘキサデシルオキシ－３，６－ジオキサオ
クチル燐酸モノエステル、ヘプタデシルオキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエス
テル、オクタデシルオキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、ノナデシルオ
キシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、イコサニルオキシ－３，６－ジオキ
サオクチル燐酸モノエステル、ならびにこれらのナトリウム塩、カリウム塩、アンモニウ
ム塩、トリエタノールアミン塩、マグネシウム塩、およびカルシウム塩などが挙げられる
。
【０２３９】
　アリール燐酸系界面活性剤としては、例えば、メチルフェニル燐酸モノエステル、エチ
ルフェニル燐酸モノエステル、プロピルフェニル燐酸モノエステル、ブチルフェニル燐酸
モノエステル、ペンチルフェニル燐酸モノエステル、ヘキシルフェニル燐酸モノエステル
、ヘプチルフェニル燐酸モノエステル、オクチルフェニル燐酸モノエステル、ノニルフェ
ニル燐酸モノエステル、デシルフェニル燐酸モノエステル、ウンデシルフェニル燐酸モノ
エステル、ドデシルフェニル燐酸モノエステル（ラウリルフェニル燐酸モノエステル）、
トリデシルフェニル燐酸モノエステル、テトラデシルフェニル燐酸モノエステル、ペンタ
デシルフェニル燐酸モノエステル、ヘキサデシルフェニル燐酸モノエステル、ヘプタデシ
ルフェニル燐酸モノエステル、オクタデシルフェニル燐酸モノエステル、ノナデシルフェ
ニル燐酸モノエステル、イコサニルフェニル燐酸モノエステル、
　ブチルフェニル燐酸ジエステル、ペンチルフェニル燐酸ジエステル、ヘキシルフェニル
燐酸ジエステル、ヘプチルフェニル燐酸ジエステル、オクチルフェニル燐酸ジエステル、
ノニルフェニル燐酸ジエステル、デシルフェニル燐酸ジエステル、ウンデシルフェニル燐
酸ジエステル、ドデシルフェニル燐酸ジエステル（ラウリルフェニル燐酸ジエステル）、
トリデシルフェニル燐酸ジエステル、テトラデシルフェニル燐酸ジエステル、ペンタデシ
ルフェニル燐酸ジエステル、ヘキサデシルフェニル燐酸ジエステル、ヘプタデシルフェニ
ル燐酸ジエステル、オクタデシルフェニル燐酸ジエステル、ノナデシルフェニル燐酸ジエ
ステル、イコサニルフェニル燐酸ジエステル、ならびにこれらのナトリウム塩、カリウム
塩、アンモニウム塩、トリエタノールアミン塩、マグネシウム塩、およびカルシウム塩な
どが挙げられる。
【０２４０】
　アリールオキシアルキル燐酸系界面活性剤としては、例えば、メチルフェノキシエチル
燐酸モノエステル、エチルフェノキシエチル燐酸モノエステル、プロピルフェノキシエチ
ル燐酸モノエステル、ブチルフェノキシエチル燐酸モノエステル、ペンチルフェノキシエ
チル燐酸モノエステル、ヘキシルフェノキシエチル燐酸モノエステル、ヘプチルフェノキ
シエチル燐酸モノエステル、オクチルフェノキシエチル燐酸モノエステル、ノニルフェノ
キシエチル燐酸モノエステル、デシルフェノキシエチル燐酸モノエステル、ウンデシルフ
ェノキシエチル燐酸モノエステル、ドデシルフェノキシエチル燐酸モノエステル（ラウリ
ルフェノキシエチル燐酸モノエステル）、トリデシルフェノキシエチル燐酸モノエステル
、テトラデシルフェノキシエチル燐酸モノエステル、ペンタデシルフェノキシエチル燐酸
モノエステル、ヘキサデシルフェノキシエチル燐酸モノエステル、ヘプタデシルフェノキ
シエチル燐酸モノエステル、オクタデシルフェノキシエチル燐酸モノエステル、ノナデシ
ルフェノキシエチル燐酸モノエステル、イコサニルフェノキシエチル燐酸モノエステル、
ブチルフェノキシ－３－オキサペンチル燐酸モノエステル、ペンチルフェノキシ－３－オ
キサペンチル燐酸モノエステル、ヘキシルフェノキシ－３－オキサペンチル燐酸モノエス
テル、ヘプチルフェノキシ－３－オキサペンチル燐酸モノエステル、オクチルフェノキシ
－３－オキサペンチル燐酸モノエステル、ノニルフェノキシ－３－オキサペンチル燐酸モ
ノエステル、デシルフェノキシ－３－オキサペンチル燐酸モノエステル、ウンデシルフェ
ノキシ－３－オキサペンチル燐酸モノエステル、ドデシルフェノキシ－３－オキサペンチ
ル燐酸モノエステル（ラウリルフェノキシ－３－オキサペンチル燐酸モノエステル）、ト
リデシルフェノキシ－３－オキサペンチル燐酸モノエステル、テトラデシルフェノキシ－
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３－オキサペンチル燐酸モノエステル、ペンタデシルフェノキシ－３－オキサペンチル燐
酸モノエステル、ヘキサデシルフェノキシ－３－オキサペンチル燐酸モノエステル、ヘプ
タデシルフェノキシ－３－オキサペンチル燐酸モノエステル、オクタデシルフェノキシ－
３－オキサペンチル燐酸モノエステル、ノナデシルフェノキシ－３－オキサペンチル燐酸
モノエステル、イコサニルフェノキシ－３－オキサペンチル燐酸モノエステル、
ブチルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、ペンチルフェノキシ－
３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、ヘキシルフェノキシ－３，６－ジオキサオ
クチル燐酸モノエステル、ヘプチルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエス
テル、オクチルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、ノニルフェノ
キシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、デシルフェノキシ－３，６－ジオキ
サオクチル燐酸モノエステル、ウンデシルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸モ
ノエステル、ドデシルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル（ラウリ
ルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル）、トリデシルフェノキシ－
３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、テトラデシルフェノキシ－３，６－ジオキ
サオクチル燐酸モノエステル、ペンタデシルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸
モノエステル、ヘキサデシルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、
ヘプタデシルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、オクタデシルフ
ェノキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、ノナデシルフェノキシ－３，６
－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、イコサニルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチ
ル燐酸モノエステル、
ブチルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸モノエステル、ペンチルフェ
ノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸モノエステル、ヘキシルフェノキシ－３
，６，９－トリオキサウンデシル燐酸モノエステル、ヘプチルフェノキシ－３，６，９－
トリオキサウンデシル燐酸モノエステル、オクチルフェノキシ－３，６，９－トリオキサ
ウンデシル燐酸モノエステル、ノニルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐
酸モノエステル、デシルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸モノエステ
ル、ウンデシルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸モノエステル、ドデ
シルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸モノエステル（ラウリルフェノ
キシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸モノエステル）、ドデシルフェノキシ－３
，６，９－トリオキサウンデシル燐酸モノエステル（ラウリルフェノキシ－３，６，９－
トリオキサウンデシル燐酸モノエステル）、トリデシルフェノキシ－３，６，９－トリオ
キサウンデシル燐酸モノエステル、テトラデシルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウ
ンデシル燐酸モノエステル、ペンタデシルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシ
ル燐酸モノエステル、ヘキサデシルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸
モノエステル、ヘプタデシルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸モノエ
ステル、オクタデシルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸モノエステル
、ノナデシルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸モノエステル、イコサ
ニルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸モノエステル、
メチルナフタレンオキシエチル燐酸モノエステル、エチルナフタレンオキシエチル燐酸モ
ノエステル、プロピルナフタレンオキシエチル燐酸モノエステル、ブチルナフタレンオキ
シエチル燐酸モノエステル、ペンチルナフタレンオキシエチル燐酸モノエステル、ヘキシ
ルナフタレンオキシエチル燐酸モノエステル、ヘプチルナフタレンオキシエチル燐酸モノ
エステル、オクチルナフタレンオキシエチル燐酸モノエステル、ノニルナフタレンオキシ
エチル燐酸モノエステル、デシルナフタレンオキシエチル燐酸モノエステル、ウンデシル
ナフタレンオキシエチル燐酸モノエステル、ドデシルナフタレンオキシエチル燐酸モノエ
ステル（ラウリルナフタレンオキシエチル燐酸モノエステル）、トリデシルナフタレンオ
キシエチル燐酸モノエステル、テトラデシルナフタレンオキシエチル燐酸モノエステル、
ペンタデシルナフタレンオキシエチル燐酸モノエステル、ヘキサデシルナフタレンオキシ
エチル燐酸モノエステル、ヘプタデシルナフタレンオキシエチル燐酸モノエステル、オク
タデシルナフタレンオキシエチル燐酸モノエステル、ノナデシルナフタレンオキシエチル
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燐酸モノエステル、イコサニルナフタレンオキシエチル燐酸モノエステル、
ブチルナフタレンオキシ３－オキサペンチル燐酸モノエステル、ペンチルナフタレンオキ
シ３－オキサペンチル燐酸モノエステル、ヘキシルナフタレンオキシ３－オキサペンチル
燐酸モノエステル、ヘプチルナフタレンオキシ３－オキサペンチル燐酸モノエステル、オ
クチルナフタレンオキシ３－オキサペンチル燐酸モノエステル、ノニルナフタレンオキシ
３－オキサペンチル燐酸モノエステル、デシルナフタレンオキシ３－オキサペンチル燐酸
モノエステル、ウンデシルナフタレンオキシ３－オキサペンチル燐酸モノエステル、ドデ
シルナフタレンオキシ３－オキサペンチル燐酸モノエステル（ラウリルナフタレンオキシ
３－オキサペンチル燐酸モノエステル）、トリデシルナフタレンオキシ３－オキサペンチ
ル燐酸モノエステル、テトラデシルナフタレンオキシ３－オキサペンチル燐酸モノエステ
ル、ペンタデシルナフタレンオキシ３－オキサペンチル燐酸モノエステル、ヘキサデシル
ナフタレンオキシ３－オキサペンチル燐酸モノエステル、ヘプタデシルナフタレンオキシ
３－オキサペンチル燐酸モノエステル、オクタデシルナフタレンオキシ３－オキサペンチ
ル燐酸モノエステル、ノナデシルナフタレンオキシ３－オキサペンチル燐酸モノエステル
、イコサニルナフタレンオキシ３－オキサペンチル燐酸モノエステル、
ブチルナフタレンオキシ３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、ペンチルナフタレ
ンオキシ３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、ヘキシルナフタレンオキシ３，６
－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、ヘプチルナフタレンオキシ３，６－ジオキサオク
チル燐酸モノエステル、オクチルナフタレンオキシ３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエ
ステル、ノニルナフタレンオキシ３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、デシルナ
フタレンオキシ３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、ウンデシルナフタレンオキ
シ３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、ドデシルナフタレンオキシ３，６－ジオ
キサオクチル燐酸モノエステル（ラウリルナフタレンオキシ３，６－ジオキサオクチル燐
酸モノエステル）、トリデシルナフタレンオキシ３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエス
テル、テトラデシルナフタレンオキシ３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、ペン
タデシルナフタレンオキシ３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、ヘキサデシルナ
フタレンオキシ３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、ヘプタデシルナフタレンオ
キシ３，６－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、オクタデシルナフタレンオキシ３，６
－ジオキサオクチル燐酸モノエステル、ノナデシルナフタレンオキシ３，６－ジオキサオ
クチル燐酸モノエステル、イコサニルナフタレンオキシ３，６－ジオキサオクチル燐酸モ
ノエステル、
ブチルナフタレンオキシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸モノエステル、ペンチル
ナフタレンオキシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸モノエステル、ヘキシルナフタ
レンオキシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸モノエステル、ヘプチルナフタレンオ
キシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸モノエステル、オクチルナフタレンオキシ３
，６，９－トリオキサウンデシル燐酸モノエステル、ノニルナフタレンオキシ３，６，９
－トリオキサウンデシル燐酸モノエステル、デシルナフタレンオキシ３，６，９－トリオ
キサウンデシル燐酸モノエステル、ウンデシルナフタレンオキシ３，６，９－トリオキサ
ウンデシル燐酸モノエステル、ドデシルナフタレンオキシ３，６，９－トリオキサウンデ
シル燐酸モノエステル（ラウリルナフタレンオキシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐
酸モノエステル）、トリデシルナフタレンオキシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸
モノエステル、テトラデシルナフタレンオキシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸モ
ノエステル、ペンタデシルナフタレンオキシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸モノ
エステル、ヘキサデシルナフタレンオキシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸モノエ
ステル、ヘプタデシルナフタレンオキシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸モノエス
テル、オクタデシルナフタレンオキシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸モノエステ
ル、ノナデシルナフタレンオキシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸モノエステル、
イコサニルナフタレンオキシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸モノエステル、なら
びにこれらのナトリウム塩、カリウム塩、アンモニウム塩、トリエタノールアミン塩、マ
グネシウム塩、およびカルシウム塩などが挙げられる。
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【０２４１】
　ＦＧが一般式（３０３）で表される界面活性剤の中では、炭素数６～１００の有機残基
を有する化合物が好ましく、炭素数８～６０の有機残基を有する化合物であればより好ま
しく、炭素数１０～４０の有機残基を有する化合物であればさらに好ましい。また、上記
界面活性剤の中では、アルコキシアルキル燐酸エステル系界面活性剤およびアリールオキ
シアルキル燐酸エステル系界面活性剤が比較的好ましい。
【０２４２】
　ＦＧが上記一般式（３０４）で表される界面活性剤としては、例えば、アルキル燐酸エ
ステル系界面活性剤、アルコキシアルキル燐酸エステル系界面活性剤、アリールオキシア
ルキル燐酸エステル系界面活性剤などが挙げられる。
【０２４３】
　アルキル燐酸エステル系界面活性剤としては、例えば、ブチル燐酸ジエステル、ペンチ
ル燐酸ジエステル、ヘキシル燐酸ジエステル、ヘプチル燐酸ジエステル、オクチル燐酸ジ
エステル、ノニル燐酸ジエステル、デシル燐酸ジエステル、ウンデシル燐酸ジエステル、
ドデシル燐酸ジエステル（ラウリル燐酸ジエステル）、トリデシル燐酸ジエステル、テト
ラデシル燐酸ジエステル、ペンタデシル燐酸ジエステル、ヘキサデシル燐酸ジエステル、
ヘプタデシル燐酸ジエステル、オクタデシル燐酸ジエステル、ノナデシル燐酸ジエステル
、イコサニル燐酸ジエステル、ならびにこれらのナトリウム塩、カリウム塩、アンモニウ
ム塩、トリエタノールアミン塩、マグネシウム塩、およびカルシウム塩などが挙げられる
。
【０２４４】
　アルコキシアルキル燐酸エステル系界面活性剤としては、例えば、ブチルオキシエチル
燐酸ジエステル、ペンチルオキシエチル燐酸ジエステル、ヘキシルオキシエチル燐酸ジエ
ステル、ヘプチルオキシエチル燐酸ジエステル、オクチルオキシエチル燐酸ジエステル、
ノニルオキシエチル燐酸ジエステル、デシルオキシエチル燐酸ジエステル、ウンデシルオ
キシエチル燐酸ジエステル、ドデシルオキシエチル燐酸ジエステル、トリデシルオキシエ
チル燐酸ジエステル、テトラデシルオキシエチル燐酸ジエステル、ペンタデシルオキシエ
チル燐酸ジエステル、ヘキサデシルオキシエチル燐酸ジエステル、ヘプタデシルオキシエ
チル燐酸ジエステル、オクタデシルオキシエチル燐酸ジエステル、ノナデシルオキシエチ
ル燐酸ジエステル、イコサニルオキシエチル燐酸ジエステル、
ブチルオキシ－３－オキサペンチル燐酸ジエステル、ペンチルオキシ－３－オキサペンチ
ル燐酸ジエステル、ヘキシルオキシ－３－オキサペンチル燐酸ジエステル、ヘプチルオキ
シ－３－オキサペンチル燐酸ジエステル、オクチルオキシ－３－オキサペンチル燐酸ジエ
ステル、ノニルオキシ－３－オキサペンチル燐酸ジエステル、デシルオキシ－３－オキサ
ペンチル燐酸ジエステル、ウンデシルオキシ－３－オキサペンチル燐酸ジエステル、ドデ
シルオキシ－３－オキサペンチル燐酸ジエステル、トリデシルオキシ－３－オキサペンチ
ル燐酸ジエステル、テトラデシルオキシ－３－オキサペンチル燐酸ジエステル、ペンタデ
シルオキシ－３－オキサペンチル燐酸ジエステル、ヘキサデシルオキシ－３－オキサペン
チル燐酸ジエステル、ヘプタデシルオキシ－３－オキサペンチル燐酸ジエステル、オクタ
デシルオキシ－３－オキサペンチル燐酸ジエステル、ノナデシルオキシ－３－オキサペン
チル燐酸ジエステル、イコサニルオキシ－３－オキサペンチル燐酸ジエステル、
ブチルオキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル、ペンチルオキシ－３，６－ジ
オキサオクチル燐酸ジエステル、ヘキシルオキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸ジエス
テル、ヘプチルオキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル、オクチルオキシ－３
，６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル、ノニルオキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸
ジエステル、デシルオキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル、ウンデシルオキ
シ－３，６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル、ドデシルオキシ－３，６－ジオキサオク
チル燐酸ジエステル（ラウリルオキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル）、ト
リデシルオキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル、テトラデシルオキシ－３，
６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル、ペンタデシルオキシ－３，６－ジオキサオクチル
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燐酸ジエステル、ヘキサデシルオキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル、ヘプ
タデシルオキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル、オクタデシルオキシ－３，
６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル、ノナデシルオキシ－３，６－ジオキサオクチル燐
酸ジエステル、イコサニルオキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル、
ブチルオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、ペンチルオキシ－３
，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、ヘキシルオキシ－３，６，９－トリオ
キサウンデシル燐酸ジエステル、ヘプチルオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐
酸ジエステル、オクチルオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、ノ
ニルオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、デシルオキシ－３，６
，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、ウンデシルオキシ－３，６，９－トリオキ
サウンデシル燐酸ジエステル、ドデシルオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸
ジエステル（ラウリルオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル）、ト
リデシルオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、テトラデシルオキ
シ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、ペンタデシルオキシ－３，６，
９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、ヘキサデシルオキシ－３，６，９－トリオキ
サウンデシル燐酸ジエステル、ヘプタデシルオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル
燐酸ジエステル、オクタデシルオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステ
ル、ノナデシルオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、イコサニル
オキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、ならびにこれらのナトリウ
ム塩、カリウム塩、アンモニウム塩、トリエタノールアミン塩、マグネシウム塩、および
カルシウム塩などが挙げられる。
【０２４５】
　アリールオキシアルキル燐酸エステル系界面活性剤としては、例えば、ブチルフェノキ
シエチル燐酸ジエステル、ペンチルフェノキシエチル燐酸ジエステル、ヘキシルフェノキ
シエチル燐酸ジエステル、ヘプチルフェノキシエチル燐酸ジエステル、オクチルフェノキ
シエチル燐酸ジエステル、ノニルフェノキシエチル燐酸ジエステル、デシルフェノキシエ
チル燐酸ジエステル、ウンデシルフェノキシエチル燐酸ジエステル、ドデシルフェノキシ
エチル燐酸ジエステル（ラウリルフェノキシエチル燐酸ジエステル）、トリデシルフェノ
キシエチル燐酸ジエステル、テトラデシルフェノキシエチル燐酸ジエステル、ペンタデシ
ルフェノキシエチル燐酸ジエステル、ヘキサデシルフェノキシエチル燐酸ジエステル、ヘ
プタデシルフェノキシエチル燐酸ジエステル、オクタデシルフェノキシエチル燐酸ジエス
テル、ノナデシルフェノキシエチル燐酸ジエステル、イコサニルフェノキシエチル燐酸ジ
エステル、ブチルフェノキシ－３－オキサペンチル燐酸ジエステル、ペンチルフェノキシ
－３－オキサペンチル燐酸ジエステル、ヘキシルフェノキシ－３－オキサペンチル燐酸ジ
エステル、ヘプチルフェノキシ－３－オキサペンチル燐酸ジエステル、オクチルフェノキ
シ－３－オキサペンチル燐酸ジエステル、ノニルフェノキシ－３－オキサペンチル燐酸ジ
エステル、デシルフェノキシ－３－オキサペンチル燐酸ジエステル、ウンデシルフェノキ
シ－３－オキサペンチル燐酸ジエステル、ドデシルフェノキシ－３－オキサペンチル燐酸
ジエステル（ラウリルフェノキシ－３－オキサペンチル燐酸ジエステル）、トリデシルフ
ェノキシ－３－オキサペンチル燐酸ジエステル、テトラデシルフェノキシ－３－オキサペ
ンチル燐酸ジエステル、ペンタデシルフェノキシ－３－オキサペンチル燐酸ジエステル、
ヘキサデシルフェノキシ－３－オキサペンチル燐酸ジエステル、ヘプタデシルフェノキシ
－３－オキサペンチル燐酸ジエステル、オクタデシルフェノキシ－３－オキサペンチル燐
酸ジエステル、ノナデシルフェノキシ－３－オキサペンチル燐酸ジエステル、イコサニル
フェノキシ－３－オキサペンチル燐酸ジエステル、
ブチルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル、ペンチルフェノキシ－３
，６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル、ヘキシルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチ
ル燐酸ジエステル、ヘプチルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル、オ
クチルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル、ノニルフェノキシ－３，
６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル、デシルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチル燐
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酸ジエステル、ウンデシルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル、ドデ
シルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル（ラウリルフェノキシ－３，
６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル）、トリデシルフェノキシ－３，６－ジオキサオク
チル燐酸ジエステル、テトラデシルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸ジエステ
ル、ペンタデシルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル、ヘキサデシル
フェノキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル、ヘプタデシルフェノキシ－３，
６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル、オクタデシルフェノキシ－３，６－ジオキサオク
チル燐酸ジエステル、ノナデシルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル
、イコサニルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチル燐酸ジエステル、
ブチルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、ペンチルフェノ
キシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、ヘキシルフェノキシ－３，６
，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、ヘプチルフェノキシ－３，６，９－トリオ
キサウンデシル燐酸ジエステル、オクチルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシ
ル燐酸ジエステル、ノニルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステ
ル、デシルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、ウンデシル
フェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、ドデシルフェノキシ－
３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル（ラウリルフェノキシ－３，６，９－
トリオキサウンデシル燐酸ジエステル）、トリデシルフェノキシ－３，６，９－トリオキ
サウンデシル燐酸ジエステル、テトラデシルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデ
シル燐酸ジエステル、ペンタデシルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸
ジエステル、ヘキサデシルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステ
ル、ヘプタデシルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、オク
タデシルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、ノナデシルフ
ェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、イコサニルフェノキシ－
３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、
ブチルナフタレンオキシエチル燐酸ジエステル、ペンチルナフタレンオキシエチル燐酸ジ
エステル、ヘキシルナフタレンオキシエチル燐酸ジエステル、ヘプチルナフタレンオキシ
エチル燐酸ジエステル、オクチルナフタレンオキシエチル燐酸ジエステル、ノニルナフタ
レンオキシエチル燐酸ジエステル、デシルナフタレンオキシエチル燐酸ジエステル、ウン
デシルナフタレンオキシエチル燐酸ジエステル、ドデシルナフタレンオキシエチル燐酸ジ
エステル（ラウリルナフタレンオキシエチル燐酸ジエステル）、トリデシルナフタレンオ
キシエチル燐酸ジエステル、テトラデシルナフタレンオキシエチル燐酸ジエステル、ペン
タデシルナフタレンオキシエチル燐酸ジエステル、ヘキサデシルナフタレンオキシエチル
燐酸ジエステル、ヘプタデシルナフタレンオキシエチル燐酸ジエステル、オクタデシルナ
フタレンオキシエチル燐酸ジエステル、ノナデシルナフタレンオキシエチル燐酸ジエステ
ル、イコサニルナフタレンオキシエチル燐酸ジエステル、
ブチルナフタレンオキシ３－オキサペンチル燐酸ジエステル、ペンチルナフタレンオキシ
３－オキサペンチル燐酸ジエステル、ヘキシルナフタレンオキシ３－オキサペンチル燐酸
ジエステル、ヘプチルナフタレンオキシ３－オキサペンチル燐酸ジエステル、オクチルナ
フタレンオキシ３－オキサペンチル燐酸ジエステル、ノニルナフタレンオキシ３－オキサ
ペンチル燐酸ジエステル、デシルナフタレンオキシ３－オキサペンチル燐酸ジエステル、
ウンデシルナフタレンオキシ３－オキサペンチル燐酸ジエステル、ドデシルナフタレンオ
キシ３－オキサペンチル燐酸ジエステル（ラウリルナフタレンオキシ３－オキサペンチル
燐酸ジエステル）、トリデシルナフタレンオキシ３－オキサペンチル燐酸ジエステル、テ
トラデシルナフタレンオキシ３－オキサペンチル燐酸ジエステル、ペンタデシルナフタレ
ンオキシ３－オキサペンチル燐酸ジエステル、ヘキサデシルナフタレンオキシ３－オキサ
ペンチル燐酸ジエステル、ヘプタデシルナフタレンオキシ３－オキサペンチル燐酸ジエス
テル、オクタデシルナフタレンオキシ３－オキサペンチル燐酸ジエステル、ノナデシルナ
フタレンオキシ３－オキサペンチル燐酸ジエステル、イコサニルナフタレンオキシ３－オ
キサペンチル燐酸ジエステル、
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ブチルナフタレンオキシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、ペンチルナ
フタレンオキシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、ヘキシルナフタレン
オキシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、ヘプチルナフタレンオキシ３
，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、オクチルナフタレンオキシ３，６，９
－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、ノニルナフタレンオキシ３，６，９－トリオキ
サウンデシル燐酸ジエステル、デシルナフタレンオキシ３，６，９－トリオキサウンデシ
ル燐酸ジエステル、ウンデシルナフタレンオキシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸
ジエステル、ドデシルナフタレンオキシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステ
ル（ラウリルナフタレンオキシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル）、ト
リデシルナフタレンオキシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、テトラデ
シルナフタレンオキシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、ペンタデシル
ナフタレンオキシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、ヘキサデシルナフ
タレンオキシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、ヘプタデシルナフタレ
ンオキシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、オクタデシルナフタレンオ
キシ３，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、ノナデシルナフタレンオキシ３
，６，９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、イコサニルナフタレンオキシ３，６，
９－トリオキサウンデシル燐酸ジエステル、ならびにこれらのナトリウム塩、カリウム塩
、アンモニウム塩、トリエタノールアミン塩、マグネシウム塩、およびカルシウム塩など
が挙げられる。
【０２４６】
　ＦＧが一般式（３０４）で表される界面活性剤の中では、炭素数６～１００の有機残基
を有する化合物が好ましく、炭素数８～６０の有機残基を有する化合物であればより好ま
しく、炭素数１０～４０の有機残基を有する化合物であればさらに好ましい。また、上記
界面活性剤の中では、アルコキシアルキル燐酸エステル系界面活性剤およびアリールオキ
シアルキル燐酸エステル系界面活性剤が比較的好ましい。
【０２４７】
　ＦＧが上記一般式（３０５）で表される界面活性剤としては、例えば、脂肪族カルボン
酸系界面活性剤、アルキルオキシ脂肪族カルボン酸系界面活性剤、アリールオキシ脂肪族
カルボン酸系界面活性剤、芳香族カルボン酸系界面活性剤、Ｎ－アシルアミノ酸系界面活
性剤などが挙げられる。
【０２４８】
　脂肪族カルボン酸系界面活性剤としては、例えば、酪酸、吉草酸、カプロン酸、カプリ
ル酸、カプリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、イソステ
アリン酸、オレイン酸、ベヘニン酸、シクロヘキサンカルボン酸、フェニル酢酸、大豆油
、ヤシ油、パーム油、アマニ油、綿実油、ナタネ油、キリ油、ヒマシ油、ポリアクリル酸
、アクリル酸とメチルメタクリレート共重合体、ならびにこれらのナトリウム塩、カリウ
ム塩、アンモニウム塩、トリエタノールアミン塩、マグネシウム塩、およびカルシウム塩
などが挙げられる。
【０２４９】
　アルキルオキシ脂肪族カルボン酸系界面活性剤としては、例えば、ブトキシエチルオキ
シ酢酸、ペンチロキシエチルオキシ酢酸、ヘキシロキシエチルオキシ酢酸、ヘプチロキシ
エチルオキシ酢酸、オクチロキシエチルオキシ酢酸、ノニロキシエチルオキシ酢酸、デシ
ロキシエチルオキシ酢酸、ウンデシロキシエチルオキシ酢酸、ドデシロキシエチルオキシ
酢酸、トリデシロキシエチルオキシ酢酸、テトラデシロキシエチルオキシ酢酸、ペンタデ
シロキシエチルオキシ酢酸、ヘキサデシロキシエチルオキシ酢酸、ヘプタデシロオキシエ
チルオキシ酢酸、オクタデシロオキシエチルオキシ酢酸、ノナデシロキシエチルオキシ酢
酸、イコサニロキシエチルオキシ酢酸、
ブトキシ－３－オキサペンチルオキシ酢酸、ペンチロキシ－３－オキサペンチルオキシ酢
酸、ヘキシロキシ－３－オキサペンチルオキシ酢酸、ヘプチロキシ－３－オキサペンチル
オキシ酢酸、オクチロキシ－３－オキサペンチルオキシ酢酸、ノニロキシ－３－オキサペ
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ンチルオキシ酢酸、デシロキシ－３－オキサペンチルオキシ酢酸、ウンデシロキシ－３－
オキサペンチルオキシ酢酸、ドデシロキシ－３－オキサペンチルオキシ酢酸、トリデシロ
キシ－３－オキサペンチルオキシ酢酸、テトラデシロキシ－３－オキサペンチルオキシ酢
酸、ペンタデシロキシ－３－オキサペンチルオキシ酢酸、ヘキサデシロキシ－３－オキサ
ペンチルオキシ酢酸、ヘプタデシロオキシ－３－オキサペンチルオキシ酢酸、オクタデシ
ロオキシ－３－オキサペンチルオキシ酢酸、ノナデシロキシ－３－オキサペンチルオキシ
酢酸、イコサニロキシ－３－オキサペンチルオキシ酢酸、
ブトキシ－３，６－ジオキサオクチルオキシ酢酸、ペンチロキシ－３，６－ジオキサオク
チルオキシ酢酸、ヘキシロキシ－３，６－ジオキサオクチルオキシ酢酸、ヘプチロキシ－
３，６－ジオキサオクチルオキシ酢酸、オクチロキシ－３，６－ジオキサオクチルオキシ
酢酸、ノニロキシ－３，６－ジオキサオクチルオキシ酢酸、デシロキシ－３，６－ジオキ
サオクチルオキシ酢酸、ウンデシロキシ－３，６－ジオキサオクチルオキシ酢酸、ドデシ
ロキシ－３，６－ジオキサオクチルオキシ酢酸、トリデシロキシ－３，６－ジオキサオク
チルオキシ酢酸、テトラデシロキシ－３，６－ジオキサオクチルオキシ酢酸、ペンタデシ
ロキシ－３，６－ジオキサオクチルオキシ酢酸、ヘキサデシロキシ－３，６－ジオキサオ
クチルオキシ酢酸、ヘプタデシロオキシ－３，６－ジオキサオクチルオキシ酢酸、オクタ
デシロオキシ－３，６－ジオキサオクチルオキシ酢酸、ノナデシロキシ－３，６－ジオキ
サオクチルオキシ酢酸、イコサニロキシ－３，６－ジオキサオクチルオキシ酢酸、
ブトキシ－３，６，９－トリオキサウンデシルオキシ酢酸、ペンチロキシ－３，６，９－
トリオキサウンデシルオキシ酢酸、ヘキシロキシ－３，６，９－トリオキサウンデシルオ
キシ酢酸、ヘプチロキシ－３，６，９－トリオキサウンデシルオキシ酢酸、オクチロキシ
－３，６，９－トリオキサウンデシルオキシ酢酸、ノニロキシ－３，６，９－トリオキサ
ウンデシルオキシ酢酸、デシロキシ－３，６，９－トリオキサウンデシルオキシ酢酸、ウ
ンデシロキシ－３，６，９－トリオキサウンデシルオキシ酢酸、ドデシロキシ－３，６，
９－トリオキサウンデシルオキシ酢酸、トリデシロキシ－３，６，９－トリオキサウンデ
シルオキシ酢酸、テトラデシロキシ－３，６，９－トリオキサウンデシルオキシ酢酸、ペ
ンタデシロキシ－３，６，９－トリオキサウンデシルオキシ酢酸、ヘキサデシロキシ－３
，６，９－トリオキサウンデシルオキシ酢酸、ヘプタデシロオキシ－３，６，９－トリオ
キサウンデシルオキシ酢酸、オクタデシロオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシルオ
キシ酢酸、ノナデシロキシ－３，６，９－トリオキサウンデシルオキシ酢酸、イコサニロ
キシ－３，６，９－トリオキサウンデシルオキシ酢酸、ならびにこれらのナトリウム塩、
カリウム塩、アンモニウム塩、トリエタノールアミン塩、マグネシウム塩、およびカルシ
ウム塩などが挙げられる。
【０２５０】
　アリールオキシ脂肪族カルボン酸系界面活性剤としては、例えば、ブチルフェノキシエ
チルオキシ酢酸、ペンチルフェノキシエチルオキシ酢酸、ヘキシルフェノキシエチルオキ
シ酢酸、ヘプチルフェノキシエチルオキシ酢酸、オクチルフェノキシエチルオキシ酢酸、
ノニルフェノキシエチルオキシ酢酸、デシルフェノキシエチルオキシ酢酸、ウンデシルフ
ェノキシエチルオキシ酢酸、ドデシルフェノキシエチルオキシ酢酸、トリデシルフェノキ
シエチルオキシ酢酸、テトラデシルフェノキシエチルオキシ酢酸、ペンタデシルフェノキ
シエチルオキシ酢酸、ヘキサデシルフェノキシエチルオキシ酢酸、ヘプタデシルフェノキ
シエチルオキシ酢酸、オクタデシルフェノキシエチルオキシ酢酸、ノナデシルフェノキシ
エチルオキシ酢酸、イコサニルフェノキシエチルオキシ酢酸、
ブチルフェノキシ－３－オキサペンチルオキシ酢酸、ペンチルフェノキシ－３－オキサペ
ンチルオキシ酢酸、ヘキシルフェノキシ－３－オキサペンチルオキシ酢酸、ヘプチルフェ
ノキシ－３－オキサペンチルオキシ酢酸、オクチルフェノキシ－３－オキサペンチルオキ
シ酢酸、ノニルフェノキシ－３－オキサペンチルオキシ酢酸、デシルフェノキシ－３－オ
キサペンチルオキシ酢酸、ドデシルフェノキシ－３－オキサペンチルオキシ酢酸、トリデ
シルフェノキシ－３－オキサペンチルオキシ酢酸、テトラデシルフェノキシ－３－オキサ
ペンチルオキシ酢酸、ペンタデシルフェノキシ－３－オキサペンチルオキシ酢酸、ヘキサ
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デシルフェノキシ－３－オキサペンチルオキシ酢酸、ヘプタデシルフェノキシ－３－オキ
サペンチルオキシ酢酸、オクタデシルフェノキシ－３－オキサペンチルオキシ酢酸、ノナ
デシルフェノキシ－３－オキサペンチルオキシ酢酸、イコサニルフェノキシ－３－オキサ
ペンチルオキシ酢酸、
ブチルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチルオキシ酢酸、ペンチルフェノキシ－３，６
－ジオキサオクチルオキシ酢酸、ヘキシルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチルオキシ
酢酸、ヘプチルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチルオキシ酢酸、オクチルフェノキシ
－３，６－ジオキサオクチルオキシ酢酸、ノニルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチル
オキシ酢酸、デシルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチルオキシ酢酸、ウンデシルフェ
ノキシ－３，６－ジオキサオクチルオキシ酢酸、ドデシルフェノキシ－３，６－ジオキサ
オクチルオキシ酢酸（ラウリルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチルオキシ酢酸）、ト
リデシルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチルオキシ酢酸、テトラデシルフェノキシ－
３，６－ジオキサオクチルオキシ酢酸、ペンタデシルフェノキシ－３，６－ジオキサオク
チルオキシ酢酸、ヘキサデシルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチルオキシ酢酸、ヘプ
タデシルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチルオキシ酢酸、オクタデシルフェノキシ－
３，６－ジオキサオクチルオキシ酢酸、ノナデシルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチ
ルオキシ酢酸、イコサニルフェノキシ－３，６－ジオキサオクチルオキシ酢酸、
ブチルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシルオキシ酢酸、ペンチルフェノキシ
－３，６，９－トリオキサウンデシルオキシ酢酸、ヘキシルフェノキシ－３，６，９－ト
リオキサウンデシルオキシ酢酸、ヘプチルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシ
ルオキシ酢酸、オクチルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシルオキシ酢酸、ノ
ニルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシルオキシ酢酸、デシルフェノキシ－３
，６，９－トリオキサウンデシルオキシ酢酸、ウンデシルフェノキシ－３，６，９－トリ
オキサウンデシルオキシ酢酸、ドデシルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル
オキシ酢酸（ラウリルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシルオキシ酢酸）、ト
リデシルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシルオキシ酢酸、テトラデシルフェ
ノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシルオキシ酢酸、ペンタデシルフェノキシ－３，
６，９－トリオキサウンデシルオキシ酢酸、ヘキサデシルフェノキシ－３，６，９－トリ
オキサウンデシルオキシ酢酸、ヘプタデシルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデ
シルオキシ酢酸、オクタデシルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシルオキシ酢
酸、ノナデシルフェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシルオキシ酢酸、イコサニル
フェノキシ－３，６，９－トリオキサウンデシルオキシ酢酸、ならびにこれらのナトリウ
ム塩、カリウム塩、アンモニウム塩、トリエタノールアミン塩、マグネシウム塩、および
カルシウム塩などが挙げられる。
【０２５１】
　芳香族カルボン酸系界面活性剤としては、例えば、安息香酸、トルイル酸、クロロ安息
香酸、ニトロ安息香酸、ヒドロキシ安息香酸、メトキシ安息香酸、ブトキシ安息香酸、ペ
ンチルオキシ安息香酸、ヘキシルオキシ安息香酸、ヘプチルオキシ安息香酸、オクチルオ
キシ安息香酸、ノニルオキシ安息香酸、デシルオキシ安息香酸、ウンデシルオキシ安息香
酸、ドデシルオキシ安息香酸、トリデシルオキシ安息香酸、テトラデシルオキシ安息香酸
、ペンタデシルオキシ安息香酸、ヘキサデシルオキシ安息香酸、ヘプタデシルオキシ安息
香酸、オクタデシルオキシ安息香酸、ノナデシルオキシ安息香酸、イコサニルオキシ安息
香酸、ならびにこれらのナトリウム塩、カリウム塩、アンモニウム塩、トリエタノールア
ミン塩、マグネシウム塩、およびカルシウム塩などが挙げられる。
【０２５２】
　Ｎ－アシルアミノ酸系界面活性剤としては、例えば、酪酸とグリシンの－Ｎ－アシルエ
ステル、吉草酸とグリシンの－Ｎ－アシルエステル、カプロン酸とグリシンの－Ｎ－アシ
ルエステル、カプリル酸とグリシンの－Ｎ－アシルエステル、カプリン酸とグリシンの－
Ｎ－アシルエステル、ラウリン酸とグリシンの－Ｎ－アシルエステル、ミリスチン酸とグ
リシンの－Ｎ－アシルエステル、パルミチン酸とグリシンの－Ｎ－アシルエステル、ステ
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アリン酸とグリシンの－Ｎ－アシルエステル、イソステアリン酸とグリシンの－Ｎ－アシ
ルエステル、オレイン酸とグリシンの－Ｎ－アシルエステル、ベヘニン酸とグリシンの－
Ｎ－アシルエステル、シクロヘキサンカルボン酸とグリシンの－Ｎ－アシルエステル、フ
ェニル酢酸とグリシンの－Ｎ－アシルエステル、
酪酸とＮ－メチルグリシンの－Ｎ－アシルエステル、吉草酸とＮ－メチルグリシンの－Ｎ
－アシルエステル、カプロン酸とＮ－メチルグリシンの－Ｎ－アシルエステル、カプリル
酸とＮ－メチルグリシンの－Ｎ－アシルエステル、カプリン酸とＮ－メチルグリシンの－
Ｎ－アシルエステル、ラウリン酸とＮ－メチルグリシンの－Ｎ－アシルエステル、ミリス
チン酸とＮ－メチルグリシンの－Ｎ－アシルエステル、パルミチン酸とＮ－メチルグリシ
ンの－Ｎ－アシルエステル、ステアリン酸とＮ－メチルグリシンの－Ｎ－アシルエステル
、イソステアリン酸とＮ－メチルグリシンの－Ｎ－アシルエステル、オレイン酸とＮ－メ
チルグリシンの－Ｎ－アシルエステル、ベヘニン酸とＮ－メチルグリシンの－Ｎ－アシル
エステル、シクロヘキサンカルボン酸とＮ－メチルグリシンの－Ｎ－アシルエステル、フ
ェニル酢酸とＮ－メチルグリシンの－Ｎ－アシルエステル、
酪酸とアラニンの－Ｎ－アシルエステル、吉草酸とアラニンの－Ｎ－アシルエステル、カ
プロン酸とアラニンの－Ｎ－アシルエステル、カプリル酸とアラニンの－Ｎ－アシルエス
テル、カプリン酸とアラニンの－Ｎ－アシルエステル、ラウリン酸とアラニンの－Ｎ－ア
シルエステル、ミリスチン酸とアラニンの－Ｎ－アシルエステル、パルミチン酸とアラニ
ンの－Ｎ－アシルエステル、ステアリン酸とアラニンの－Ｎ－アシルエステル、イソステ
アリン酸とアラニンの－Ｎ－アシルエステル、オレイン酸とアラニンの－Ｎ－アシルエス
テル、ベヘニン酸とアラニンの－Ｎ－アシルエステル、シクロヘキサンカルボン酸とアラ
ニンの－Ｎ－アシルエステル、フェニル酢酸とアラニンの－Ｎ－アシルエステル、
酪酸とＮ－メチルアラニンの－Ｎ－アシルエステル、吉草酸とＮ－メチルアラニンの－Ｎ
－アシルエステル、カプロン酸とＮ－メチルアラニンの－Ｎ－アシルエステル、カプリル
酸とＮ－メチルアラニンの－Ｎ－アシルエステル、カプリン酸とＮ－メチルアラニンの－
Ｎ－アシルエステル、ラウリン酸とＮ－メチルアラニンの－Ｎ－アシルエステル、ミリス
チン酸とＮ－メチルアラニンの－Ｎ－アシルエステル、パルミチン酸とＮ－メチルアラニ
ンの－Ｎ－アシルエステル、ステアリン酸とＮ－メチルアラニンの－Ｎ－アシルエステル
、イソステアリン酸とＮ－メチルアラニンの－Ｎ－アシルエステル、オレイン酸とＮ－メ
チルアラニンの－Ｎ－アシルエステル、ベヘニン酸とＮ－メチルアラニンの－Ｎ－アシル
エステル、シクロヘキサンカルボン酸とＮ－メチルアラニンの－Ｎ－アシルエステル、フ
ェニル酢酸とＮ－メチルアラニンの－Ｎ－アシルエステル、
酪酸とコラーゲンペプチドとの－Ｎ－アシルエステル、吉草酸とコラーゲンペプチドとの
－Ｎ－アシルエステル、カプロン酸とコラーゲンペプチドとの－Ｎ－アシルエステル、カ
プリル酸とコラーゲンペプチドとの－Ｎ－アシルエステル、カプリン酸とコラーゲンペプ
チドとの－Ｎ－アシルエステル、ラウリン酸とコラーゲンペプチドとの－Ｎ－アシルエス
テル、ミリスチン酸とコラーゲンペプチドとの－Ｎ－アシルエステル、パルミチン酸とコ
ラーゲンペプチドとの－Ｎ－アシルエステル、ステアリン酸とコラーゲンペプチドとの－
Ｎ－アシルエステル、イソステアリン酸とコラーゲンペプチドとの－Ｎ－アシルエステル
、オレイン酸とコラーゲンペプチドとの－Ｎ－アシルエステル、ベヘニン酸とコラーゲン
ペプチドとの－Ｎ－アシルエステル、シクロヘキサンカルボン酸とコラーゲンペプチドと
の－Ｎ－アシルエステル、フェニル酢酸とコラーゲンペプチドとの－Ｎ－アシルエステル
、ならびにこれらのナトリウム塩、カリウム塩、アンモニウム塩、トリエタノールアミン
塩、マグネシウム塩、およびカルシウム塩などが挙げられる。
【０２５３】
　ＦＧが一般式（３０５）で表される界面活性剤の中では炭素数８～６０の有機残基を有
する化合物であればより好ましく、グリシンの－Ｎ－アシルエステルであって炭素数１０
～４０の有機残基を有する化合物であればさらに好ましい。
【０２５４】
　ＦＧが上記一般式（３０６）で表される界面活性剤としては、例えば、アルキルコハク
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酸系界面活性剤、アルキルエーテルコハク酸系界面活性剤、アルキルエステルコハク酸系
界面活性剤、コハク酸チオエステル系界面活性剤、Ｎ－アシルアミノコハク酸エステル系
界面活性剤、Ｎ－アシルグルタミン酸エステル系界面活性剤などが挙げられる。
【０２５５】
　アルキルコハク酸系界面活性剤としては、例えば、ブチルコハク酸、ペンチルコハク酸
、ヘキシルコハク酸、ヘプチルコハク酸、オクチルコハク酸、ノニルコハク酸、デシルコ
ハク酸、ウンデシルコハク酸、ドデシルコハク酸、トリデシルコハク酸、テトラデシルコ
ハク酸、ペンタデシルコハク酸、ヘキサデシルコハク酸、ヘプタデシルコハク酸、オクタ
デシルコハク酸、ノナデシルコハク酸、イコサニルコハク酸、ならびにこれらのナトリウ
ム塩、カリウム塩、アンモニウム塩、トリエタノールアミン塩、マグネシウム塩、および
カルシウム塩などが挙げられる。
【０２５６】
　アルキルエーテルコハク酸系界面活性剤としては、例えば、ブチルオキシコハク酸、ペ
ンチルオキシコハク酸、ヘキシルオキシコハク酸、ヘプチルオキシコハク酸、オクチルオ
キシコハク酸、ノニルオキシコハク酸、デシルオキシコハク酸、ウンデシルオキシコハク
酸、ドデシルオキシコハク酸、トリデシルオキシコハク酸、テトラデシルオキシコハク酸
、ペンタデシルオキシコハク酸、ヘキサデシルオキシコハク酸、ヘプタデシルオキシコハ
ク酸、オクタデシルオキシコハク酸、ノナデシルオキシコハク酸、イコサニルオキシコハ
ク酸、ならびにこれらのナトリウム塩、カリウム塩、アンモニウム塩、トリエタノールア
ミン塩、マグネシウム塩、およびカルシウム塩などが挙げられる。
【０２５７】
　アルキルエステルコハク酸系界面活性剤としては、例えば、酪酸とヒドロキシコハク酸
のエステル、吉草酸とヒドロキシコハク酸のエステル、カプロン酸とヒドロキシコハク酸
のエステル、カプリル酸とヒドロキシコハク酸のエステル、カプリン酸とヒドロキシコハ
ク酸のエステル、ラウリン酸とヒドロキシコハク酸のエステル、ミリスチン酸とヒドロキ
シコハク酸のエステル、パルミチン酸とヒドロキシコハク酸のエステル、ステアリン酸と
ヒドロキシコハク酸のエステル、イソステアリン酸とヒドロキシコハク酸のエステル、オ
レイン酸とヒドロキシコハク酸のエステル、ベヘニン酸とヒドロキシコハク酸のエステル
、シクロヘキサンカルボン酸とヒドロキシコハク酸のエステル、フェニル酢酸とヒドロキ
シコハク酸のエステルならびにこれらのナトリウム塩、カリウム塩、アンモニウム塩、ト
リエタノールアミン塩、マグネシウム塩、およびカルシウム塩などが挙げられる。
【０２５８】
　コハク酸チオエステル系界面活性剤としては、例えば、酪酸とメルカプトコハク酸のチ
オエステル、吉草酸とメルカプトコハク酸のチオエステル、カプロン酸とメルカプトコハ
ク酸のチオエステル、カプリル酸とメルカプトコハク酸のチオエステル、カプリン酸とメ
ルカプトコハク酸のチオエステル、ラウリン酸とメルカプトコハク酸のチオエステル、ミ
リスチン酸とメルカプトコハク酸のチオエステル、パルミチン酸とメルカプトコハク酸の
チオエステル、ステアリン酸とメルカプトコハク酸のチオエステル、イソステアリン酸と
メルカプトコハク酸のチオエステル、オレイン酸とメルカプトコハク酸のチオエステル、
ベヘニン酸とメルカプトコハク酸のチオエステル、シクロヘキサンカルボン酸とメルカプ
トコハク酸のチオエステル、フェニル酢酸とメルカプトコハク酸のチオエステルならびに
これらのナトリウム塩、カリウム塩、アンモニウム塩、トリエタノールアミン塩、マグネ
シウム塩、およびカルシウム塩などが挙げられる。
【０２５９】
　Ｎ－アシルアミノコハク酸エステル系界面活性剤としては、例えば、酪酸とアミノコハ
ク酸のＮ－アシルエステル、吉草酸とアミノコハク酸のＮ－アシルエステル、カプロン酸
とアミノコハク酸のＮ－アシルエステル、カプリル酸とアミノコハク酸のＮ－アシルエス
テル、カプリン酸とアミノコハク酸のＮ－アシルエステル、ラウリン酸とアミノコハク酸
のＮ－アシルエステル、ミリスチン酸とアミノコハク酸のＮ－アシルエステル、パルミチ
ン酸とアミノコハク酸のＮ－アシルエステル、ステアリン酸とアミノコハク酸のＮ－アシ
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ルエステル、イソステアリン酸とアミノコハク酸のＮ－アシルエステル、オレイン酸とア
ミノコハク酸のＮ－アシルエステル、ベヘニン酸とアミノコハク酸のＮ－アシルエステル
、シクロヘキサンカルボン酸とアミノコハク酸のＮ－アシルエステル、フェニル酢酸とア
ミノコハク酸のＮ－アシルエステル、ならびにこれらのナトリウム塩、カリウム塩、アン
モニウム塩、トリエタノールアミン塩、マグネシウム塩、およびカルシウム塩などが挙げ
られる。
【０２６０】
　Ｎ－アシルグルタミン酸エステル系界面活性剤としては、例えば、酪酸とグルタミン酸
のＮ－アシルエステル、吉草酸とグルタミン酸のＮ－アシルエステル、カプロン酸とグル
タミン酸のＮ－アシルエステル、カプリル酸とグルタミン酸のＮ－アシルエステル、カプ
リン酸とグルタミン酸のＮ－アシルエステル、ラウリン酸とグルタミン酸のＮ－アシルエ
ステル、ミリスチン酸とグルタミン酸のＮ－アシルエステル、パルミチン酸とグルタミン
酸のＮ－アシルエステル、ステアリン酸とグルタミン酸のＮ－アシルエステル、イソステ
アリン酸とグルタミン酸のＮ－アシルエステル、オレイン酸とグルタミン酸のＮ－アシル
エステル、ベヘニン酸とグルタミン酸のＮ－アシルエステル、シクロヘキサンカルボン酸
とグルタミン酸のＮ－アシルエステル、フェニル酢酸とグルタミン酸のＮ－アシルエステ
ル、およびこれらのナトリウム塩、カリウム塩、アンモニウム塩、トリエタノールアミン
塩、マグネシウム塩、およびカルシウム塩などが挙げられる。
【０２６１】
　ＦＧが一般式（３０６）で表される界面活性剤の中では、炭素数６～１００の有機残基
を有する化合物が好ましく、炭素数８～６０の有機残基を有する化合物であればより好ま
しく、炭素数１０～４０の有機残基を有する化合物であればさらに好ましい。
【０２６２】
　ＦＧが上記一般式（３０７）で表される界面活性剤としては、例えば、フタル酸エステ
ル系界面活性剤などが挙げられる。
　フタル酸エステル系界面活性剤としては、例えば、フタル酸ブチル、フタル酸ペンチル
、フタル酸ヘキシル、フタル酸ヘプチル、フタル酸オクチル、フタル酸ノニル、フタル酸
デシル、フタル酸ウンデシル、フタル酸ドデシル（ラウリル）、フタル酸トリデシル、フ
タル酸テトラデシル、フタル酸ペンタデシル、フタル酸ヘキサデシル、フタル酸ヘプタデ
シル、フタル酸オクタデシル、フタル酸ノナデシル、フタル酸イコサニル、
フタル酸ブチルオキシ、フタル酸ヘキシルオキシ、フタル酸オクチルオキシ、フタル酸デ
シルオキシ、フタル酸ドデシルオキシ、フタル酸テトラデシルオキシ、フタル酸ヘキサデ
シルオキシ、フタル酸オクタデシルオキシ、フタル酸イコサニルオキシ、
フタル酸ブチルオキシ－３－オキサペンチル、フタル酸ヘキシルオキシ－３－オキサペン
チル、フタル酸オクチルオキシ－３－オキサペンチル、フタル酸デシルオキシ－３－オキ
サペンチル、フタル酸ドデシルオキシ－３－オキサペンチル、フタル酸テトラデシルオキ
シ－３－オキサペンチル、フタル酸ヘキサデシルオキシ－３－オキサペンチル、フタル酸
オクタデシルオキシ－３－オキサペンチル、フタル酸イコサニルオキシ－３－オキサペン
チル、
フタル酸ブチルオキシ－３，６－ジオキサオクチル、フタル酸ヘキシルオキシ－３，６－
ジオキサオクチル、フタル酸オクチルオキシ－３，６－ジオキサオクチル、フタル酸デシ
ルオキシ－３，６－ジオキサオクチル、フタル酸ドデシルオキシ－３，６－ジオキサオク
チル、フタル酸テトラデシルオキシ－３，６－ジオキサオクチル、フタル酸ヘキサデシル
オキシ－３，６－ジオキサオクチル、フタル酸オクタデシルオキシ－３，６－ジオキサオ
クチル、フタル酸イコサニルオキシ－３，６－ジオキサオクチル、
フタル酸ブチルオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル、フタル酸ヘキシルオキシ－
３，６，９－トリオキサウンデシル、フタル酸オクチルオキシ－３，６，９－トリオキサ
ウンデシル、フタル酸デシルオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル、フタル酸ドデ
シルオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル、フタル酸テトラデシルオキシ－３，６
，９－トリオキサウンデシル、フタル酸ヘキサデシルオキシ－３，６，９－トリオキサウ
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ンデシル、フタル酸オクタデシルオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル、フタル酸
イコサニルオキシ－３，６，９－トリオキサウンデシル、およびこれらのナトリウム塩、
カリウム塩、アンモニウム塩、トリエタノールアミン塩、マグネシウム塩、およびカルシ
ウム塩などが挙げられる。
【０２６３】
　ＦＧが一般式（３０７）で表される界面活性剤の中では、炭素数６～１００の有機残基
を有する化合物が好ましく、炭素数８～６０の有機残基を有する化合物であればより好ま
しく、炭素数１０～４０の有機残基を有する化合物であればさらに好ましい。
【０２６４】
　ＦＧが上記一般式（３０８）で表される界面活性剤としては、例えば、イミノ二酢酸－
Ｎ－アシルエステル系界面活性剤などが挙げられる。
　イミノ二酢酸－Ｎ－アシルエステル系界面活性剤としては、例えば、酪酸とイミノ二酢
酸の－Ｎ－アシルエステル、吉草酸とイミノ二酢酸の－Ｎ－アシルエステル、カプロン酸
とイミノ二酢酸の－Ｎ－アシルエステル、カプリル酸とイミノ二酢酸の－Ｎ－アシルエス
テル、カプリン酸とイミノ二酢酸の－Ｎ－アシルエステル、ラウリン酸とイミノ二酢酸の
－Ｎ－アシルエステル、ミリスチン酸とイミノ二酢酸の－Ｎ－アシルエステル、パルミチ
ン酸とイミノ二酢酸の－Ｎ－アシルエステル、ステアリン酸とイミノ二酢酸の－Ｎ－アシ
ルエステル、イソステアリン酸とイミノ二酢酸の－Ｎ－アシルエステル、オレイン酸とイ
ミノ二酢酸の－Ｎ－アシルエステル、ベヘニン酸とイミノ二酢酸の－Ｎ－アシルエステル
、シクロヘキサンカルボン酸とイミノ二酢酸の－Ｎ－アシルエステル、フェニル酢酸とイ
ミノ二酢酸の－Ｎ－アシルエステル、およびこれらのナトリウム塩、カリウム塩、アンモ
ニウム塩、トリエタノールアミン塩、マグネシウム塩、およびカルシウム塩などが挙げら
れる。
【０２６５】
　ＦＧが一般式（３０８）で表される界面活性剤の中では、炭素数６～１００の有機残基
を有する化合物が好ましく、炭素数８～６０の有機残基を有する化合物であればより好ま
しく、炭素数１０～４０の有機残基を有する化合物であればさらに好ましい。
【０２６６】
　上記ＦＧとなる、水酸基を含む基としては、例えば、下記一般式（３０９）、（３１０
）、（３１２）、および（３１３）で表される親水基が挙げられる。
【０２６７】
【化６８】

【０２６８】
　上記式（３０９）中、ｒ1およびｒ2は、独立して水素原子、メチル基、エチル基、また
は水酸基を表し、ｎ１は０～１００の整数を表す。＃３は式（３００）のＲに含まれる炭
素原子に結合する結合手を表す。なお、式（３０９）で表される基が水酸基を１つ含む基
である場合、式（３００）におけるｎ０は２～５の整数を表す。
【０２６９】
【化６９】

【０２７０】
　上記式（３１０）中、Ｘは、－Ｏ－，－Ｓ－，－ＮＨ－，または－ＮＣＨ3－を表し、
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Ｘ同士は同一でも異なってもよく、ｍ１は０～１０の整数を表し、ｎ２０は２～１００の
整数を表し、ｒ1～ｒ4は、それぞれ独立して、水素原子、メチル基、エチル基、または水
酸基を表し、Ｘ同士、ｒ1同士、ｒ2同士、ｒ3同士、およびｒ4同士は同一でも異なってい
てもよく、＃３は式（３００）のＲに含まれる炭素原子に結合する結合手を表す。なお、
式（３１０）で表される基が水酸基を１つ含む基である場合は、式（３００）におけるｎ
０は２～５の整数を表す。
【０２７１】
【化７０】

【０２７２】
　上記式（３１２）中、Ｘ3およびＸ4は、独立して、－ＣＨ2－、－ＣＨ（ＯＨ）－、ま
たは－ＣＯ－を表し、ｎ３０は０～３の整数を表し、ｎ５０は０～５の整数を表し、ｎ３
０が２以上の場合、Ｘ3同士は同一でも異なってもよく、ｎ５０が２以上の場合、Ｘ4同士
は同一でも異なっても良く、＃３は式（３００）のＲに含まれる炭素原子に結合する結合
手を表す。
【０２７３】
【化７１】

【０２７４】
　上記式（３１３）中、＃３は式（３００）のＲに含まれる炭素原子に結合する結合手を
表し、Ｕ1およびＵ2は、それぞれ独立して、水酸基またはＲに含まれる炭素原子に結合す
る酸素原子（Ｏ－＃３）を表す。
【０２７５】
　ＦＧが上記一般式（３０９）で表される界面活性剤としては、例えば、酪酸トリメチロ
ールプロパンモノエステル、吉草酸トリメチロールプロパンモノエステル、カプロン酸ト
リメチロールプロパンモノエステル、カプリル酸トリメチロールプロパンモノエステル、
カプリン酸トリメチロールプロパンモノエステル、ラウリン酸トリメチロールプロパンモ
ノエステル、ミリスチン酸トリメチロールプロパンモノエステル、パルミチン酸トリメチ
ロールプロパンモノエステル、ステアリン酸トリメチロールプロパンモノエステル、イソ
ステアリン酸トリメチロールプロパンモノエステル、オレイン酸トリメチロールプロパン
モノエステル、ベヘニン酸トリメチロールプロパンモノエステル、シクロヘキサンカルボ
ン酸トリメチロールプロパンモノエステル、フェニル酢酸トリメチロールプロパンモノエ
ステル、
酪酸ペンタエリスリトールモノエステル、吉草酸ペンタエリスリトールモノエステル、カ
プロン酸ペンタエリスリトールモノエステル、カプリル酸ペンタエリスリトールモノエス
テル、カプリン酸ペンタエリスリトールモノエステル、ラウリン酸ペンタエリスリトール
モノエステル、ミリスチン酸ペンタエリスリトールモノエステル、パルミチン酸ペンタエ
リスリトールモノエステル、ステアリン酸ペンタエリスリトールモノエステル、イソステ
アリン酸ペンタエリスリトールモノエステル、オレイン酸ペンタエリスリトールモノエス
テル、ベヘニン酸ペンタエリスリトールモノエステル、シクロヘキサンカルボン酸ペンタ
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エリスリトールモノエステル、フェニル酢酸ペンタエリスリトールモノエステル、
酪酸ペンタエリスリトールジエステル、吉草酸ペンタエリスリトールジエステル、カプロ
ン酸ペンタエリスリトールジエステル、カプリル酸ペンタエリスリトールジエステル、カ
プリン酸ペンタエリスリトールジエステル、ラウリン酸ペンタエリスリトールジエステル
、ミリスチン酸ペンタエリスリトールジエステル、パルミチン酸ペンタエリスリトールジ
エステル、ステアリン酸ペンタエリスリトールジエステル、イソステアリン酸ペンタエリ
スリトールジエステル、オレイン酸ペンタエリスリトールジエステル、ベヘニン酸ペンタ
エリスリトールジエステル、シクロヘキサンカルボン酸ペンタエリスリトールジエステル
、フェニル酢酸ペンタエリスリトールジエステル、
酪酸ジペンタエリスリトールジエステル、吉草酸ジペンタエリスリトールジエステル、カ
プロン酸ジペンタエリスリトールジエステル、カプリル酸ジペンタエリスリトールジエス
テル、カプリン酸ジペンタエリスリトールジエステル、ラウリン酸ジペンタエリスリトー
ルジエステル、ミリスチン酸ジペンタエリスリトールジエステル、パルミチン酸ジペンタ
エリスリトールジエステル、ステアリン酸ジペンタエリスリトールジエステル、イソステ
アリン酸ジペンタエリスリトールジエステル、オレイン酸ジペンタエリスリトールジエス
テル、ベヘニン酸ジペンタエリスリトールジエステル、シクロヘキサンカルボン酸ジペン
タエリスリトールジエステル、フェニル酢酸ジペンタエリスリトールジエステル、
酪酸ジペンタエリスリトールトリエステル、吉草酸ジペンタエリスリトールトリエステル
、カプロン酸ジペンタエリスリトールトリエステル、カプリル酸ジペンタエリスリトール
トリエステル、カプリン酸ジペンタエリスリトールトリエステル、ラウリン酸ジペンタエ
リスリトールトリエステル、ミリスチン酸ジペンタエリスリトールトリエステル、パルミ
チン酸ジペンタエリスリトールトリエステル、ステアリン酸ジペンタエリスリトールトリ
エステル、イソステアリン酸ジペンタエリスリトールトリエステル、オレイン酸ジペンタ
エリスリトールトリエステル、ベヘニン酸ジペンタエリスリトールトリエステル、シクロ
ヘキサンカルボン酸ジペンタエリスリトールトリエステル、フェニル酢酸ジペンタエリス
リトールトリエステル、
酪酸ジペンタエリスリトールテトラエステル、吉草酸ジペンタエリスリトールテトラエス
テル、カプロン酸ジペンタエリスリトールテトラエステル、カプリル酸ジペンタエリスリ
トールテトラエステル、カプリン酸ジペンタエリスリトールテトラエステル、ラウリン酸
ジペンタエリスリトールテトラエステル、ミリスチン酸ジペンタエリスリトールテトラエ
ステル、パルミチン酸ジペンタエリスリトールテトラエステル、ステアリン酸ジペンタエ
リスリトールテトラエステル、イソステアリン酸ジペンタエリスリトールテトラエステル
、オレイン酸ジペンタエリスリトールテトラエステル、ベヘニン酸ジペンタエリスリトー
ルテトラエステル、シクロヘキサンカルボン酸ジペンタエリスリトールテトラエステル、
フェニル酢酸ジペンタエリスリトールテトラエステル、ならびにこれらのエチレンオキサ
イド付加物、プロピレンオキサイド付加物、およびブチロラクトン付加物などが挙げられ
る。
【０２７６】
　ＦＧが上記一般式（３０９）で表される界面活性剤の中では、炭素数６～１００の有機
残基を有する化合物が好ましく、炭素数８～６０の有機残基を有する化合物であればより
好ましく、炭素数１０～４０の有機残基を有する化合物であればさらに好ましい。
【０２７７】
　ＦＧが上記一般式（３１０）で表される界面活性剤としては、例えば、酪酸グリセリン
モノエステル、吉草酸グリセリンモノエステル、カプロン酸グリセリンモノエステル、カ
プリル酸グリセリンモノエステル、カプリン酸グリセリンモノエステル、ラウリン酸グリ
セリンモノエステル、ミリスチン酸グリセリンモノエステル、パルミチン酸グリセリンモ
ノエステル、ステアリン酸グリセリンモノエステル、イソステアリン酸グリセリンモノエ
ステル、オレイン酸グリセリンモノエステル、ベヘニン酸グリセリンモノエステル、シク
ロヘキサンカルボン酸グリセリンモノエステル、フェニル酢酸グリセリンモノエステル、
グリセリンブチルエーテル、グリセリンペンチルエーテル、グリセリンヘキシルエーテル
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、グリセリンヘプチルエーテル、グリセリンオクチルエーテル、グリセリンノニルエーテ
ル、グリセリンデシルエーテル、グリセリンウンデシルエーテル、グリセリンドデシルエ
ーテル、グリセリントリデシルテトラデシルエーテル、グリセリンペンタデシルエーテル
、グリセリンヘキサデシルエーテル、グリセリンヘプタデシルエーテル、グリセリンオク
タデシルエーテル、グリセリンノナデシルエーテル、グリセリンイコサニルエーテル、
グリセリン－ブチルオキシエチルエーテル、グリセリン－ペンチルオキシエチルエーテル
、グリセリン－ヘキシルオキシエチルエーテル、グリセリン－ヘプチルオキシエチルエー
テル、グリセリン－オクチルオキシエチルエーテル、グリセリン－ノニルオキシエチルエ
ーテル、グリセリン－デシルオキシエチルエーテル、グリセリン－ウンデシルオキシエチ
ルエーテル、グリセリン－ドデシルオキシエチルエーテル、グリセリン－トリデシルテト
ラデシルオキシエチルエーテル、グリセリン－ペンタデシルオキシエチルエーテル、グリ
セリン－ヘキサデシルオキシエチルエーテル、グリセリン－ヘプタデシルオキシエチルエ
ーテル、グリセリン－オクタデシルオキシエチルエーテル、グリセリン－ノナデシルオキ
シエチルエーテル、グリセリン－イコサニルオキシエチルエーテル、
酪酸ジグリセリンモノエステル、吉草酸ジグリセリンモノエステル、カプロン酸ジグリセ
リンモノエステル、カプリル酸ジグリセリンモノエステル、カプリン酸ジグリセリンモノ
エステル、ラウリン酸ジグリセリンモノエステル、ミリスチン酸ジグリセリンモノエステ
ル、パルミチン酸ジグリセリンモノエステル、ステアリン酸ジグリセリンモノエステル、
イソステアリン酸ジグリセリンモノエステル、オレイン酸ジグリセリンモノエステル、ベ
ヘニン酸ジグリセリンモノエステル、シクロヘキサンカルボン酸ジグリセリンモノエステ
ル、フェニル酢酸ジグリセリンモノエステル、
酪酸チオグリセリンモノチオエステル、吉草酸チオグリセリンモノチオエステル、カプロ
ン酸チオグリセリンモノチオエステル、カプリル酸チオグリセリンモノチオエステル、カ
プリン酸チオグリセリンモノチオエステル、ラウリン酸チオグリセリンモノチオエステル
、ミリスチン酸チオグリセリンモノチオエステル、パルミチン酸チオグリセリンモノチオ
エステル、ステアリン酸チオグリセリンモノチオエステル、イソステアリン酸チオグリセ
リンモノチオエステル、オレイン酸チオグリセリンモノチオエステル、ベヘニン酸チオグ
リセリンモノチオエステル、シクロヘキサンカルボン酸チオグリセリンモノチオエステル
、フェニル酢酸チオグリセリンモノチオエステル、
１－酪酸アミド－２，３－プロパンジオール、１－吉草酸アミド－２，３－プロパンジオ
ール、１－カプロン酸アミド－２，３－プロパンジオール、１－カプリル酸アミド－２，
３－プロパンジオール、１－カプリン酸アミド－２，３－プロパンジオール、１－ラウリ
ン酸アミド－２，３－プロパンジオール、１－ミリスチン酸アミド－２，３－プロパンジ
オール、１－パルミチン酸アミド－２，３－プロパンジオール、１－ステアリン酸アミド
－２，３－プロパンジオール、１－イソステアリン酸アミド－２，３－プロパンジオール
、１－オレイン酸アミド－２，３－プロパンジオール、１－ベヘニン酸アミド－２，３－
プロパンジオール、１－シクロヘキサンカルボン酸アミド－２，３－プロパンジオール、
１－フェニル酢酸アミド－２，３－プロパンジオール、
酪酸ソルビトールモノエステル、吉草酸ソルビトールモノエステル、カプロン酸ソルビト
ールモノエステル、カプリル酸ソルビトールモノエステル、カプリン酸ソルビトールモノ
エステル、ラウリン酸ソルビトールモノエステル、ミリスチン酸ソルビトールモノエステ
ル、パルミチン酸ソルビトールモノエステル、ステアリン酸ソルビトールモノエステル、
イソステアリン酸ソルビトールモノエステル、オレイン酸ソルビトールモノエステル、ベ
ヘニン酸ソルビトールモノエステル、シクロヘキサンカルボン酸ソルビトールモノエステ
ル、フェニル酢酸ソルビトールモノエステル、
酪酸ソルビトールジエステル、吉草酸ソルビトールジエステル、カプロン酸ソルビトール
ジエステル、カプリル酸ソルビトールジエステル、カプリン酸ソルビトールジエステル、
ラウリン酸ソルビトールジエステル、ミリスチン酸ソルビトールジエステル、パルミチン
酸ソルビトールジエステル、ステアリン酸ソルビトールジエステル、イソステアリン酸ソ
ルビトールジエステル、オレイン酸ソルビトールジエステル、ベヘニン酸ソルビトールジ
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エステル、シクロヘキサンカルボン酸ソルビトールジエステル、フェニル酢酸ソルビトー
ルジエステル、
酪酸マンニトールモノエステル、吉草酸マンニトールモノエステル、カプロン酸マンニト
ールモノエステル、カプリル酸マンニトールモノエステル、カプリン酸マンニトールモノ
エステル、ラウリン酸マンニトールモノエステル、ミリスチン酸マンニトールモノエステ
ル、パルミチン酸マンニトールモノエステル、ステアリン酸マンニトールモノエステル、
イソステアリン酸マンニトールモノエステル、オレイン酸マンニトールモノエステル、ベ
ヘニン酸マンニトールモノエステル、シクロヘキサンカルボン酸マンニトールモノエステ
ル、フェニル酢酸マンニトールモノエステル、
酪酸マンニトールジエステル、吉草酸マンニトールジエステル、カプロン酸マンニトール
ジエステル、カプリル酸マンニトールジエステル、カプリン酸マンニトールジエステル、
ラウリン酸マンニトールジエステル、ミリスチン酸マンニトールジエステル、パルミチン
酸マンニトールジエステル、ステアリン酸マンニトールジエステル、イソステアリン酸マ
ンニトールジエステル、オレイン酸マンニトールジエステル、ベヘニン酸マンニトールジ
エステル、シクロヘキサンカルボン酸マンニトールジエステル、フェニル酢酸マンニトー
ルジエステル、
酪酸マンニトールトリエステル、吉草酸マンニトールトリエステル、カプロン酸マンニト
ールトリエステル、カプリル酸マンニトールトリエステル、カプリン酸マンニトールトリ
エステル、ラウリン酸マンニトールトリエステル、ミリスチン酸マンニトールトリエステ
ル、パルミチン酸マンニトールトリエステル、ステアリン酸マンニトールトリエステル、
イソステアリン酸マンニトールトリエステル、オレイン酸マンニトールトリエステル、ベ
ヘニン酸マンニトールトリエステル、シクロヘキサンカルボン酸マンニトールトリエステ
ル、フェニル酢酸マンニトールトリエステル、
酪酸マンニトールテトラエステル、吉草酸マンニトールテトラエステル、カプロン酸マン
ニトールテトラエステル、カプリル酸マンニトールテトラエステル、カプリン酸マンニト
ールテトラエステル、ラウリン酸マンニトールテトラエステル、ミリスチン酸マンニトー
ルテトラエステル、パルミチン酸マンニトールテトラエステル、ステアリン酸マンニトー
ルテトラエステル、イソステアリン酸マンニトールテトラエステル、オレイン酸マンニト
ールテトラエステル、ベヘニン酸マンニトールテトラエステル、シクロヘキサンカルボン
酸マンニトールテトラエステル、フェニル酢酸マンニトールテトラエステル、ならびにこ
れらのエチレンオキサイド付加物、プロピレンオキサイド付加物、およびブチロラクトン
付加物などが挙げられる。
【０２７８】
　上記一般式（３１０）で表される界面活性剤の中では、炭素数６～１００の有機残基を
有する化合物が好ましく、炭素数８～６０の有機残基を有する化合物であればより好まし
く、炭素数１０～４０の有機残基を有する化合物であればさらに好ましい。
【０２７９】
　ＦＧが上記一般式（３１２）で表される界面活性剤としては、例えば、酪酸リボース、
吉草酸リボース、カプロン酸リボース、カプリル酸リボース、カプリン酸リボース、ラウ
リン酸リボース、ミリスチン酸リボース、パルミチン酸リボース、ステアリン酸リボース
、イソステアリン酸リボース、オレイン酸リボース、ベヘニン酸リボース、シクロヘキサ
ンカルボン酸リボース、フェニル酢酸リボース、
酪酸アスコルビン酸、吉草酸アスコルビン酸、カプロン酸アスコルビン酸、カプリル酸ア
スコルビン酸、カプリン酸アスコルビン酸、ラウリン酸アスコルビン酸、ミリスチン酸ア
スコルビン酸、パルミチン酸アスコルビン酸、ステアリン酸アスコルビン酸、イソステア
リン酸アスコルビン酸、オレイン酸アスコルビン酸、ベヘニン酸アスコルビン酸、シクロ
ヘキサンカルボン酸アスコルビン酸、フェニル酢酸アスコルビン酸、
酪酸キシロール、吉草酸キシロール、カプロン酸キシロール、カプリル酸キシロール、カ
プリン酸キシロール、ラウリン酸キシロール、ミリスチン酸キシロール、パルミチン酸キ
シロール、ステアリン酸キシロール、イソステアリン酸キシロール、オレイン酸キシロー
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ル、ベヘニン酸キシロール、シクロヘキサンカルボン酸キシロール、フェニル酢酸キシロ
ール、
酪酸ソルビタン、吉草酸ソルビタン、カプロン酸ソルビタン、カプリル酸ソルビタン、カ
プリン酸ソルビタン、ラウリン酸ソルビタン、ミリスチン酸ソルビタン、パルミチン酸ソ
ルビタン、ステアリン酸ソルビタン、イソステアリン酸ソルビタン、オレイン酸ソルビタ
ン、ベヘニン酸ソルビタン、シクロヘキサンカルボン酸ソルビタン、フェニル酢酸ソルビ
タン、
酪酸グルコース、吉草酸グルコース、カプロン酸グルコース、カプリル酸グルコース、カ
プリン酸グルコース、ラウリン酸グルコース、ミリスチン酸グルコース、パルミチン酸グ
ルコース、ステアリン酸グルコース、イソステアリン酸グルコース、オレイン酸グルコー
ス、ベヘニン酸グルコース、シクロヘキサンカルボン酸グルコース、フェニル酢酸グルコ
ース、
酪酸グルコノ－１，５－ラクトン、吉草酸グルコノ－１，５－ラクトン、カプロン酸グル
コノ－１，５－ラクトン、カプリル酸グルコノ－１，５－ラクトン、カプリン酸グルコノ
－１，５－ラクトン、ラウリン酸グルコノ－１，５－ラクトン、ミリスチン酸グルコノ－
１，５－ラクトン、パルミチン酸グルコノ－１，５－ラクトン、ステアリン酸グルコノ－
１，５－ラクトン、イソステアリン酸グルコノ－１，５－ラクトン、オレイン酸グルコノ
－１，５－ラクトン、ベヘニン酸グルコノ－１，５－ラクトン、シクロヘキサンカルボン
酸グルコノ－１，５－ラクトン、フェニル酢酸グルコノ－１，５－ラクトン、ならびにこ
れらのエチレンオキサイド付加物、プロピレンオキサイド付加物、ブチロラクトン付加物
、およびこれらを脱水縮合した多量体などが挙げられる。
【０２８０】
　ＦＧが上記一般式（３１２）で表される界面活性剤の中では、炭素数６～１００の有機
残基を有する化合物が好ましく、炭素数８～６０の有機残基を有する化合物であればより
好ましく、炭素数１０～４０の有機残基を有する化合物であればさらに好ましい。
【０２８１】
　ＦＧが上記一般式（３１３）で表される界面活性剤としては、例えば、酪酸ショ糖、吉
草酸ショ糖、カプロン酸ショ糖、カプリル酸ショ糖、カプリン酸ショ糖、ラウリン酸ショ
糖、ミリスチン酸ショ糖、パルミチン酸ショ糖、ステアリン酸ショ糖、イソステアリン酸
ショ糖、オレイン酸ショ糖、ベヘニン酸ショ糖、シクロヘキサンカルボン酸ショ糖、フェ
ニル酢酸ショ糖、ならびにこれらのエチレンオキサイド付加物、プロピレンオキサイド付
加物、ブチロラクトン付加物、およびこれらを脱水縮合した多量体などが挙げられる。
【０２８２】
　ＦＧが一般式（３１３）で表される界面活性剤の中では、炭素数６～１００の有機残基
を有する化合物が好ましく、炭素数８～６０の有機残基を有する化合物であればより好ま
しく、炭素数１０～４０の有機残基を有する化合物であればさらに好ましい。
【０２８３】
　ＦＧが一般式（３０９）～（３１３）で表される水酸基を２個以上有する界面活性剤の
中では、ＦＧが一般式（３１０）および（３１２）で表される界面活性剤が比較的好まし
い。
【０２８４】
　上記ＦＧとなる、カチオン性親水基を含む基としては、例えば、下記一般式（３１４）
～（３１９）で表される親水基が挙げられる。
【０２８５】
【化７２】
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　上記式（３１４）中、ＡＡ（－）は、ハロゲンイオン、蟻酸イオン、酢酸イオン、硫酸
イオン、硫酸水素イオン、燐酸イオン、または燐酸水素イオンを表し、Ｒ10およびＲ20は
独立して、水素原子、炭素数１～４のアルキル基、水酸基、または炭素数１～４のヒドロ
キシアルキル基を表し、＃３は式（３００）のＲに含まれる炭素原子に結合する結合手を
表す。
【０２８７】
【化７３】

【０２８８】
　上記式（３１５）中、Ｒ10は、水素原子、炭素数１～４のアルキル基、水酸基、または
炭素数１～４のヒドロキシアルキル基を表し、＃３は式（３００）のＲに含まれる炭素原
子に結合する結合手を表す。
【０２８９】

【化７４】

【０２９０】
　上記式（３１６）中、ＡＡ（－）は、ハロゲンイオン、蟻酸イオン、酢酸イオン、硫酸
イオン、硫酸水素イオン、燐酸イオン、または燐酸水素イオンを表し、Ｒ6～Ｒ8は、独立
して、水素原子、炭素数１～２０のアルキル基、アルキルアリール基、アルキルベンジル
基、アルキルシクロアルキル基、アルキルシクロアルキルメチル基、シクロアルキル基、
フェニル基、またはベンジル基を表し、＃３は式（３００）のＲに含まれる炭素原子に結
合する結合手を表す。
【０２９１】
【化７５】

【０２９２】
　上記式（３１７）中、ＡＡ（－）は、ハロゲンイオン、蟻酸イオン、酢酸イオン、硫酸
イオン、硫酸水素イオン、燐酸イオン、または燐酸水素イオンを表し、Ｒ6～Ｒ8は、それ
ぞれ独立して、水素原子、炭素数１～２０のアルキル基、アルキルアリール基、アルキル
ベンジル基、アルキルシクロアルキル基、アルキルシクロアルキルメチル基、シクロアル
キル基、フェニル基、またはベンジル基を表し、＃３は式（３００）のＲに含まれる炭素
原子に結合する結合手を表す。
【０２９３】
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【化７６】

【０２９４】
　上記式（３１８）中、Ｒ6およびＲ7は、それぞれ独立して、水素原子、炭素数１～２０
のアルキル基、アルキルアリール基、アルキルベンジル基、アルキルシクロアルキル基、
アルキルシクロアルキルメチル基、シクロアルキル基、フェニル基、またはベンジル基を
表し、＃３は式（３００）のＲ（に含まれる炭素原子）に結合する結合手を表す。
【０２９５】

【化７７】

【０２９６】
　上記式（３１９）中、Ｒ6およびＲ7は、それぞれ独立して、水素原子、炭素数１～２０
のアルキル基、アルキルアリール基、アルキルベンジル基、アルキルシクロアルキル基、
アルキルシクロアルキルメチル基、シクロアルキル基、フェニル基、またはベンジル基を
表し、＃３は式（３００）のＲに含まれる炭素原子に結合する結合手を表す。なお、上記
式（３１９）中、Ｎ→ＯはＮ+－Ｏ-、またはＮ＝Ｏとも表記される基である。
【０２９７】
　ＦＧが上記一般式（３１４）で表される界面活性剤としては、例えば、２－オクチル－
Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－メチル－イミダゾリンクロライド、２－オクチル－Ｎ－ヒド
ロキシエチルイミダゾリンクロライド、２－オクチル－Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－エチ
ル－イミダゾリンクロライド、２－オクチル－Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－プロピル－イ
ミダゾリンクロライド、２－オクチル－Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－ブチル－イミダゾリ
ンクロライド、
２－デシル－Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－メチル－イミダゾリンクロライド、２－デシル
－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリンクロライド、２－デシル－Ｎ－ヒドロキシエチル－
Ｎ－エチル－イミダゾリンクロライド、２－デシル－Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－プロピ
ル－イミダゾリンクロライド、２－デシル－Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－ブチル－イミダ
ゾリンクロライド、
２－ドデシル－Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－メチル－イミダゾリンクロライド、２－ドデ
シル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリンクロライド、２－ドデシル－Ｎ－ヒドロキシエ
チル－Ｎ－エチル－イミダゾリンクロライド、２－ドデシル－Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ
－プロピル－イミダゾリンクロライド、２－ドデシル－Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－ブチ
ル－イミダゾリンクロライド、
２－テトラデシルＮ－ヒドロキシエチル－Ｎ－メチル－イミダゾリンクロライド、２－テ
トラデシルＮ－ヒドロキシエチルイミダゾリンクロライド、２－テトラデシルＮ－ヒドロ
キシエチル－Ｎ－エチル－イミダゾリンクロライド、２－テトラデシルＮ－ヒドロキシエ
チル－Ｎ－プロピル－イミダゾリンクロライド、２－テトラデシルＮ－ヒドロキシエチル
－Ｎ－ブチル－イミダゾリンクロライド、
２－オクタデシルＮ－ヒドロキシエチル－Ｎ－メチル－イミダゾリンクロライド、２－オ
クタデシルＮ－ヒドロキシエチルイミダゾリンクロライド、２－オクタデシルＮ－ヒドロ
キシエチル－Ｎ－エチル－イミダゾリンクロライド、２－オクタデシルＮ－ヒドロキシエ
チル－Ｎ－プロピル－イミダゾリンクロライド、２－オクタデシルＮ－ヒドロキシエチル
－Ｎ－ブチル－イミダゾリンクロライド、
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２－イコサニルＮ－ヒドロキシエチル－Ｎ－メチル－イミダゾリンクロライド、２－イコ
サニルＮ－ヒドロキシエチルイミダゾリンクロライド、２－イコサニルＮ－ヒドロキシエ
チル－Ｎ－エチル－イミダゾリンクロライド、２－イコサニルＮ－ヒドロキシエチル－Ｎ
－プロピル－イミダゾリンクロライド、２－イコサニルＮ－ヒドロキシエチル－Ｎ－ブチ
ル－イミダゾリンクロライド、２－オクチル－Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－メチル－イミ
ダゾリンブロマイド、２－オクチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリンブロマイド、２
－オクチル－Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－エチル－イミダゾリンブロマイド、２－オクチ
ル－Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－プロピル－イミダゾリンブロマイド、２－オクチル－Ｎ
－ヒドロキシエチル－Ｎ－ブチル－イミダゾリンブロマイド、
２－デシル－Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－メチル－イミダゾリンブロマイド、２－デシル
－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリンブロマイド、２－デシル－Ｎ－ヒドロキシエチル－
Ｎ－エチル－イミダゾリンブロマイド、２－デシル－Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－プロピ
ル－イミダゾリンブロマイド、２－デシル－Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－ブチル－イミダ
ゾリンブロマイド、
２－ドデシル－Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－メチル－イミダゾリンブロマイド、２－ドデ
シル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリンブロマイド、２－ドデシル－Ｎ－ヒドロキシエ
チル－Ｎ－エチル－イミダゾリンブロマイド、２－ドデシル－Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ
－プロピル－イミダゾリンブロマイド、２－ドデシル－Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－ブチ
ル－イミダゾリンブロマイド、２－テトラドデシルＮ－ヒドロキシエチル－Ｎ－メチル－
イミダゾリンブロマイド、
２－テトラデシルＮ－ヒドロキシエチルイミダゾリンブロマイド、２－テトラデシルＮ－
ヒドロキシエチル－Ｎ－エチル－イミダゾリンブロマイド、２－テトラデシルＮ－ヒドロ
キシエチル－Ｎ－プロピル－イミダゾリンブロマイド、２－テトラデシルＮ－ヒドロキシ
エチル－Ｎ－ブチル－イミダゾリンブロマイド、
２－オクタデシルＮ－ヒドロキシエチル－Ｎ－メチル－イミダゾリンブロマイド、２－オ
クタデシルＮ－ヒドロキシエチルイミダゾリンブロマイド、２－オクタデシルＮ－ヒドロ
キシエチル－Ｎ－エチル－イミダゾリンブロマイド、２－オクタデシルＮ－ヒドロキシエ
チル－Ｎ－プロピル－イミダゾリンブロマイド、２－オクタデシルＮ－ヒドロキシエチル
－Ｎ－ブチル－イミダゾリンブロマイド、
２－イコサニルＮ－ヒドロキシエチル－Ｎ－メチル－イミダゾリンブロマイド、２－イコ
サニルＮ－ヒドロキシエチルイミダゾリンブロマイド、２－イコサニルＮ－ヒドロキシエ
チル－Ｎ－エチル－イミダゾリンブロマイド、２－イコサニルＮ－ヒドロキシエチル－Ｎ
－プロピル－イミダゾリンブロマイド、２－イコサニルＮ－ヒドロキシエチル－Ｎ－ブチ
ル－イミダゾリンブロマイド、ならびにこれらのエチレンオキサイド付加物、プロピレン
オキサイド付加物、およびカプロラクトン付加物などが挙げられる。
【０２９８】
　ＦＧが一般式（３１４）で表される界面活性剤の中では、炭素数６～１００の有機残基
を有する化合物が好ましく、炭素数８～６０の有機残基を有する化合物であればより好ま
しく、炭素数１０～４０の有機残基を有する化合物であればさらに好ましい。
【０２９９】
　ＦＧが上記一般式（３１５）で表される界面活性剤としては、例えば、２－オクチル－
Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－メチル－イミダゾリニウムベタイン、２－オクチルＮ－カル
ボキシメチル－イミダゾリニウムベタイン、２－オクチル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－
エチル－イミダゾリニウムベタイン、２－オクチル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－プロピ
ル－イミダゾリニウムベタイン、２－オクチル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ブチル－イ
ミダゾリニウムベタイン、２－オクチル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシ－イミ
ダゾリニウムベタイン、２－オクチル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシメチル－
イミダゾリニウムベタイン、２－オクチル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチ
ル－イミダゾリニウムベタイン、２－オクチル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシ
プロピル－イミダゾリニウムベタイン、２－オクチル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒド
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ロキシブチル－イミダゾリニウムベタイン、
２－ノニル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－メチル－イミダゾリニウムベタイン、２－ノニ
ル－Ｎ－カルボキシメチル－イミダゾリニウムベタイン、２－ノニル－Ｎ－カルボキシメ
チル－Ｎ－エチル－イミダゾリニウムベタイン、２－ノニル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ
－プロピル－イミダゾリニウムベタイン、２－ノニル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ブチ
ル－イミダゾリニウムベタイン、２－ノニル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシ－
イミダゾリニウムベタイン、２－ノニル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシメチル
－イミダゾリニウムベタイン、２－ノニル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチ
ル－イミダゾリニウムベタイン、２－ノニル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシプ
ロピル－イミダゾリニウムベタイン、２－ノニル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキ
シブチル－イミダゾリニウムベタイン、
２－デシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－メチル－イミダゾリニウムベタイン、２－デシ
ル－Ｎ－カルボキシメチル－イミダゾリニウムベタイン、２－デシル－Ｎ－カルボキシメ
チル－Ｎ－エチル－イミダゾリニウムベタイン、２－デシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ
－プロピル－イミダゾリニウムベタイン、２－デシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ブチ
ル－イミダゾリニウムベタイン、２－デシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシ－
イミダゾリニウムベタイン、２－デシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシメチル
－イミダゾリニウムベタイン、２－デシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチ
ル－イミダゾリニウムベタイン、２－デシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシプ
ロピル－イミダゾリニウムベタイン、２－デシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキ
シブチル－イミダゾリニウムベタイン、
２－ドデシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－メチル－イミダゾリニウムベタイン、２－ド
デシル－Ｎ－カルボキシメチル－イミダゾリニウムベタイン、２－ドデシル－Ｎ－カルボ
キシメチル－Ｎ－エチル－イミダゾリニウムベタイン、２－ドデシル－Ｎ－カルボキシメ
チル－Ｎ－プロピル－イミダゾリニウムベタイン、２－ドデシル－Ｎ－カルボキシメチル
－Ｎ－ブチル－イミダゾリニウムベタイン、２－ドデシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－
ヒドロキシ－イミダゾリニウムベタイン、２－ドデシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒ
ドロキシメチル－イミダゾリニウムベタイン、２－ドデシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ
－ヒドロキシエチル－イミダゾリニウムベタイン、２－ドデシル－Ｎ－カルボキシメチル
－Ｎ－ヒドロキシプロピル－イミダゾリニウムベタイン、２－ドデシル－Ｎ－カルボキシ
メチル－Ｎ－ヒドロキシブチル－イミダゾリニウムベタイン、
２－テトラデシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－メチル－イミダゾリニウムベタイン、２
－テトラデシル－Ｎ－カルボキシメチル－イミダゾリニウムベタイン、２－テトラデシル
－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－エチル－イミダゾリニウムベタイン、２－テトラデシル－
Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－プロピル－イミダゾリニウムベタイン、２－テトラデシル－
Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ブチル－イミダゾリニウムベタイン、２－テトラデシル－Ｎ
－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシ－イミダゾリニウムベタイン、２－テトラデシル－
Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシメチル－イミダゾリニウムベタイン、２－テトラ
デシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチル－イミダゾリニウムベタイン、２
－テトラデシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシプロピル－イミダゾリニウムベ
タイン、２－テトラデシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシブチル－イミダゾリ
ニウムベタイン、
２－ヘキサデシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－メチル－イミダゾリニウムベタイン、２
－ヘキサデシル－Ｎ－カルボキシメチル－イミダゾリニウムベタイン、２－ヘキサデシル
－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－エチル－イミダゾリニウムベタイン、２－ヘキサデシル－
Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－プロピル－イミダゾリニウムベタイン、２－ヘキサデシル－
Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ブチル－イミダゾリニウムベタイン、２－ヘキサデシル－Ｎ
－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシ－イミダゾリニウムベタイン、２－ヘキサデシル－
Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシメチル－イミダゾリニウムベタイン、２－ヘキサ
デシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチル－イミダゾリニウムベタイン、２
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－ヘキサデシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシプロピル－イミダゾリニウムベ
タイン、２－ヘキサデシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシブチル－イミダゾリ
ニウムベタイン、
２－オクタデシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－メチル－イミダゾリニウムベタイン、２
－オクタデシル－Ｎ－カルボキシメチル－イミダゾリニウムベタイン、２－オクタデシル
－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－エチル－イミダゾリニウムベタイン、２－オクタデシル－
Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－プロピル－イミダゾリニウムベタイン、２－オクタデシル－
Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ブチル－イミダゾリニウムベタイン、２－オクタデシル－Ｎ
－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシ－イミダゾリニウムベタイン、２－オクタデシル－
Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシメチル－イミダゾリニウムベタイン、２－オクタ
デシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチル－イミダゾリニウムベタイン、２
－オクタデシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシプロピル－イミダゾリニウムベ
タイン、２－オクタデシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシブチル－イミダゾリ
ニウムベタイン、ならびにこれらのエチレンオキサイド付加物、プロピレンオキサイド付
加物、カプロラクトン付加物、ハロゲン化水素付加物、カルボン付加物、アンモニア付加
物、アミン付加物、アルカリ金属水酸化物付加物、およびアルカリ土類金属水酸化物付加
物などが挙げられる。
【０３００】
　ＦＧが一般式（３１５）で表される界面活性剤の中では、炭素数６～１００の有機残基
を有する化合物が好ましく、炭素数８～６０の有機残基を有する化合物であればより好ま
しく、炭素数１０～４０の有機残基を有する化合物であればさらに好ましい。
【０３０１】
　ＦＧが上記一般式（３１６）で表される界面活性剤としては、例えば、オクチル－トリ
メチルアンモニウムクロライド、ノニル－トリメチルアンモニウムクロライド、デシル－
トリメチルアンモニウムクロライド、ドデシル－トリメチルアンモニウムクロライド、テ
トラデシル－トリメチルアンモニウムクロライド、ヘキサデシル－トリメチルアンモニウ
ムクロライド、オクタデシル－トリメチルアンモニウムクロライド、イコサニル－トリメ
チルアンモニウムクロライド、
オクチル－ベンジルジメチルアンモニウムクロライド、ノニル－ベンジルジメチルアンモ
ニウムクロライド、デシル－ベンジルジメチルアンモニウムクロライド、ドデシル－ベン
ジルジメチルアンモニウムクロライド、テトラデシル－ベンジルジメチルアンモニウムク
ロライド、ヘキサデシル－ベンジルジメチルアンモニウムクロライド、オクタデシル－ベ
ンジルジメチルアンモニウムクロライド、イコサニル－ベンジルジメチルアンモニウムク
ロライド、
オクチル－ドデシルジメチルアンモニウムクロライド、ノニル－ドデシルジメチルアンモ
ニウムクロライド、デシル－ドデシルジメチルアンモニウムクロライド、ドデシル－ドデ
シルジメチルアンモニウムクロライド、テトラデシル－ドデシルジメチルアンモニウムク
ロライド、ヘキサデシル－ドデシルジメチルアンモニウムクロライド、オクタデシル－ド
デシルジメチルアンモニウムクロライド、イコサニル－ドデシルジメチルアンモニウムク
ロライド、
オクチル－オクタデシルジメチルアンモニウムクロライド、ノニル－オクタデシルジメチ
ルアンモニウムクロライド、デシル－オクタデシルジメチルアンモニウムクロライド、ド
デシル－オクタデシルジメチルアンモニウムクロライド、テトラデシル－オクタデシルジ
メチルアンモニウムクロライド、ヘキサデシル－オクタデシルジメチルアンモニウムクロ
ライド、オクタデシル－オクタデシルジメチルアンモニウムクロライド、イコサニル－オ
クタデシルジメチルアンモニウムクロライド、
オクチル－トリメチルアンモニウムブロマイド、ノニル－トリメチルアンモニウムブロマ
イド、デシル－トリメチルアンモニウムブロマイド、ドデシル－トリメチルアンモニウム
ブロマイド、テトラデシル－トリメチルアンモニウムブロマイド、ヘキサデシル－トリメ
チルアンモニウムブロマイド、オクタデシル－トリメチルアンモニウムブロマイド、イコ



(82) JP 2019-213723 A 2019.12.19

10

20

30

40

50

サニル－トリメチルアンモニウムブロマイド、
オクチル－ベンジルジメチルアンモニウムブロマイド、ノニル－ベンジルジメチルアンモ
ニウムブロマイド、デシル－ベンジルジメチルアンモニウムブロマイド、ドデシル－ベン
ジルジメチルアンモニウムブロマイド、テトラデシル－ベンジルジメチルアンモニウムブ
ロマイド、ヘキサデシル－ベンジルジメチルアンモニウムブロマイド、オクタデシル－ベ
ンジルジメチルアンモニウムブロマイド、イコサニル－ベンジルジメチルアンモニウムブ
ロマイド、
オクチル－ドデシルジメチルアンモニウムブロマイド、ノニル－ドデシルジメチルアンモ
ニウムブロマイド、デシル－ドデシルジメチルアンモニウムブロマイド、ドデシル－ドデ
シルジメチルアンモニウムブロマイド、テトラデシル－ドデシルジメチルアンモニウムブ
ロマイド、ヘキサデシル－ドデシルジメチルアンモニウムブロマイド、オクタデシル－ド
デシルジメチルアンモニウムブロマイド、イコサニル－ドデシルジメチルアンモニウムブ
ロマイド、
オクチル－オクタデシルジメチルアンモニウムブロマイド、ノニル－オクタデシルジメチ
ルアンモニウムブロマイド、デシル－オクタデシルジメチルアンモニウムブロマイド、ド
デシル－オクタデシルジメチルアンモニウムブロマイド、テトラデシル－オクタデシルジ
メチルアンモニウムブロマイド、ヘキサデシル－オクタデシルジメチルアンモニウムブロ
マイド、オクタデシル－オクタデシルジメチルアンモニウムブロマイド、イコサニル－オ
クタデシルジメチルアンモニウムブロマイド、
ジブチル－ジメチル－アンモニウムクロライド、ジペンチル－ジメチル－アンモニウムク
ロライド、ジヘキシル－ジメチル－アンモニウムクロライド、ジペンチル－ジメチル－ア
ンモニウムクロライド、ジオクチル－ジメチル－アンモニウムクロライド、ジノニル－ジ
メチル－アンモニウムクロライド、ジデシル－ジメチル－アンモニウムクロライド、ジウ
ンデシル－ジメチル－アンモニウムクロライド、ジトリデシル－ジメチル－アンモニウム
クロライド、ジテトラデシル－ジメチル－アンモニウムクロライド、ジペンタデシル－ジ
メチル－アンモニウムクロライド、ジヘキサデシル－ジメチル－アンモニウムクロライド
、ジヘプタデシル－ジメチル－アンモニウムクロライド、ジオクタデシル－ジメチル－ア
ンモニウムクロライド、ジノナデシル－ジメチル－アンモニウムクロライド、ジイコサニ
ル－ジメチル－アンモニウムクロライド、
ジブチル－ジメチル－アンモニウムブロマイド、ジペンチル－ジメチル－アンモニウムブ
ロマイド、ジヘキシル－ジメチル－アンモニウムブロマイド、ジペンチル－ジメチル－ア
ンモニウムブロマイド、ジオクチル－ジメチル－アンモニウムブロマイド、ジノニル－ジ
メチル－アンモニウムブロマイド、ジデシル－ジメチル－アンモニウムブロマイド、ジウ
ンデシル－ジメチル－アンモニウムブロマイド、ジトリデシル－ジメチル－アンモニウム
ブロマイド、ジテトラデシル－ジメチル－アンモニウムブロマイド、ジペンタデシル－ジ
メチル－アンモニウムブロマイド、ジヘキサデシル－ジメチル－アンモニウムブロマイド
、ジヘプタデシル－ジメチル－アンモニウムブロマイド、ジオクタデシル－ジメチル－ア
ンモニウムブロマイド、ジノナデシル－ジメチル－アンモニウムブロマイド、ジイコサニ
ル－ジメチル－アンモニウムブロマイドなどが挙げられる。
【０３０２】
　ＦＧが一般式（３１６）で表される界面活性剤の中では、炭素数６～１００の有機残基
を有する化合物が好ましく、炭素数８～６０の有機残基を有する化合物であればより好ま
しく、炭素数１０～４０の有機残基を有する化合物であればさらに好ましい。
【０３０３】
　ＦＧが上記一般式（３１７）で表される界面活性剤としては、例えば、オクチル－２－
ヒドロキシエチル－トリメチルアンモニウムクロライド、ノニル－２－ヒドロキシエチル
－トリメチルアンモニウムクロライド、デシル－２－ヒドロキシエチル－トリメチルアン
モニウムクロライド、ドデシル－２－ヒドロキシエチル－トリメチルアンモニウムクロラ
イド、テトラデシル－２－ヒドロキシエチル－トリメチルアンモニウムクロライド、ヘキ
サデシル－２－ヒドロキシエチル－トリメチルアンモニウムクロライド、オクタデシル－
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２－ヒドロキシエチル－トリメチルアンモニウムクロライド、イコサニル－２－ヒドロキ
シエチル－トリメチルアンモニウムクロライド、
オクチル－２－ヒドロキシエチル－ベンジルジメチルアンモニウムクロライド、ノニル－
２－ヒドロキシエチル－ベンジルジメチルアンモニウムクロライド、デシル－２－ヒドロ
キシエチル－ベンジルジメチルアンモニウムクロライド、ドデシル－２－ヒドロキシエチ
ル－ベンジルジメチルアンモニウムクロライド、テトラデシル－２－ヒドロキシエチル－
ベンジルジメチルアンモニウムクロライド、ヘキサデシル－２－ヒドロキシエチル－ベン
ジルジメチルアンモニウムクロライド、オクタデシル－２－ヒドロキシエチル－ベンジル
ジメチルアンモニウムクロライド、イコサニル－２－ヒドロキシエチル－ベンジルジメチ
ルアンモニウムクロライド、
オクチル－２－ヒドロキシエチル－シクロヘキシルジメチルアンモニウムクロライド、ノ
ニル－２－ヒドロキシエチル－シクロヘキシルジメチルアンモニウムクロライド、デシル
－２－ヒドロキシエチル－シクロヘキシルジメチルアンモニウムクロライド、ドデシル－
２－ヒドロキシエチル－シクロヘキシルジメチルアンモニウムクロライド、テトラデシル
－２－ヒドロキシエチル－シクロヘキシルジメチルアンモニウムクロライド、ヘキサデシ
ル－２－ヒドロキシエチル－シクロヘキシルジメチルアンモニウムクロライド、オクタデ
シル－２－ヒドロキシエチル－シクロヘキシルジメチルアンモニウムクロライド、イコサ
ニル－２－ヒドロキシエチル－シクロヘキシルジメチルアンモニウムクロライド、
オクチル－２－ヒドロキシエチル－トリメチルアンモニウムブロマイド、ノニル－２－ヒ
ドロキシエチル－トリメチルアンモニウムブロマイド、デシル－２－ヒドロキシエチル－
トリメチルアンモニウムブロマイド、ドデシル－２－ヒドロキシエチル－トリメチルアン
モニウムブロマイド、テトラデシル－２－ヒドロキシエチル－トリメチルアンモニウムブ
ロマイド、ヘキサデシル－２－ヒドロキシエチル－トリメチルアンモニウムブロマイド、
オクタデシル－２－ヒドロキシエチル－トリメチルアンモニウムブロマイド、イコサニル
－２－ヒドロキシエチル－トリメチルアンモニウムブロマイド、
オクチル－２－ヒドロキシエチル－ベンジルジメチルアンモニウムブロマイド、ノニル－
２－ヒドロキシエチル－ベンジルジメチルアンモニウムブロマイド、デシル－２－ヒドロ
キシエチル－ベンジルジメチルアンモニウムブロマイド、ドデシル－２－ヒドロキシエチ
ル－ベンジルジメチルアンモニウムブロマイド、テトラデシル－２－ヒドロキシエチル－
ベンジルジメチルアンモニウムブロマイド、ヘキサデシル－２－ヒドロキシエチル－ベン
ジルジメチルアンモニウムブロマイド、オクタデシル－２－ヒドロキシエチル－ベンジル
ジメチルアンモニウムブロマイド、イコサニル－２－ヒドロキシエチル－ベンジルジメチ
ルアンモニウムブロマイド、
オクチル－２－ヒドロキシエチル－シクロヘキシルジメチルアンモニウムブロマイド、ノ
ニル－２－ヒドロキシエチル－シクロヘキシルジメチルアンモニウムブロマイド、デシル
－２－ヒドロキシエチル－シクロヘキシルジメチルアンモニウムブロマイド、ドデシル－
２－ヒドロキシエチル－シクロヘキシルジメチルアンモニウムブロマイド、テトラデシル
－２－ヒドロキシエチル－シクロヘキシルジメチルアンモニウムブロマイド、ヘキサデシ
ル－２－ヒドロキシエチル－シクロヘキシルジメチルアンモニウムブロマイド、オクタデ
シル－２－ヒドロキシエチル－シクロヘキシルジメチルアンモニウムブロマイド、イコサ
ニル－２－ヒドロキシエチル－シクロヘキシルジメチルアンモニウムブロマイドなどが挙
げられる。
【０３０４】
　ＦＧが一般式（３１７）で表される界面活性剤の中では、炭素数６～１００の有機残基
を有する化合物が好ましく、炭素数８～６０の有機残基を有する化合物であればより好ま
しく、炭素数１０～４０の有機残基を有する化合物であればさらに好ましい。
【０３０５】
　ＦＧが上記一般式（３１８）で表される界面活性剤としては、例えば、ブチル－ジメチ
ルベタイン、ペンチル－ジメチルベタイン、ヘキシル－ジメチルベタイン、ヘプチル－ジ
メチルベタイン、オクチル－ジメチルベタイン、ノニル－ジメチルベタイン、デシル－ジ
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メチルベタイン、ウンデシル－ジメチルベタイン、ドデシル－ジメチルベタイン、テトラ
デシル－ジメチルベタイン、トリデシル－ジメチルベタイン、ペンタデシル－ジメチルベ
タイン、ヘキサデシル－ジメチルベタイン、ヘプタデシル－ジメチルベタイン、オクタデ
シル－ジメチルベタイン、ノナデシル－ジメチルベタイン、イコサニル－ジメチルベタイ
ン、
ブチル－ベンジルメチルベタイン、ペンチル－ベンジルメチルベタイン、ヘキシル－ベン
ジルメチルベタイン、ヘプチル－ベンジルメチルベタイン、オクチル－ベンジルメチルベ
タイン、ノニル－ベンジルメチルベタイン、デシル－ベンジルメチルベタイン、ウンデシ
ル－ベンジルメチルベタイン、ドデシル－ベンジルメチルベタイン、トリデシルベンジル
メチルベタイン、テトラデシルベンジルメチルベタイン、ペンタデシル－ベンジルメチル
ベタイン、ヘキサデシル－ベンジルメチルベタイン、ヘプタデシル－ベンジルメチルベタ
イン、オクタデシル－ベンジルメチルベタイン、ノナデシル－ベンジルメチルベタイン、
イコサニル－ベンジルメチルベタイン、
ブチル－シクロヘキシルメチルベタイン、ペンチル－シクロヘキシルメチルベタイン、ヘ
キシル－シクロヘキシルメチルベタイン、ヘプチル－シクロヘキシルメチルベタイン、オ
クチル－シクロヘキシルメチルベタイン、ノニル－シクロヘキシルメチルベタイン、デシ
ル－シクロヘキシルメチルベタイン、ウンデシル－シクロヘキシルメチルベタイン、ドデ
シル－シクロヘキシルメチルベタイン、トリデシルシクロヘキシルメチルベタイン、テト
ラデシルシクロヘキシルメチルベタイン、ペンタデシル－シクロヘキシルメチルベタイン
、ヘキサデシル－シクロヘキシルメチルベタイン、ヘプタデシル－シクロヘキシルメチル
ベタイン、オクタデシル－シクロヘキシルメチルベタイン、ノナデシル－シクロヘキシル
メチルベタイン、イコサニル－シクロヘキシルメチルベタイン、
ブチル－ドデシルメチルベタイン、ペンチル－ドデシルメチルベタイン、ヘキシル－ドデ
シルメチルベタイン、ヘプチル－ドデシルメチルベタイン、オクチル－ドデシルメチルベ
タイン、ノニル－ドデシルメチルベタイン、デシル－ドデシルメチルベタイン、ウンデシ
ル－ドデシルメチルベタイン、ドデシル－ドデシルメチルベタイン、トリデシルドデシル
メチルベタイン、テトラデシルドデシルメチルベタイン、ペンタデシル－ドデシルメチル
ベタイン、ヘキサデシル－ドデシルメチルベタイン、ヘプタデシル－ドデシルメチルベタ
イン、オクタデシル－ドデシルメチルベタイン、ノナデシル－ドデシルメチルベタイン、
イコサニル－ドデシルメチルベタイン、ならびにこれらのハロゲン化水素付加物、カルボ
ン付加物、アンモニア付加物、アミン付加物、アルカリ金属水酸化物付加物、およびアル
カリ土類金属水酸化物付加物などが挙げられる。
【０３０６】
　ＦＧが一般式（３１８）で表される界面活性剤の中では、炭素数６～１００の有機残基
を有する化合物が好ましく、炭素数８～６０の有機残基を有する化合物であればより好ま
しく、炭素数１０～４０の有機残基を有する化合物であればさらに好ましい。
【０３０７】
　ＦＧが上記一般式（３１９）で表される界面活性剤としては、例えば、ブチル－ジメチ
ルアミンオキサイド、ペンチル－ジメチルアミンオキサイド、ヘキシル－ジメチルアミン
オキサイド、ヘプチル－ジメチルアミンオキサイド、オクチル－ジメチルアミンオキサイ
ド、ノニル－ジメチルアミンオキサイド、デシル－ジメチルアミンオキサイド、ウンデシ
ル－ジメチルアミンオキサイド、ドデシル－ジメチルアミンオキサイド、テトラデシル－
ジメチルアミンオキサイド、トリデシル－ジメチルアミンオキサイド、ペンタデシル－ジ
メチルアミンオキサイド、ヘキサデシル－ジメチルアミンオキサイド、ヘプタデシル－ジ
メチルアミンオキサイド、オクタデシル－ジメチルアミンオキサイド、ノナデシル－ジメ
チルアミンオキサイド、イコサニル－ジメチルアミンオキサイド、
ブチル－ベンジルメチルアミンオキサイド、ペンチル－ベンジルメチルアミンオキサイド
、ヘキシル－ベンジルメチルアミンオキサイド、ヘプチル－ベンジルメチルアミンオキサ
イド、オクチル－ベンジルメチルアミンオキサイド、ノニル－ベンジルメチルアミンオキ
サイド、デシル－ベンジルメチルアミンオキサイド、ウンデシル－ベンジルメチルアミン



(85) JP 2019-213723 A 2019.12.19

10

20

30

40

50

オキサイド、ドデシル－ベンジルメチルアミンオキサイド、トリデシルベンジルメチルア
ミンオキサイド、テトラデシルベンジルメチルアミンオキサイド、ペンタデシル－ベンジ
ルメチルアミンオキサイド、へキサデシル－ベンジルメチルアミンオキサイド、ヘプタデ
シル－ベンジルメチルアミンオキサイド、オクタデシル－ベンジルメチルアミンオキサイ
ド、ノナデシル－ベンジルメチルアミンオキサイド、イコサニル－ベンジルメチルアミン
オキサイド、
ブチル－シクロヘキシルメチルアミンオキサイド、ペンチル－シクロヘキシルメチルアミ
ンオキサイド、ヘキシル－シクロヘキシルメチルアミンオキサイド、ヘプチル－シクロヘ
キシルメチルアミンオキサイド、オクチル－シクロヘキシルメチルアミンオキサイド、ノ
ニル－シクロヘキシルメチルアミンオキサイド、デシル－シクロヘキシルメチルアミンオ
キサイド、ウンデシル－シクロヘキシルメチルアミンオキサイド、ドデシル－シクロヘキ
シルメチルアミンオキサイド、トリデシルシクロヘキシルメチルアミンオキサイド、テト
ラデシルシクロヘキシルメチルアミンオキサイド、ペンタデシル－シクロヘキシルメチル
アミンオキサイド、ヘキサデシル－シクロヘキシルメチルアミンオキサイド、ヘプタデシ
ル－シクロヘキシルメチルアミンオキサイド、オクタデシル－シクロヘキシルメチルアミ
ンオキサイド、ノナデシル－シクロヘキシルメチルアミンオキサイド、イコサニル－シク
ロヘキシルメチルアミンオキサイド、
ブチル－ドデシルメチルアミンオキサイド、ペンチル－ドデシルメチルアミンオキサイド
、ヘキシル－ドデシルメチルアミンオキサイド、ヘプチル－ドデシルメチルアミンオキサ
イド、オクチル－ドデシルメチルアミンオキサイド、ノニル－ドデシルメチルアミンオキ
サイド、デシル－ドデシルメチルアミンオキサイド、ウンデシル－ドデシルメチルアミン
オキサイド、ドデシル－ドデシルメチルアミンオキサイド、トリデシルドデシルメチルア
ミンオキサイド、テトラデシルドデシルメチルアミンオキサイド、ペンタデシル－ドデシ
ルメチルアミンオキサイド、へキサデシル－ドデシルメチルアミンオキサイド、ヘプタデ
シル－ドデシルメチルアミンオキサイド、オクタデシル－ドデシルメチルアミンオキサイ
ド、ノナデシル－ドデシルメチルアミンオキサイド、イコサニル－ドデシルメチルアミン
オキサイドなどが挙げられる。
【０３０８】
　ＦＧが一般式（３１９）で表される界面活性剤の中では、炭素数６～１００の有機残基
を有する化合物が好ましく、炭素数８～６０の有機残基を有する化合物であればより好ま
しく、炭素数１０～４０の有機残基を有する化合物であればさらに好ましい。
【０３０９】
　ＦＧが一般式（３１４）～（３１９）で表されるカチオン性界面活性剤の中では、ＦＧ
が一般式（３１６）および（３１８）で表される界面活性剤が比較的好ましい。
　本発明の組成物中、上記界面活性剤（ＩＩＩ）は、化合物（Ｉ）および化合物（ＩＩ）
の合計に対して、通常０．０００１～５０重量％の範囲で含まれ、好ましくは０．００１
～２０重量％の範囲、より好ましくは０．０１～１０重量％の範囲で含まれる。このよう
な範囲で界面活性剤（ＩＩＩ）が含まれた組成物を重合することにより、上記化合物（Ｉ
）に由来する親水基が架橋樹脂の表面に濃縮されやすくなり、架橋樹脂からなる単層膜の
表面に親水基が傾斜しやすくなる。
【０３１０】
　また、上記界面活性剤（ＩＩＩ）は１種単独で用いてもよいし、２種以上混合して用い
てもよい。
　上記化合物（ＩＶ）は、シロキサン結合を有し、さらにその分子量が２００～１０００
，０００であることを特徴とする（ただし、重合性炭素－炭素二重結合を有さず、化合物
（Ｉ）および（ＩＩ）とは異なる。）組成物中にこのような化合物（ＩＶ）が含まれるこ
とにより、組成物の外気に接する表面における表面エネルギーが低下し、組成物から得ら
れる架橋樹脂からなる単層膜のレベリング性（表面平滑性）を向上させることができる。
【０３１１】
　上記化合物（ＩＶ）の中でも、下記一般式（２００）で示される化合物が好ましい。
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【０３１２】
【化７８】

【０３１３】
　上記式（２００）中、ＬとＭはユニット比（モル比）であり、Ｌは０～０．９９を表し
、Ｍは０．０１～１．００を表すとともに、Ｌ＋Ｍ＝１．００を満足する。Ｎは添え字Ｌ
およびＭが付された大括弧でくくられた２つの基の総数であり、１～１００００の整数を
表す。ｐは１～３０の整数を表す。ｑおよびｒは、それぞれ独立して０～１００００の整
数を表す。Ｒ4～Ｒ6は、それぞれ独立して、水素原子、炭素数１～１０のアルキル基、ま
たはフェニル基を表す。
【０３１４】
　上記式（２００）中、ａ1、ａ2およびａ4は、それぞれ独立して、水素原子、炭素数１
～１０のアルキル基、フェニル基、ａ5と結合する結合手、またはａ3と結合する結合手を
表すが、ａ1、ａ2およびａ4が化合物（ＩＶ）の末端である場合には、それぞれ独立して
、水素原子、炭素数１～１０のアルキル基、またはフェニル基を表す。
【０３１５】
　上記式（２００）中、ａ3およびａ5は、それぞれ独立して、水素原子、水酸基、炭素数
１～１０のアルキル基、フェニル基、炭素数１～１０のアルコキシ基、フェニルオキシ基
、ａ1と結合する結合手、ａ2と結合する結合手、またはａ4と結合する結合手を表すが、
ａ3およびａ5が化合物（ＩＶ）の末端である場合には、それぞれ独立して、水素原子、水
酸基、炭素数１～１０のアルキル基、フェニル基、炭素数１～１０のアルコキシ基、また
はフェニルオキシ基を表す。
【０３１６】
　上記一般式（２００）で示される化合物としては、例えば、ジメチルジメトキシシラン
とポリ（エチレンオキシ）プロピル－メチル－ジメトキシシランとの縮重合物、ジメチル
ジメトキシシランとポリ（プロピレンオキシ）プロピル－メチル－ジメトキシシランとの
縮重合物、ジメチルジメトキシシランとポリ（ブチレンオキシ）プロピル－メチル－ジメ
トキシシランとの縮重合物、ジメチルジメトキシシランとポリ（ヘキシレンオキシ）プロ
ピル－メチル－ジメトキシシランとの縮重合物、ジメチルジメトキシシランとポリ（プロ
ピレンオキシ）ポリ（エチレンオキシ）プロピル－メチル－ジメトキシシランとの縮重合
物、ジエチルジエトキシシランとポリ（エチレンオキシ）プロピル－メチル－ジメトキシ
シランとの縮重合物、ジエチルジエトキシシランとポリ（プロピレンオキシ）プロピル－
メチル－ジメトキシシランとの縮重合物、ジエチルジエトキシシランとポリ（ブチレンオ
キシ）プロピル－メチル－ジメトキシシランとの縮重合物、ジエチルジエトキシシランと
ポリ（ヘキシレンオキシ）プロピル－メチル－ジメトキシシランとの縮重合物、ジエチル
ジエトキシシランとポリ（プロピレンオキシ）ポリ（エチレンオキシ）プロピル－メチル
－ジメトキシシランとの縮重合物、ジエチルジエトキシシランとポリ（エチレンオキシ）
プロピル－メチル－ジエトキシシランとの縮重合物、ジエチルジエトキシシランとポリ（
プロピレンオキシ）プロピル－メチル－ジエトキシシランとの縮重合物、ジエチルジエト
キシシランとポリ（ブチレンオキシ）プロピル－メチル－ジエトキシシランとの縮重合物
、ジエチルジエトキシシランとポリ（ヘキシレンオキシ）プロピル－メチル－ジエトキシ
シランとの縮重合物、ジエチルジエトキシシランとポリ（プロピレンオキシ）ポリ（エチ
レンオキシ）プロピル－メチル－ジエトキシシランとの縮重合物；
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フェニルメチルジメトキシシランとポリ（エチレンオキシ）プロピル－メチル－ジメトキ
シシランとの縮重合物、フェニルメチルジメトキシシランとポリ（プロピレンオキシ）プ
ロピル－メチル－ジメトキシシランとの縮重合物、フェニルメチルジメトキシシランとポ
リ（ブチレンオキシ）プロピル－メチル－ジメトキシシランとの縮重合物、フェニルメチ
ルジメトキシシランとポリ（ヘキシレンオキシ）プロピル－メチル－ジメトキシシランと
の縮重合物、フェニルメチルジメトキシシランとポリ（プロピレンオキシ）ポリ（エチレ
ンオキシ）プロピル－メチル－ジメトキシシランとの縮重合物；
ジメチルジメトキシシランとポリ（エチレンオキシ）プロピル－フェニルジメトキシシラ
ンとの縮重合物、ジメチルジメトキシシランとポリ（プロピレンオキシ）プロピル－フェ
ニルジメトキシシランとの縮重合物、ジメチルジメトキシシランとポリ（ブチレンオキシ
）プロピル－フェニルジメトキシシランとの縮重合物、ジメチルジメトキシシランとポリ
（ヘキシレンオキシ）プロピル－フェニルジメトキシシランとの縮重合物、ジメチルジメ
トキシシランとポリ（プロピレンオキシ）ポリ（エチレンオキシ）プロピル－フェニルジ
メトキシシランとの縮重合物；
ジメチルジメトキシシランとポリ（エチレンオキシ）エチル－メチルジメトキシシランと
の縮重合物、ジメチルジメトキシシランとポリ（プロピレンオキシ）エチル－メチルジメ
トキシシランとの縮重合物、ジメチルジメトキシシランとポリ（ブチレンオキシ）エチル
－メチルジメトキシシランとの縮重合物、ジメチルジメトキシシランとポリ（ヘキシレン
オキシ）エチル－メチルジメトキシシランとの縮重合物、ジメチルジメトキシシランとポ
リ（プロピレンオキシ）ポリ（エチレンオキシ）エチル－メチルジメトキシシランとの縮
重合物；
ジメチルジメトキシシランとポリ（エチレンオキシ）プロピル－ブチルジメトキシシラン
との縮重合物、ジメチルジメトキシシランとポリ（プロピレンオキシ）プロピル－ブチル
ジメトキシシランとの縮重合物、ジメチルジメトキシシランとポリ（ブチレンオキシ）プ
ロピル－ブチルジメトキシシランとの縮重合物、ジメチルジメトキシシランとポリ（ヘキ
シレンオキシ）プロピル－ブチルジメトキシシランとの縮重合物、ジメチルジメトキシシ
ランとポリ（プロピレンオキシ）ポリ（エチレンオキシ）プロピル－ブチルジメトキシシ
ランとの縮重合物等が挙げられる。
【０３１７】
　上記化合物（ＩＶ）は１種単独で用いてもよいし、２種以上混合して用いてもよい。
　本発明の組成物中、上記界面活性剤（ＩＩＩ）（典型的には上記化合物（ＩＩＩ’））
および化合物（ＩＶ）から選ばれる少なくとも１種の化合物は、化合物（Ｉ）および化合
物（ＩＩ）の合計に対して、通常０．０００１～５０重量％の範囲で含まれる。このよう
な範囲で界面活性剤（ＩＩＩ）（典型的には上記化合物（ＩＩＩ’））または化合物（Ｉ
Ｖ）が含まれることにより、組成物から得られる架橋樹脂の親水性を高め、レベリング性
（表面平滑性）を向上させることができる。
【０３１８】
　上記界面活性剤（ＩＩＩ）（典型的には上記化合物（ＩＩＩ’））および化合物(ＩＶ)
は、添加量が多いほどレベリング性は向上する傾向にあるが、多すぎると得られる架橋樹
脂の透明性が低下する場合がある。従って、高い透明性を維持したままレベリング性を向
上させる点からは、上記界面活性剤（ＩＩＩ）（典型的には上記化合物（ＩＩＩ’））お
よび化合物（ＩＶ）から選ばれる少なくとも１種の化合物は、化合物（Ｉ）および化合物
（ＩＩ）の合計に対して、好ましくは０．００１～２０重量％の範囲、より好ましくは０
．０１～１０重量％の範囲で含まれる。
【０３１９】
　本発明の組成物では、親水性と透明性とを維持しつつレベリング性を向上させる点から
、上記界面活性剤（ＩＩＩ）（典型的には上記化合物（ＩＩＩ’））および化合物（ＩＶ
）を併用することも好ましい一態様である。
【０３２０】
　上記界面活性剤（ＩＩＩ）（典型的には上記化合物（ＩＩＩ’））および化合物（ＩＶ
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）がともに本発明の組成物に含まれている場合には、上記界面活性剤（ＩＩＩ）は、化合
物（Ｉ）および化合物（ＩＩ）の合計に対して、好ましくは０．００１～２０重量％の範
囲、より好ましくは０．０１～１０重量％の範囲で含まれる。
【０３２１】
　上記界面活性剤（ＩＩＩ）（典型的には上記化合物（ＩＩＩ’））および化合物（ＩＶ
）がともに本発明の組成物に含まれている場合には、上記化合物（ＩＶ）は、化合物（Ｉ
）および化合物（ＩＩ）の合計に対して、好ましくは０．００１～１０重量％の範囲、よ
り好ましくは０．００５～５重量％の範囲で含まれる。
【０３２２】
　［その他の成分］
　本発明の組成物には、さらに必要に応じて、その他の成分が含まれていてもよい。
　その他の成分としては、例えば、シリカ粒子（Ｖ）が挙げられる。本発明の組成物中に
シリカ粒子（Ｖ）が含まれることにより、レベリング性を向上させたり、つや消し効果（
光沢制御）を付与したりすることができる。
【０３２３】
　本発明の組成物中、上記シリカ粒子（Ｖ）は、化合物（Ｉ）および化合物（ＩＩ）の合
計に対して、通常０．００００１～５０重量％の範囲、好ましくは０．０００１～３０重
量％の範囲、より好ましくは０．００１～２０重量％、さらに好ましくは０．００１～１
５質量％の範囲で含まれる。
【０３２４】
　本発明の組成物中には、上記シリカ粒子（Ｖ）以外にも、その他の成分として、例えば
、重合開始剤、重合促進剤、紫外線吸収剤、ヒンダードアミン系光安定剤（ＨＡＬＳ）、
溶剤、触媒、赤外線吸収剤、ラジカル捕捉剤、内部離型剤、酸化防止剤、重合禁止剤、色
素、バインダー、分散剤、レベリング剤等の添加剤が含まれていてもよい。
【０３２５】
　上記組成物から本発明の親水性の架橋樹脂からなる単層膜を製造する際には、その組成
物を重合させるが、放射線、例えば、紫外線により重合させる場合には、光重合開始剤を
混合物に添加する。また、熱により重合させる場合には、熱重合開始剤を添加する。
【０３２６】
　光重合開始剤としては、光ラジカル重合開始剤、光カチオン重合開始剤、および光アニ
オン重合開始剤等が挙げられるが、これら光重合開始剤の中でも、光ラジカル重合開始剤
が好ましい。
【０３２７】
　上記光ラジカル重合開始剤としては、例えば、イルガキュアー１２７（チバ・スペシャ
リティー・ケミカルズ社製）、イルガキュアー６５１（チバ・スペシャリティー・ケミカ
ルズ社製）、イルガキュアー１８４（チバ・スペシャリティー・ケミカルズ社製）、ダロ
キュアー１１７３（チバ・スペシャリティー・ケミカルズ社製）、ベンゾフェノン、４－
フェニルベンゾフェノン、イルガキュアー５００（チバ・スペシャリティー・ケミカルズ
社製）、イルガキュアー２９５９（チバ・スペシャリティー・ケミカルズ社製）、イルガ
キュアー９０７（チバ・スペシャリティー・ケミカルズ社製）、イルガキュアー３６９（
チバ・スペシャリティー・ケミカルズ社製）、イルガキュアー１３００（チバ・スペシャ
リティー・ケミカルズ社製）、イルガキュアー８１９（チバ・スペシャリティー・ケミカ
ルズ社製）、イルガキュアー１８００（チバ・スペシャリティー・ケミカルズ社製）、ダ
ロキュアーＴＰＯ（チバ・スペシャリティー・ケミカルズ社製）、ダロキュアー４２６５
（チバ・スペシャリティー・ケミカルズ社製）、イルガキュアーＯＸＥ０１（チバ・スペ
シャリティー・ケミカルズ社製）、イルガキュアーＯＸＥ０２（チバ・スペシャリティー
・ケミカルズ社製））、エサキュアーＫＴ５５（ランベルティー社製）、エサキュアーＯ
ＮＥ（ランベルティー社製）、エサキュアーＫＩＰ１５０（ランベルティー社製）、エサ
キュアーＫＩＰ１００Ｆ（ランベルティー社製）、エサキュアーＫＴ３７（ランベルティ
ー社製）、エサキュアーＫＴＯ４６（ランベルティー社製）、エサキュアー１００１Ｍ（
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ランベルティー社製）、エサキュアーＫＩＰ／ＥＭ（ランベルティー社製）、エサキュア
ーＤＰ２５０（ランベルティー社製）、エサキュアーＫＢ１（ランベルティー社製）、２
，４－ジエチルチオキサントン等が挙げられる。
【０３２８】
　これら光重合開始剤の中でも、イルガキュアー１２７（チバ・スペシャリティー・ケミ
カルズ社製）、イルガキュアー１８４（チバ・スペシャリティー・ケミカルズ社製）、ダ
ロキュアー１１７３（チバ・スペシャリティー・ケミカルズ社製）、イルガキュアー５０
０（チバ・スペシャリティー・ケミカルズ社製）、イルガキュアー８１９（チバ・スペシ
ャリティー・ケミカルズ社製）、ダロキュアーＴＰＯ（チバ・スペシャリティー・ケミカ
ルズ社製）、エサキュアーＯＮＥ（ランベルティー社製）、エサキュアーＫＩＰ１００Ｆ
（ランベルティー社製）、エサキュアーＫＴ３７（ランベルティー社製）およびエサキュ
アーＫＴＯ４６（ランベルティー社製）などが好ましい。
【０３２９】
　上記光カチオン重合開始剤としては、例えば、イルガキュアー２５０（チバ・スペシャ
リティー・ケミカルズ社製）、イルガキュアー７８４（チバ・スペシャリティー・ケミカ
ルズ社製）、エサキュアー１０６４（ランベルティー社製）、ＣＹＲＡＵＲＥ ＵＶＩ６
９９０（ユニオンカーバイト日本社製）、アデカオプトマーＳＰ－１７２（旭電化社製）
、アデカオプトマーＳＰ－１７０（旭電化社製）、アデカオプトマーＳＰ－１５２（旭電
化社製）、アデカオプトマーＳＰ－１５０（旭電化社製）等が挙げられる。
【０３３０】
　上記熱重合開始剤としては、例えば、メチルイソブチルケトンパーオキサイド、シクロ
ヘキサノンパーオキサイド等のケトンパーオキサイド類；
イソブチリルパーオキサイド、ｏ－クロロベンゾイルパーオキサイド、ベンゾイルパーオ
キサイド等のジアシルパーオキサイド類；
トリス（ｔ－ブチルパーオキシ）トリアジン、ｔ－ブチルクミルパーオキサイド等のジア
ルキルパーオキサイド類；
２，２－ビス（４，４－ジ－ｔ－ブチルパーオキシシクロヘキシル）プロパン、２，２－
ジ（ｔ－ブチルパーオキシ）ブタン等のパーオキシケタール類；
α－クミルパーオキシネオデカノエート、ｔ－ブチルパーオキシピバレート、２，４，４
－トリメチルペンチルパーオキシ－２－エチルヘキサノエート、ｔ－ブチルパーオキシ－
２－エチルヘキサノエート、ｔ－ブチルパーオキシ－３，５，５－トリメチルヘキサノエ
ート等のアルキルパーエステル類；
ジ－３－メトキシブチルパーオキシジカーボネート、ビス（４－ｔ－ブチルシクロヘキシ
ル）パーオキシジカーボネート、ｔ－ブチルパーオキシイソプロピルカーボネート、ジエ
チレングリコールビス（ｔ－ブチルパーオキシカーボネート）等のパーカボネート類等が
挙げられる。
【０３３１】
　上記光重合開始剤および熱重合開始剤の使用量は、化合物（Ｉ）および（ＩＩ）の合計
に対して、好ましくは０．１～２０重量％の範囲、より好ましくは０．５～１０重量％の
範囲、さらに好ましくは１～５重量％の範囲である。
【０３３２】
　上記光重合開始剤を使用する場合には、光重合促進剤を併用してもよい。光重合促進剤
としては、例えば、２，２－ビス（２－クロロフェニル）－４，５'－テトラフェニル－
２'Ｈ－＜１，２'＞ビイミダゾルイル、トリス（４－ジメチルアミノフェニル）メタン、
４，４'－ビス（ジメチルアミノ）ベンゾフェノン、２－エチルアントラキノン、カンフ
ァーキノン等が挙げられる。
【０３３３】
　本発明の架橋樹脂からなる単層膜を、例えば防汚材料または防曇材料として使用し、長
期間外部に曝されても変質しないようにするためには、本発明の組成物に、さらに紫外線
吸収剤、ヒンダードアミン系光安定剤を添加した耐候処方の組成物とすることが望ましい
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。
【０３３４】
　上記紫外線吸収剤は特に限定はされず、例えば、ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤、
トリアジン系紫外線吸収剤、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤、ベンゾエート系紫外線吸収
剤、プロパンジオック酸エステル系紫外線吸収剤、オキサニリド系紫外線吸収剤等の種々
の紫外線吸収剤を用いることができる。
【０３３５】
　上記紫外線吸収剤としては、例えば、２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－
ｐ－クレゾール、２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－ｔｅｒｔ－ブチル
フェノール、２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブ
チルフェノール、２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４，６－ビス（１－メ
チル－１－フェニルエチル）フェノール、２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）
－４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）－６－（１－メチル-１－フェニルエチ
ル）フェノール、２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－（３－オン－４－
オキサ－ドデシル）－６－ｔｅｒｔ－ブチル－フェノール、２－｛５－クロロ（２Ｈ）－
ベンゾトリアゾール－２－イル｝－４－（３－オン－４－オキサ－ドデシル）－６－ｔｅ
ｒｔ－ブチル－フェノール、２－｛５－クロロ（２Ｈ）－ベンゾトリアゾール－２－イル
｝－４－メチル-６－ｔｅｒｔ－ブチル－フェノール、２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール
－２－イル）－４，６－ジ－ｔｅｒｔ－ペンチルフェノール、２－｛５－クロロ（２Ｈ）
－ベンゾトリアゾール－２－イル｝－４，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール、２－（
２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－ｔｅｒｔ－オクチルフェノール、２－（２
Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－メチル６－ｎ－ドデシルフェノール、メチル
-３－｛３－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－５－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒ
ドロキシフェニル｝プロピオネート／ポリエチレングリコール３００の反応生成物等のベ
ンゾトリアゾール系紫外線吸収剤；
２－（４－フェノキシ－２－ヒドロキシ－フェニル）－４，６－ジフェニル－１，３，５
－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オキサ－ヘキサデシロキシ）－４，６－ジ（
２，４－ジメチル-フェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－
オキサ－ヘプタデシロキシ）－４，６－ジ（２，４－ジメチル-フェニル）－１，３，５
－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－ｉｓｏ－オクチロキシ－フェニル）－４，６
－ジ（２，４－ジメチル-フェニル）－１，３，５－トリアジン、商品名チヌビン４００
（チバ・スペシャリティー・ケミカルズ株式会社製）、商品名チヌビン４０５（チバ・ス
ペシャリティー・ケミカルズ株式会社製）、商品名チヌビン４６０（チバ・スペシャリテ
ィー・ケミカルズ株式会社製）、商品名チヌビン４７９（チバ・スペシャリティー・ケミ
カルズ株式会社製）等のトリアジン系紫外線吸収剤；
２－ヒドロキシ－４－ｎ－オクトキシベンゾフェノン等のベンゾフェノン系紫外線吸収剤
；
２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル－３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキ
シベンゾエート等のベンゾエート系紫外線吸収剤；
プロパンジオック酸－｛（４－メトキシフェニル）－メチレン｝－ジメチルエステル、商
品名ホスタビンＰＲ－２５（クラリアント・ジャパン株式会社製）、商品名ホスタビンＢ
－ＣＡＰ（クラリアント・ジャパン株式会社製）等のプロパンジオック酸エステル系紫外
線吸収剤；
２－エチル－２'－エトキシ－オキサニリド、商品名Ｓａｎｄｕｖｏｒ ＶＳＵ（クラリア
ント・ジャパン株式会社製）等のオキサニリド系紫外線吸収剤等が挙げられる。これら紫
外線吸収剤の中でもトリアジン系紫外線吸収剤が好ましい傾向にある。
【０３３６】
　上記ヒンダードアミン系光安定剤（Ｈｉｎｄｅｒｅｄ Ａｍｉｎ Ｌｉｇｈｔ Ｓｔａｂ
ｉｌｉｚｅｒｓ：略称ＨＡＬＳ）は、通常、２，２，６，６－テトラメチルピペリジン骨
格を有する化合物の総称であり、分子量により、低分子量ＨＡＬＳ、中分子量ＨＡＬＳ、
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高分子量ＨＡＬＳおよび反応型ＨＡＬＳに大別される。ヒンダードアミン系光安定剤とし
ては、例えば、商品名チヌビン１１１ＦＤＬ（チバ・スペシャリティー・ケミカルズ株式
会社製）、ビス（１－オクチロキシ－２，２，６，６－テトラメチル-４－ピペリジル）
セバケート（商品名チヌビン１２３（チバ・スペシャリティー・ケミカルズ株式会社製）
）、商品名チヌビン１４４（チバ・スペシャリティー・ケミカルズ株式会社製）、商品名
チヌビン２９２（チバ・スペシャリティー・ケミカルズ株式会社製）、商品名チヌビン７
６５（チバ・スペシャリティー・ケミカルズ株式会社製）、商品名チヌビン７７０（チバ
・スペシャリティー・ケミカルズ株式会社製）、Ｎ，Ｎ'－ビス（３－アミノプロピル）
エチレンジアミン－２，４－ビス［Ｎ－ブチル－Ｎ－（１，２，２，６，６－ペンタメチ
ル－４－ピペリジル）アミノ］－６－クロロ－１，３，５－トリアジン縮合物（商品名Ｃ
ＨＩＭＡＳＳＯＲＢ１１９ＦＬ（チバ・スペシャリティー・ケミカルズ株式会社製））、
商品名ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ２０２０ＦＤＬ（チバ・スペシャリティー・ケミカルズ株式
会社製）、コハク酸ジメチル－１－（２－ヒドロキシエチル）－４－ヒドロキシ－２，２
，６，６－テトラメチルピペリジン重縮合物（商品名ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ６２２ＬＤ（
チバ・スペシャリ・ティー・ケミカルズ株式会社製））、ポリ［｛６－（１，１，３，３
－テトラメチル－ブチル）アミノ－１，３，５－トリアジン－２，４－ジイル｝｛（２，
２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）イミノ｝ヘキサメチレン｛（２，２，６，
６－テトラメチルラウリル－４－ピペリジル）イミノ｝］（商品名ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ
９４４ＦＤ（チバ・スペシャリティー・ケミカルズ株式会社製））、商品名Ｓａｎｄｕｖ
ｏｒ３０５０ Ｌｉｑ．（クラリアント・ジャパン株式会社製）、商品名Ｓａｎｄｕｖｏ
ｒ３０５２ Ｌｉｑ．（クラリアント・ジャパン株式会社製）、商品名Ｓａｎｄｕｖｏｒ
３０５８ Ｌｉｑ．（クラリアント・ジャパン株式会社製）、商品名Ｓａｎｄｕｖｏｒ３
０５１ Ｐｏｗｄｅｒ．（クラリアント・ジャパン株式会社製）、商品名Ｓａｎｄｕｖｏ
ｒ３０７０ Ｐｏｗｄｅｒ．（クラリアント・ジャパン株式会社製）、商品名ＶＰ Ｓａｎ
ｄｕｖｏｒ ＰＲ－３１（クラリアント・ジャパン株式会社製）、商品名ホスタビンＮ２
０（クラリアント・ジャパン株式会社製）、商品名ホスタビンＮ２４（クラリアント・ジ
ャパン株式会社製）、商品名ホスタビンＮ３０（クラリアント・ジャパン株式会社製）、
商品名ホスタビンＮ３２１（クラリアント・ジャパン株式会社製）、商品名ホスタビンＰ
Ｒ－３１（クラリアント・ジャパン株式会社製）、商品名ホスタビン８４５（クラリアン
ト・ジャパン株式会社製）、商品名ナイロスタッブＳ－ＥＥＤ（クラリアント・ジャパン
株式会社製）等が挙げられる。
【０３３７】
　上記紫外線吸収剤およびヒンダードアミン系光安定剤の添加量は、特に限定はされない
が、化合物（Ｉ）および（ＩＩ）の合計に対して、紫外線吸収剤は、通常０．１～２０重
量％、好ましくは０．５～１０重量％であり、ヒンダードアミン系光安定剤は、通常０．
１～１０重量％、好ましくは０．５～５重量％、より好ましくは１～３重量％の範囲であ
る。紫外線吸収剤、ヒンダードアミン系光安定剤の添加量が上記範囲を超える場合には、
上記組成物の重合が不十分な場合がある。
【０３３８】
　本発明の組成物が、化合物（Ｉ）および化合物（ＩＩ）に加え界面活性剤（ＩＩＩ）を
含む場合、その組成物に溶剤を含まない場合でも、親水基が表面に偏析した架橋樹脂から
なる単層膜が得られ得る。
【０３３９】
　上記場合であっても、組成物から架橋樹脂からなる単層膜を作製する際の作業性などを
考慮すると、本発明の組成物には溶剤を含んでいてもよい。
　上記溶剤としては、表面が親水性となる架橋樹脂が得られる限り特に制限はないが、組
成物に含まれる構成成分に対して反応したり、該構成成分と塩を形成したりするなど相互
作用の強すぎる溶剤、および沸点が高すぎる溶剤、例えば沸点が２００℃を超える溶剤は
好ましくない。例えば、エタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン
、Ｎ－エチル－エタノールアミン、Ｎ－（２－エチルヘキシル）エタノールアミン、Ｎ－
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ブチル－ジエタノールアミン、Ｎ－ヘキシル－ジエタノールアミン、Ｎ－ラウリル－ジエ
タノールアミン、Ｎ－セチル－ジエタノールアミンなどのヒドロキシエチルアミノ構造を
有するエタノールアミン系化合物〔ＮＲａＲｂ（ＣＨ2ＣＨ2ＯＨ）：　ＲａおよびＲｂは
独立して、水素、炭素数１～１５のアルキル基、またはＣＨ2ＣＨ2ＯＨ基である。〕は、
化合物（Ｉ）に含まれる親水基と相互作用、例えばスルホン酸基に代表されるアニオン性
親水基とは塩または塩に近い形を形成しやすく、また蒸発しにくいため、塗布した混合物
から溶剤を除去しようとしても、外気に接する表面へ移動しにくく内部に残留する傾向に
ある。したがって、化合物（Ｉ）に含まれる親水基が、塗布物の外気に接する表面への傾
斜（集中化）起こりにくい傾向にある。そのため、上記エタノールアミン系化合物は溶剤
としては望ましくない。
【０３４０】
　上述のような溶剤を除き、化合物（Ｉ）、化合物（ＩＩ）、界面活性剤（ＩＩＩ）、お
よび化合物（ＩＶ）の溶解性などを考慮して、適切な溶媒を使用することができる。
　本発明で好ましく用いられる溶剤としては、例えば、メタノール、エタノール、イソプ
ロパノール（ＩＰＡ）、１－プロパノール、１－ブタノール、イソブタノール、２－ブタ
ノール、１－ペンタノール（１－アミルアルコール）、イソペンタノール、メトキシエタ
ノール、イソプロポキシエタノール、ｎ－ブトキシエタノール、１－メトキシ－２－プロ
パノール、２－メトキシ－１－プロパノール等の一価アルコール、エチレングリコール、
１，３－プロピレングリコール、１，２－プロピレングリコール、グリセリン等の多価ア
ルコール；
アセトン、メチルエチルケトン、２－ペンタノン、メチルイソブチルケトン、シクロヘキ
サノンなどのケトン；
蟻酸、酢酸、プロピオン酸などのカルボン酸；
酢酸エチル、酢酸－ｎ－プロピル、酢酸イソプロピル、酢酸－ｎ－ブチル、酢酸イソブチ
ルなどのカルボン酸エステル；
エチレンカーボネート、１，２－プロピレンカーボネートなどの炭酸エステル；
ジエチルエーテル、ジ－ｎ－プロピルエーテル、ジイソプロピルエーテル、ジ－ｎ－ブチ
ルエーテル、テトラヒドロフランなどのエーテル；
スルホランなどの非プロトン性スルホン；
ＤＭＳＯ（ジラウリルスルホキシド）などの非プロトン性スルホキシド；
Ｎ，Ｎ'－ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ）、Ｎ，Ｎ'－ジメチルイミダゾリジノン（ＤＭ
Ｉ）、Ｎ，Ｎ'－ジメチルアセトアミド（ＤＭＡＣ）などのアミド；
アセトニトリル、ブチロニトリルなどのニトリル；および水、水とアルコールとの混合物
等の上記化合物の混合物等の極性溶剤が挙げられる。
【０３４１】
　上記溶剤は比較的極性の高い溶剤であるが、本発明の組成物に溶剤を混合する場合、極
性の高い溶剤が好ましい傾向にある。極性の高い溶剤を組成物に混合すると、アニオン性
親水基を有する化合物（Ｉ）が、組成物の塗布物から溶剤を除去する過程で、溶剤が塗布
物の外気に接する表面から除去されることに伴って、塗布物表面（基材上に単量体組成物
を含む混合物を塗布した場合には、基材との接触面とは反対の面）へ傾斜（集中化）する
ことにより、傾斜構造が形成される。そのため、溶剤は、上記傾斜（集中化）を起こり易
くするために、組成物中に含まれる上記アニオン性親水基と適度な相互作用を有すること
が好ましい。
【０３４２】
　このような極性を表す指標として、溶解パラメーター（ＳＰ値）が広く知られている。
溶解パラメーター（ＳＰ値）は以下に示す簡易計算法によって容易に計算することができ
る。
【０３４３】
　溶解パラメーターσの計算式
１）１ｍｏｌ当たりの蒸発潜熱
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Ｈｂ＝２１×（２７３＋Ｔｂ）　（単位：ｃａｌ／ｍｏｌ），Ｔｂ：沸点（℃）
２）２５℃での１ｍｏｌ当たりの蒸発潜熱
Ｈ２５＝Ｈｂ×｛１＋０．１７５×（Ｔｂ－２５）／１００｝　（単位：ｃａｌ／ｍｏｌ
），Ｔｂ：沸点（℃）
３）分子間結合エネルギー　Ｅ＝Ｈ２５－５９６　（単位：ｃａｌ／ｍｏｌ）
４）溶剤１ｍｌ（ｃｍ3）当たりの分子間結合エネルギー
Ｅ１＝Ｅ×Ｄ／Ｍｗ　（単位：ｃａｌ／ｃｍ3），Ｄ：密度（ｇ／ｃｍ3），ＭＷ：分子量
５）溶解パラメーター（ＳＰ値）　σ＝（Ｅ１）1/2　（単位：ｃａｌ／ｃｍ3）1/2

　上記極性溶剤の中では、簡易計算法によって計算された溶解度パラメーター（ＳＰ値）
σ（ｃａｌ／ｃｍ3）1/2が、９．０以上の溶剤が好ましく、９．３以上の溶剤がより好ま
しく、９．５以上であればさらに好ましい。溶解度パラメーター（ＳＰ値）が上記値未満
の溶剤を大量に含有する組成物を透光性基材に塗布して塗膜を形成させた場合、得られる
本発明の架橋樹脂からなる単層膜の構造、具体的にはアニオン性親水基の傾斜構造（表面
集中化）が不完全になり易く、親水性が低下する傾向にある。
【０３４４】
　上記好ましい溶解度パラメーターの範囲にある溶剤としては、例えば、メタノール、エ
タノール、１－プロパノール、イソプロパノール（ＩＰＡ）、１－ブタノール、イソブタ
ノール、１－ペンタノール（１－アミルアルコール）、シクロヘキサノール、１－メトキ
シ－２－プロパノール、２－メトキシ－１－プロパノール（メトキシプロパノール）、２
－メトキシ－１－エタノール（メトキシエタノール）、２－エトキシ－１－エタノール（
エトキシエタノール）、アセトニトリル、および水等が挙げられる。
【０３４５】
　また、本発明の組成物が、化合物（Ｉ）、化合物（ＩＩ）、および界面活性剤（ＩＩＩ
）を含む場合には、ＳＰ値が９．３未満の溶媒を用いた場合であっても、その組成物から
親水基が表面に偏析した架橋樹脂が得られる。
【０３４６】
　上記好ましいＳＰ値の範囲にある溶剤としては、例えば、メタノール、エタノール、１
－プロパノール、イソプロパノール（ＩＰＡ）、１－ブタノール、イソブタノール、１－
ペンタノール（１－アミルアルコール）、イソペンタノール、２－ペンタノール、３－ペ
ンタノール、シクロヘキサノール、１－メトキシ－２－プロパノール（メトキシプロパノ
ール）、２－メトキシ－１－プロパノール、２－メトキシ－１－エタノール（メトキシエ
タノール）、２－イソプロポキシ－１－エタノール、アセトニトリル、および水等が挙げ
られる。これら溶剤の中でも、メタノール、エタノール、１－プロパノール、１－ブタノ
ール、１－ペンタノール（１－アミルアルコール）などの、ＳＰ値で９．０（ｃａｌ／ｃ
ｍ3）1/2以上の１級アルコール、および１－メトキシ－２－プロパノール（メトキシプロ
パノール）、２－メトキシ－１－エタノール（メトキシエタノール）、２－イソプロポキ
シ－１－エタノール等のＳＰ値で９．０（ｃａｌ／ｃｍ3）1/2以上のアルコキシアルコー
ルがより好ましい。
【０３４７】
　本発明の組成物に含まれる溶剤の量は、本発明により得られる単層膜の物性、経済性等
を考慮して適宜決定できる。
　溶剤の使用量は、上記組成物に含有される固形分（化合物（Ｉ）～（ＩＶ）、必要に応
じて含まれるシリカ（Ｖ）および上記添加剤の合計量）の濃度（固形分／（固形分＋溶剤
）×１００）で、通常１重量％以上、好ましくは１０～９０重量％、より好ましくは２０
～８０重量％、さらに好ましくは３０～７０重量％の範囲である。
【０３４８】
　上記組成物には、必要に応じて、上記添加剤以外の添加剤を添加してもよい。例えば、
得られる架橋樹脂の機械的および熱的強度を向上させたり、光応答性および殺菌性等を付
与する目的等で、本発明の組成物中に酸化チタン、その他の金属および金属酸化物等を添
加することもでき、得られる架橋樹脂の屈折率を高くする目的等で、硫黄原子を有する化
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合物を添加することもでき、殺菌性、抗菌性を付与する目的等で、銀、リチウム等の金属
塩、ヨウ素およびヨードニウム塩等を上記組成物に添加することができる。これら添加剤
の添加量は、その目的に応じて適宜設定できるが、化合物（Ｉ）および化合物（ＩＩ）の
合計に対して、通常０．０１～２００重量％の範囲、好ましくは０．１～１００重量％の
範囲である。
【０３４９】
　本発明の組成物が上記溶剤を含む場合には、透光性基材に組成物を塗布後、後述する重
合を行う前に、加熱等により溶剤を充分除去することが好ましい。上記組成物からの溶剤
の除去が不十分な場合、化合物（Ｉ）に由来する親水基（アニオン性親水基、カチオン性
親水基、および水酸基から選ばれる少なくとも１つの親水基）が、塗布物の外気に接する
表面への移動がより少なくなるため、得られる架橋樹脂の親水性等がより小さくなる傾向
にある。また、塗布物の外気に接する表面に上記親水基が移動した場合であっても、上記
組成物中に溶媒が残存すると、外気に接する表面に存在する大気（疎水性）との反発する
相互作用が働き、塗布物の内部へその親水基がより移動しやすくなる傾向にある。そのた
め、得られる架橋樹脂からなる単層膜の親水基の外気に接する表面への傾斜が不十分にな
る場合があり、また親水性が低下する場合があり、さらに基材との密着性も低下する傾向
にある。したがって、上記組成物中の重合直前の残存溶剤はより少ない方が好ましい傾向
にあり、通常１０重量％以下、好ましくは５重量％以下、より好ましくは３重量％以下、
さらに好ましくは１重量％以下である。
【０３５０】
　溶剤除去の際の温度は適時決められるが、通常室温～２００℃の範囲、好ましくは３０
～１５０℃の範囲、さらに好ましくは４０～１２０℃、特に好ましくは４０～１００℃の
範囲である。
【０３５１】
　上記組成物からの溶剤除去のための時間は適時決定すればよいが、生産性を考慮した場
合、短時間の方が好ましい傾向にある。例えば、通常３０分以下、好ましくは１０分以下
、より好ましくは５分以下、さらに好ましくは３分以下、特に好ましくは２分以下の時間
で溶剤除去すればよい。溶剤除去の際の雰囲気は大気でも窒素等の不活性ガスでも構わな
いが、雰囲気の湿度が低い方が得られる架橋樹脂からなる単層膜の外観が悪化（ゆず肌、
透明性低下など）しないなど好ましい傾向にある。具体的には、雰囲気の湿度は８０％以
下が好ましく、７０％以下がより好ましく、６５％以下がさらに好ましく、６０％以下が
よりさらに好ましく、５５％以下が特に好ましい。
【０３５２】
　風を伴い溶剤を除去する場合の風速は、好ましくは３０ｍ／秒以下、より好ましくは０
．１～３０ｍ／秒の範囲、さらに好ましくは０．２～２０ｍ／秒の範囲、特に好ましくは
０．３～１０ｍ／秒の範囲である。
【０３５３】
　溶剤除去の際の圧力は特に限定されず、常圧または減圧が比較的に好ましいが、微加圧
であってもよい。
　本発明の上記組成物を透光性基材に塗布して重合することにより、本発明の架橋樹脂か
らなる単層膜で透光性基材が被覆された透光部材が得られる。上記重合方法には特に制限
はなく、例えば、熱または放射線を用いて、あるいは両者を併用して重合することができ
る。
【０３５４】
　上記重合は大気下で行うこともできるが、窒素等の不活性ガス雰囲気下で行った場合は
重合時間を短縮できる点で好ましい。
　熱を用いて重合する場合、通常、上記組成物に有機過酸化物等の熱ラジカル発生剤を加
え室温から３００℃以下の範囲で加熱する。
【０３５５】
　放射線を用いて重合する場合、放射線としては波長領域が０．０００１～８００ｎｍ範
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囲のエネルギー線を用いることができる。上記放射線は、α線、β線、γ線、Ｘ線、電子
線、紫外線、可視光等に分類されおり、上記混合物の組成に応じて適宜選択して使用でき
る。これら放射線の中でも紫外線が好ましく、紫外線の出力ピークは、好ましくは２００
～４５０ｎｍの範囲、より好ましくは２３０～４４５ｎｍの範囲、さらに好ましくは２４
０～４３０ｎｍ範囲、特に好ましくは２５０～４００ｎｍの範囲である。上記出力ピーク
の範囲の紫外線を用いた場合には、重合時の黄変および熱変形等の不具合が少なく、且つ
紫外線吸収剤を添加した場合も比較的に短時間で重合を完結できる。
【０３５６】
　また、上記組成物中に紫外線吸収剤、ヒンダードアミン系安定剤が添加されている場合
には、出力ピークが２５０～２８０ｎｍまたは３７０～４３０ｎｍの範囲の紫外線を用い
ることが好ましい。
【０３５７】
　放射線により上記組成物の重合を行う場合には、酸素による重合阻害を回避する目的で
、上記組成物を透光性基材に塗布して、必要に応じて組成物に含まれる溶剤の除去等を行
った後、該塗布層を被覆材（フィルム等）で被覆し放射線を照射して重合してもよい。被
覆材で該塗布層を被覆する際には、該塗布層と被覆材との間に空気（酸素）を含まないよ
うに密着することが望ましい。酸素を遮断することにより、例えば、（光）重合開始剤量
および放射線照射量を減らせる場合がある。
【０３５８】
　上記被覆材としては、酸素が遮断される材料であれば如何なる材料および形態でも構わ
ないが、操作性の面からフィルムが好ましく、それらフィルム中でも放射線重合が容易な
透明フィルムが好ましい。フィルムの厚さは通常３～２００μｍの範囲であり、それらの
中でも５～１００μｍが好ましく、１０～５０μｍであればさらに好ましい。
【０３５９】
　上記被覆材として好ましく用いられるフィルムの材質としては、例えば、ポリビニルア
ルコール（ＰＶＡ）、エチレン・ビニルアルコール共重合体等のビニルアルコール系重合
体、ポリアクリルアミド、ポリイソプロピルアクリルアミド、ポリアクリロニトリル、ポ
リカーボネート（ＰＣ）、ポリメチルメタクリレート（ＰＭＭＡ）、ポリエチレンテレフ
タレート（ＰＥＴ）、ポリスチレン（ＰＳ）、二軸延伸ポリプロピレン（ＯＰＰ）が挙げ
られる。
【０３６０】
　なお、装置は高価だが、０．０１～０．００２ｎｍの範囲の電子線を放射線として用い
ると、短時間で重合が完結できるため好ましい。
　このようにして得られた本発明の架橋樹脂からなる単層膜では、アニオン性親水基（典
型的にはスルホン酸基、カルボキシル基、リン酸基）カチオン性親水基、および水酸基か
ら選ばれる少なくとも１種の親水基の表面濃度（Ｓａ）と、これら親水基の単層膜の膜厚
１／２地点における深部濃度（Ｄａ）の傾斜度（親水基濃度比）（Ｓａ／Ｄａ）が通常１
．１以上であり、好ましくは１.２以上、より好ましくは１．３以上であり、さらに好ま
しくは１．５以上である。なお傾斜度（親水基濃度比）（Ｓａ／Ｄａ）は通常２０．０以
下である。
【０３６１】
　上記単層膜は、透光性基材の表面の少なくとも一部を被覆するように設けられている。
そしてこの単層膜中では、上記親水基が、基材側の膜深部から表面まで分布し、特に単層
膜が外気と接する最表面に多く分布するように濃度差（傾斜度（親水基濃度比）（Ｓａ／
Ｄａ））を有している。なお、上記単層膜は透光性基材の少なくとも片面に設けられてい
ればよく、透光性基材の複数の面に設けられていてもよい。
【０３６２】
　これは、上記組成物を透光性基材に塗布して、熱、放射線等により重合すると、アニオ
ン性親水基、カチオン性親水基、および水酸基から選ばれる少なくとも１種の親水基が外
気に接する表面に自己集合した後、架橋樹脂からなる単層膜が形成されるためであると考
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えられる。
【０３６３】
　このように、本発明の架橋樹脂からなる単層膜は、その表面に上記親水基が高濃度で存
在するので、防曇性、防汚性またはセルフクリーニング性、帯電防止性または埃付着防止
性等に優れる。
【０３６４】
　上記傾斜度（親水基濃度比）は、所定の単層膜サンプルを斜めに切断し、単層膜の外気
に接していた表面と、単層膜の膜厚１／２地点とにおける、アニオン性親水基（例えば、
スルホン酸基、カルボキシル基、リン酸基など）、カチオン性親水基（例えば、４級アン
モニム基など）、および水酸基を有する基の濃度を、飛行時間型２次イオン質量分析装置
（ＴＯＦ－ＳＩＭＳ）を用いてフラグメントイオン強度としてそれぞれ測定して、その値
（相対強度）から求める。
【０３６５】
　上記単層膜の水接触角は通常５０°以下であり、好ましくは３０°以下であり、より好
ましくは２０°以下、さらに好ましくは１０°以下である。
　水接触角が上記数値以下の単層膜は、親水性が高く、水となじみ（濡れ）やすく親水性
材料として優れる。そのため、例えば、防曇材料、防曇被膜（以下、防曇コートとも言う
）、易洗浄性材料、防汚被膜またはセルフクリーニングコート、並びに帯電防止材、帯電
防止被膜またはほこり付着防止コート等に有用である。そのため内視鏡に用いた場合は、
膜表面に水滴が広がり水膜を形成させることができるため防曇効果に優れ、また、水、血
液等の汚れとコーティング面の間に入り込み汚れを浮かせて除去することができるため易
洗浄効果に優れている。さらに親水性の単層膜は、水が広がることにより蒸発面積が拡大
し、蒸発速度が向上して乾燥が早くなる。
【０３６６】
　上記水接触角が３０°以下、好ましくは２０°以下、より好ましくは１０°以下である
場合は、上記単層膜は、防曇性、易洗浄性の観点で特に好ましく用いられる。なお、上記
水接触角は通常０°以上である。
【０３６７】
　界面活性剤(ＩＩＩ)を含む組成物を重合することにより、溶剤なしで化合物（Ｉ）に由
来する親水基が、架橋樹脂からなる単層膜の表面へ偏析（傾斜化）することが可能となり
、より幅広い条件で高親水性の単層膜が得られるようになとともに、化合物（Ｉ）と化合
物（ＩＩ）の分離を抑制する相溶効果と思われる効果により、架橋樹脂の透明性も相対的
に高められる。また、極性溶剤の蒸発に同伴させて表面に偏析（傾斜化）させる従来の方
法（例えば、国際公開２００７／０６４００３号公報）では傾斜化できなかった一般的な
親水性の重合性化合物（例えば、国際公開２００７／０６４００３号公報で請求項に記載
された範囲の化合物を除く親水性重合性化合物）を含む組成物からも、界面活性剤(ＩＩ
Ｉ)を含むことにより、親水基が表面に偏在（傾斜化）した架橋樹脂からなる単層膜が得
られるようになる。また、上記公報の記載の親水性化合物を含む組成物からは、より表面
に親水基が偏析（傾斜化）した、より高い親水性の架橋樹脂からなる単層膜が得られる傾
向になる。さらに、従来では傾斜化が困難だった溶解パラメーター（ＳＰ値）が９．３未
満の低極性溶剤を使用しても、比較的容易に表面に親水基が偏析（傾斜化）した架橋樹脂
からなる単層膜が得られるようになる。したがって、高い親水性と透明性を有する架橋樹
脂からなる単層膜が透光性基材の表面の少なくとも一部に被覆された透光性部材が従来よ
りも容易に幅広い材料で得られるようになった。
【０３６８】
　また、界面活性剤(ＩＩＩ)（典型的には化合物(ＩＩＩ’)）または化合物(ＩＶ)を含む
組成物を重合することにより、レベリング性に優れる架橋樹脂からなる単層膜が得られる
。特に、界面活性剤(ＩＩＩ)（典型的には化合物(ＩＩＩ’)）が組成物に含まれる場合に
は、さらに高い親水性の単層膜が得られる。また、このような高い表面平滑性（レベリン
グ性）を有する単層膜は、外部からの攻撃（例えば熱水等による浸食）も受けにくく、耐
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久性も向上する傾向にある。
【０３６９】
　また、界面活性剤(ＩＩＩ)（典型的には化合物(ＩＩＩ’)）および（ＩＶ）を併用され
る含む組成物から得られる単層膜は、界面活性剤(ＩＩＩ)を単独で含まれる場合よりも、
さらに高い表面平滑性（レベリング性）を有する単層膜が得られる傾向にある。
【０３７０】
　上記単層膜の膜厚は、内視鏡用透光性部材の用途により適宜決め得るが、好ましくは０
．０００１～５００μｍ、より好ましくは０．０５～５００μｍ、より好ましくは０．１
～３００μｍ、さらに好ましくは０．５～１００μｍ、さらに好ましくは１～５０μｍで
ある。単層膜の膜厚が０．０００１μｍ未満であると、防汚、防曇等の本発明の効果が得
にくくなり、５００μｍを越えると、塗膜の白化やクラックが生じやすくなる傾向にある
。
【０３７１】
　上記単層膜の形成方法には特に制限はないが、例えば、上記組成物を内視鏡用の透光性
基材表面に塗布した後、必要に応じて組成物に含まれる溶剤の除去等をした後、重合させ
ることによって形成することができる。
【０３７２】
　上記透光性基材としては、内視鏡用に用いられる透光性基材であれば特に制限なく用い
ることができ、例えば、ガラス、金属酸化物等の無機材料からなる基材、ポリアクリルア
ミド、ポリイソプロピルアクリルアミド、ポリアクリロニトリル、ポリメチルメタクリレ
ート（ＰＭＭＡ）、ポリカーボネート、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナフ
タレート、環状オレフィン系樹脂、ポリスチレン、ポリウレタン樹脂、等の有機材料から
なる基材、並びにこれらの無機材料、有機材料、さらには有機無機複合材料からなる基材
の表面に塗装が施された、塗料硬化物層を有する基材等が挙げられる。
【０３７３】
　透光性基材がレンズ、カバーガラス等である場合に好適な無機材料としては、光学ガラ
ス、光学結晶等の光学無機材料が挙げられる。光学ガラスとしては、例えば、ＳｉＯ2　
７０～７３重量％／Ａｌ2Ｏ3　１．０～１．８重量％／Ｆｅ2Ｏ3　０．０８～０．１４重
量％／ＣａＯ　７～１２重量％／ＭｇＯ　１．０～４．５重量％／ＲａＯ　１３～１５重
量％の組成を有する物が挙げられる。光学結晶としては、例えば、合成サファイア（Ａｌ

2Ｏ3結晶）などが挙げられる。
【０３７４】
　また、これら透光性基材表面は必要に応じて、基材表面を活性化することを目的に、コ
ロナ処理、オゾン処理、酸素ガスもしくは窒素ガス等を用いた低温プラズマ処理、グロー
放電処理、化学薬品等による酸化処理、火炎処理等の物理的または化学的処理を施すこと
もできる。またこれら処理に替えてあるいはこれら処理に加えてプライマー処理、アンダ
ーコート処理、アンカーコート処理を施してもよい。
【０３７５】
　上記プライマー処理、アンダーコート処理、アンカーコート処理に用いるコート剤とし
ては、例えば、ポリエステル系樹脂、ポリアミド系樹脂、ポリウレタン系樹脂、エポキシ
樹脂、フェノール系樹脂、（メタ）アクリル系樹脂、ポリ酢酸ビニル系樹脂、ポリエチレ
ンおよびポリプロピレン等のポリオレフィン系樹脂またはその共重合体ないし変性樹脂、
セルロース系樹脂等の樹脂をビヒクルの主成分とするコート剤を用いることができる。上
記コート剤としては、溶剤型コート剤、水性型コート剤のいずれであってもよい。
【０３７６】
　このようにして上記単層膜で表面の少なくとも一部を被覆した透光性基材を含む透光性
部材は、内視鏡用の透光性部材として用いることができる。この透光性部材は、防曇性、
易洗浄性、速乾性に優れる。
【０３７７】
　また、上記透光性部材は、本発明の単層膜を形成しない面に、後述の粘着層を設けるこ
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ともでき、さらに粘着層の表面に剥離フィルムを設けることもできる。基材の他の片面に
粘着層を積層しておくと、本発明の単層膜を有する透光性部材を内視鏡のレンズなどの透
光性を要する部分に容易に貼付できる。
【０３７８】
　粘着層に用いる粘着剤は特に制限はなく、公知の粘着剤を用いることができる。粘着剤
としては、例えば、アクリル系粘着剤、ゴム系粘着剤、ビニルエーテルポリマー系粘着剤
、およびシリコーン粘着剤等が挙げられる。粘着層の厚さは通常２～５０μｍの範囲、好
ましくは５～３０μｍの範囲である。
【０３７９】
　また、本発明で得られる内視鏡用の単層膜を有する透光性部材では、単層膜の外気に接
する表面を被覆材で被覆しておいてもよい。被覆材により被覆された単層膜および該単層
膜を有する透光性部材では、輸送、保管、陳列等する際に、単層膜が傷ついたり、汚れた
りするのを防ぐことができる。
【０３８０】
　上記被覆材としては、放射線により重合して透光性基材の上に本発明の単層膜を形成さ
せる際に組成物の塗膜に密着させていた前述の被覆材をそのまま上記被覆材として用いる
こともできる。
【０３８１】
　本発明の透光性部材は、内視鏡用に用いるものであれば特に制限はなく用いることがで
きる。内視鏡用透光性部材としては、例えば、接眼レンズ、対物レンズ、照明用レンズな
どのレンズ；プリズム；カバーガラス、キャップ等のカバー部材；観察窓部材；等が挙げ
られる。
【０３８２】
　本発明の透光性部材は内視鏡に着脱自在に取り付け可能なものであってもよい。例えば
、透光性部材（例えばレンズ）と内視鏡との接合部分にそれぞれねじ切り加工を施した、
内視鏡に着脱自在に取り付け可能にすればよい。また透光性部材（例えばカバー部材）の
内視鏡との接合部分の少なくとも一部に粘着層を設けて、内視鏡に着脱自在に取り付け可
能にしてもよい。
【０３８３】
　このように透光性部材が内視鏡に着脱自在に取り付け可能なものとした場合には、透光
性部材を取り外し、別個に滅菌することができる。また、滅菌後この透光性部材を繰り返
して使用できる。さらに、この着脱自在に取り付け可能な透光性部材は、使い捨て可能な
部材として用いることもできる。
【０３８４】
　本発明の透光性部材を含む内視鏡は、一般的に用いられる内視鏡であり、軟性内視鏡、
硬性内視鏡、カプセル型内視鏡のいずれであってもよい。内視鏡の一般的に用途の１つは
医療であり、その観察対象としては人体の種々の器官（例えば、気管支、消化管、消化器
、循環器、泌尿器）が挙げられる。このような医療現場での内視鏡による観察は、診断、
治療、手術などのために行われる。
【０３８５】
　本発明の内視鏡では、挿入部の先端に前記内視鏡用透光性部材が配置されており、少な
くとも観察対象側の外表面が前記単層膜で被覆されていることが好ましい態様である。以
下、本発明の透光性部材を含む内視鏡を例示する。
【０３８６】
　軟性鏡の一例としては、電子スコープが挙げられる。この電子スコープ挿入部先端は、
挿入した内部を観察するための対物レンズ１、この対物レンズ１の結像面に配置されたＣ
ＣＤユニット２、この対物レンズ１の先端に設けられた先端レンズ１１、観察面を照明す
るためのライトガイド３、このライトガイド３からの照明光を広げるための照明用レンズ
４、この照明用レンズ４の先端に設けられた先端レンズ４１、および対物レンズ前面が汚
染された場合などに水または空気の吹き付けをするための送気・送水ノズル５が設けられ
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ている。なお、この一例では、先端レンズ１１および４１が、内視鏡の対象側の最も外側
の透光性部材となっており、これら部材の観察対象側の面が観察対象側の外表面となる。
【０３８７】
　この挿入部先端において、対物レンズ１前面が汚染された場合、送気・送水ノズル５か
ら送水して水を吹き付け、その前面を洗浄するが、体内温と水温との間に差がある場合は
、対物レンズ１前面が体内の水蒸気により曇る場合がある。
【０３８８】
　この電子スコープの挿入部先端においては、対物レンズ１の先端レンズ１１の第１面（
外面）を、本発明の内視鏡用コーティング組成物の架橋樹脂からなる単層膜で被覆して、
防汚、防曇効果が得られるようにしている。
【０３８９】
　なお、対物レンズ１の先端レンズ１１の第１面（外面）だけでなく、第２面（内面）も
上述の単層膜で被覆されていてもよい。このように内部の第２面も単層膜で被覆すれば、
先端レンズ１１の周囲から万が一内視鏡内部に水蒸気が入った場合でも、防汚、防曇効果
をより強力に発揮できるようになる。
【０３９０】
　また、この電子スコープの例では、照明用レンズ４の先端レンズ４１の第１面（外面）
、さらに必要に応じてその第２面（内面）に同様の単層膜が被覆されていてもよい。この
ように単層膜で照明用レンズを被覆することにより、水蒸気による照明用レンズ４の曇り
に基づく照明光量の低下を抑止できる。
【０３９１】
　軟性鏡の他の一例としては、側視型ファイバースコープが挙げられる。この側視型ファ
イバースコープの挿入部先端は、挿入した内部の側方を観察するための対物レンズ１、こ
の対物レンズ１の結像面に入射端面が配置されたイメージガイド（光ファイバー束）１２
、この対物レンズ１の先端に設けられた先端レンズ１１、観察面を照明するためのライト
ガイド３、このライトガイド３からの照明光を広げるための照明用レンズ４、対物レンズ
１前面が汚染された場合などに水または空気の吹き付けをするための送気・送水ノズル５
とが設けられている。なお、この一例では、先端レンズ１１および照明用レンズ４が、内
視鏡の対象側の最も外側の透光性部材となっており、これら部材の観察対象側の面が観察
対象側の外表面となる。
【０３９２】
　この挿入部先端において、対物レンズ１の先端レンズ１１は光路を側方に向ける反射プ
リズムを兼ねており、また、照明用レンズ４は凹レンズ１枚からなる。
　この一例においても、同様に、対物レンズ１の先端レンズ１１の第１面（外面）、さら
に必要に応じて第２面（プリズム入射面）を本発明の内視鏡用コーティング組成物の架橋
樹脂からなる単層膜で被覆して、防汚、防曇効果が得られるようにしている。さらに、照
明用レンズ４のの第１面（外面）、さらに必要に応じてその第２面（内面）に同様の単層
膜が被覆されていてもよい。
【０３９３】
　硬性鏡の一例としては、一体に直線状に連続している接眼部１５と挿入部１６とからな
る物が挙げられる。この挿入部１６の先端には対物レンズ２１が、接眼部１５のアイピー
ス１７内には接眼レンズ２２が取り付けられ、対物レンズ２１から接眼レンズ２２の間に
はイメージ伝送レンズ系２３が配置されている。また、照明のため、接眼部１５の側方に
設けられたライトガイドケーブルコネクター１８から挿入部１６先端までにライトガイド
２４が配置され、その照明用先端が対物レンズ２１と同じ方向に露出している。そして、
対物レンズ２１の前面には対物カバーガラス２５（典型的にはサファイア製）が配置され
、同様に、接眼レンズ２２の観察側には接眼カバーガラス２６が配置されている。なお、
この一例では、カバーガラス２５が、内視鏡の対象側の最も外側の透光性部材となってお
り、これら部材の観察対象側の面が観察対象側の外表面となる。
【０３９４】
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　上記硬性鏡においても、内視鏡下の外科手術などにおいて腹腔内にこの挿入部１６を挿
入したとき、体内温と室温との間に差があると、体内の水蒸気により対物カバーガラス２
５の外面が曇ってしまう場合がある。また、その対物カバーガラス２５の表面に血液や粘
液などの異物が付着して視界が得られない場合がある。その場合、対物カバーガラス２５
の表面への送水および送気は内視鏡の手元側操作部における弁切替え操作によって行う。
送水は、送水管路を通じて送り込まれた洗浄用水を観察用の対物カバーガラス２５の表面
に吹き付けることにより行い、この送水により対物カバーガラス２５の表面に付着してい
る血液や粘液などの異物が洗浄できる。この送水を行った後、送気管路を通じて送り込ま
れる空気を観察用カバーガラス２５の表面に吹き付けて、表面に残っている水分を除去乾
燥させる。
【０３９５】
　しかし、上記一連の操作によっても、微細な玉状の水滴が対物用カバーガラス２５の表
面に付着したままの状態となり、光の乱反射により視認性に支障を来たし、また、観察継
続が困難となる場合がある。
【０３９６】
　そこで、この一例においても、対物カバーガラス２５の外面を本発明の内視鏡用コーテ
ィング組成物の架橋樹脂からなる単層膜で被覆して、防汚、防曇効果が得られるようにし
てある。
【０３９７】
　さらに、この硬性鏡の一例では、接眼カバーガラス２６の外面にも同様に本発明の内視
鏡用コーティング組成物の架橋樹脂からなる単層膜で被覆されていることがより好ましい
態様である。
【０３９８】
　上記例示の硬性鏡にＴＶカメラを接続した態様も好ましい一態様である。この態様では
、上記例示の硬性鏡接眼部１５のアイピース１７に撮像レンズ３１を内蔵するアダプター
３０の一端が接続され、アダプター３０の他端には、カメラヘッド５０が接続される。カ
メラヘッド５０内には、ローパスフィルターと赤外線カットフィルターからなるフィルタ
ー５２を介して、アダプター３０内の撮像レンズ３１の結像面に相当する位置にＣＣＤ５
１が配置されており、ＣＣＤ５１からの信号は、信号ケーブル５４を経てコントロールユ
ニット５５に供給されるようになっている。
【０３９９】
　コントロールユニット５５には、ＴＶ表示装置が接続されており、撮像レンズ３１によ
ってＣＣＤ５１の撮像面上に結像された硬性鏡による観察像を拡大して表示できるように
なっている。
【０４００】
　硬性鏡とアダプター３０とカメラヘッド５０との接続は、手術室での内視鏡の使用前に
行われるが、接続部間の密閉された空間内の水蒸気がレンズ面あるいはカバーガラス上に
結露して曇り、観察像を明瞭に表示できない場合がある。そこで、この一例では、硬性鏡
のアイピース１７内の接眼レンズ２２の観察側に設けたカバーガラス２６、アダプター３
０内の撮像レンズ３１の入射側および射出側に設けたカバーガラス３３、およびカメラヘ
ッド５０の入射側に設けたカバーガラス５３の外面、それぞれが、本発明の内視鏡用コー
ティング組成物の架橋樹脂からなる単層膜によってそれぞれ被覆され、防汚、防曇効果が
得られるようにすることが望ましい。
【０４０１】
　上記具体例では、内視鏡に含まれる透光性部材への単層膜の被覆は、内視鏡等の組み立
て前に行うものであったが、内視鏡を組み立てた後、あるいは、内視鏡の使用前に、着脱
自在に取り付け可能な透光性部材（例えば、着脱自在に取り付け可能なカバー材）を内視
鏡に接合することにより、少なくとも観察対象側の内視鏡の外表面が前記単層膜によって
被覆されているようにしてもよい。
【０４０２】
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　本発明の内視鏡用透光性部材に被覆された単層膜は、滅菌（水蒸気滅菌）処理を行って
も、防曇性、防汚性などが損なわれることはない。そのため、長期にわたって内視鏡の防
曇、防汚効果を持続することが可能となる。
【実施例】
【０４０３】
　以下、実施例等により本発明をさらに詳細に説明するが、本発明がこれら実施例のみに
限定されるものではない。
　なお、本発明において被膜の物性評価は、下記のようにして行った。
【０４０４】
　＜水接触角の測定＞
　協和界面科学社製の水接触角測定装置ＣＡ－Ｖ型を用いて、１サンプルについて３箇所
測定し、これら値の平均値を水接触角の値とした。
【０４０５】
　＜密着性の評価＞
　ＪＩＳＫ５６００－５－６に従い、カッターを用いて積層膜に縦横方向にそれぞれ２ｍ
ｍ間隔で６本ずつ切れ込みを入れることで２５マスの碁盤目を作り、ニチバン社のセロテ
ープ（ＣＴ－２４）を碁盤目が形成された積層膜に貼り、剥離するという試験により塗膜
がどれだけ基材に残存したかで評価した。
【０４０６】
　＜耐摩耗試験＞
　スチールウール＃００００に荷重５００ｇかけ、塗膜上を１０往復した後で目視にて傷
の有無を確認した。
【０４０７】
　＜呼気防曇性の評価＞
　呼気により透光性部材の表面が曇るか、曇らないかを確認した。
　〔調製例１および２〕（プライマーの調製および評価）
　紫外線硬化型コーティング剤　オレスター（登録商標）ＲＡ３０８１（調製例１）また
はオレスター（登録商標）ＲＡ５０００ＢＡ（調製例２）（それぞれ三井化学株式会社製
）に、光開始剤としてＩｒｇａｃｕｒｅ　１１７３（ＢＡＳＦ社製）、および溶剤として
酢酸エチル（和光純薬株式会社製）を下記表１に示す重量比で混合し、プライマー１また
は２を作製した。
【０４０８】
　得られたプライマー１または２をバーコーター♯６でＰＥＮ（ポリエチレンナフタレー
ト）フィルム（７５μｍ厚：テオネックスＱ５１-Ａ４（帝人株式会社製））に塗装し、
６５℃の温風乾燥機で３分間保持し、脱溶剤した後、ＵＶコンベアー（ランプシステム：
Ｆ６００Ｖ／光源：無電極ランプＨバルブ／ヘレウス株式会社製）の中を、コンベアー速
度８ｍ／ｍｉｎ（積算光量４００ｍＪ／ｃｍ2）で通過させてプライマー１または２を架
橋させた。上述した方法にしたがって、プライマー１または２の密着性の評価を行った。
結果を下記表１に示す。
【０４０９】
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【表１】

【０４１０】
　〔実施例１および２〕
　（重合性組成物１の調製）
　下記表２の配合比に従い、固形分８０重量％の重合性組成物１を調製した。
【０４１１】
【表２】

【０４１２】
　ＳＰＡ－Ｋ：３－アクリロイルオキシプロピルスルホン酸カリウム（３－スルホプロピ
ルアクリレートカリウム塩）
　Ｓ－ＥＥＤ：ヒンダードアミン系光安定剤　商品名ナイロスタッブＳ－ＥＥＤ（クラリ
アント・ジャパン株式会社製）
【０４１３】
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【化７９】

【０４１４】
　（１０重量％界面活性剤混合液の調製）
　ジステアリルスルホコハク酸ナトリウム（以下ＤＳ－Ｎａと略す）１０ｇ、水３０ｇ、
および１－メトキシ－２－プロパノール（純正化学株式会社製、以下ＰＧＭと略す）６０
ｇをホモミキサー（プライミクス株式会社，ロボミックス（登録商標）Ｓ－ｍｏｄｅｌ）
を用いて１５０００ｒｐｍで３分間かき混ぜ、固形分１０重量％のＤＳ－Ｎａ混合液を調
製した。
【０４１５】
【化８０】

【０４１６】
　（内視鏡用コーティング組成物１の調製）
　上記重合性組成物１　１０．０ｇに、上述のように調製した１０重量％ＤＳ－Ｎa混合
液　０．０８ｇ、光開始剤としてＩｒｇａｃｕｒｅ　１１７３（ＢＡＳＦ製）０．２４ｇ
、および溶剤としてＰＧＭ １０．２４ｇを混合し、内視鏡用コーティング組成物１を作
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製した。
【０４１７】
　（透光性部材の調製）
　バーコーター♯６で、上記プライマー１（実施例１）または２（実施例２）をＰＥＮフ
ィルムに塗装し、５５℃の温風乾燥機で２分間保持し、脱溶剤した後、ＵＶコンベアー（
ランプシステム：Ｆ６００Ｖ／光源：無電極ランプＨバルブ／ヘレウス株式会社製）の中
を、コンベアー速度８ｍ／ｍｉｎ（積算光量４００ｍＪ／ｃｍ2）で通過させて、プライ
マー１または２を架橋し、プライマー層で被覆されたＰＥＮフィルムを作製した。
【０４１８】
　これらプライマー１および２の架橋樹脂からなるプライマー層で被覆されたＰＥＮフィ
ルム上に、内視鏡用コーティング組成物１をバーコーター♯６で塗装し、５５℃の温風乾
燥機で２分間保持し、脱溶剤した後、ＵＶコンベアー（ランプシステム：Ｆ６００Ｖ／光
源：無電極ランプＨバルブ／ヘレウス株式会社製）の中を、コンベアー速度８ｍ／ｍｉｎ
（積算光量４００ｍＪ／ｃｍ2）で通過させて内視鏡用コーティング組成物を架橋し、プ
ライマー層および内視鏡用コーティング組成物の架橋樹脂からなる単層膜の積層膜で被覆
されたＰＥＮフィルムを作製した。
【０４１９】
　これを透光性部材の試験片とし、上述した方法にしたがって、初期状態の水接触角の測
定および密着性の評価を行った。結果を下記表３に示す。
　（オートクレーブ処理後の評価）
　上述のようにして得られた透光性部材の試験片に、オートクレーブ中で、加圧水蒸気滅
菌処理（１２０℃×３０分）を行った。その後、上述した方法にしたがって、水接触角の
測定、密着性の評価、耐摩耗試験、および呼気防曇性の評価を行った結果を下記表３に示
す。
【０４２０】
【表３】

【産業上の利用可能性】
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【０４２１】
　本発明の内視鏡用コーティング組成物を重合することにより得られる架橋樹脂からなる
単層膜で被覆された内視鏡用透光性部材は、水蒸気滅菌後にも優れた防曇効果を発揮する
だけでなく、耐摩耗性、密着性にも優れる。そのため、上記組成物は内視鏡のコーティン
グ剤として有用であり、この内視鏡用コーティング組成物の架橋樹脂からなる単層膜を有
する内視鏡用透光性部材は、内視鏡用部材として有用である。
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